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� 土坑

第２１４号土坑（第２１６図）

位置 調査区南西部のＬ１５ｆ３区，標高９�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�４４ｍ，短径０�９６ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－６７°－Ｅである。深さは１０�で，壁は

緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。粘土ブロックや炭化物を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片７点（坏３，高台付椀２，甕２），須恵器片１点（坏）が出土している。４１６は底面か

ら出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。性格は不明である。

第２９５号土坑（第２１６・２１７図）

位置 調査区中央部のＪ１３ｇ０区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�０８ｍ，短径０�６４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４０°－Ｅである。深さは１６�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。焼土ブロックや炭化物を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２７点（坏１，甕２６）が出土している。４１７は覆土下層，４１８は覆土中からそれぞれ出土

している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。性格は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
４ 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量
２ 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量

３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

第２１６図 第２１４・２９５号土坑・出土遺物実測図

―２４５―



� 井戸跡

第１号井戸跡（第２１８図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｅ０区で，標高９�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�２０ｍ，短軸１�１０ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げられているが，深さ１�２９ｍ

ほどで崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ５層に分層できる。不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第２１７図 第２９５号土坑出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第２１４号土坑出土遺物観察表（第２１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４１６ 土師器 高台付椀 １４�４ ５�３ ６�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部内面横位のヘラ磨き 底部ナデ後，高台貼り付け 底面 ７０％ PL３２

第２９５号土坑出土遺物観察表（第２１６・２１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４１７ 土師器 坏 １３�０ ３�７ ６�０ 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 底部回転糸切り 覆土下層 ８０％ PL２８

４１８ 土師器 甕 － （１０�６） ６�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部下端縦位・横位のヘラ削り 内面ヘラナデ 底部木葉痕 覆土中 ２０％

表８ 土坑一覧表

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

２１４ Ｌ１５ｆ３ Ｎ－６７°－Ｅ 不整楕円形 １�４４ × ０�９６ １０ 平坦 緩斜 人為 土師器 １０世紀前葉

２９５ Ｊ１３ｇ０ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 １�０８ × ０�６４ １６ 平坦 緩斜 人為 土師器 １０世紀前葉

―２４６―



遺物出土状況 土師器片１０点（坏２，甕８），須恵器片１２点（坏２，高台付坏２，甕８），鉄滓１点が覆土中か

ら出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。重複関係や出土土器から平安時代に廃絶したと考えられる。

第２号井戸跡（第２１８図）

位置 調査区中央部のＫ１５ｄ５区で，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長径１�７８ｍ，短径１�４６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２６°－Ｗである。確認面から０�７ｍまでは傾

斜をもっているが，それより下部は径０�８ｍほどの円筒状に掘り込まれている。１�２１ｍまで掘り下げたが，湧

水のため下部の調査を断念した。

覆土 ９層に分層できる。不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２点（甕），須恵器片１点（坏），陶器片１点（蓋）が覆土中から出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。出土土器から平安時代に廃絶したと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ にぶい黄橙色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒

子微量
４ 黒 色 ローム粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ にぶい黄橙色 ローム粒子少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック少量
９ にぶい黄橙色 ローム粒子中量

第２１８図 第１・２号井戸跡実測図

表９ 井戸跡一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係（古�新）

１ Ｋ１４ｅ０ － 円 形 １�２０ × １�１０ （１２９） 円筒 － 人為 土師器，須恵器 本跡�SD１０

２ Ｋ１５ｄ５ Ｎ－２６°－Ｗ 楕円形 １�７８ × １�４６ （１２１） 漏斗・円筒 － 人為 土師器，須恵器，陶器

―２４７―



４ 中世の遺構と遺物

当時代の遺構は，掘立柱建物跡３棟，方形竪穴遺構１９基，地下式坑９基，火葬土坑３基，粘土貼土坑５基，

墓坑５基，土坑３２基，井戸跡８基，堀跡１条，溝跡３条が確認されている。以下，遺構と遺物について記述

する。

� 掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第２１９図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｊ７区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第７号方形竪穴遺構，第３５・７４号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行２間，梁行２間の総柱建物跡で，桁行方向がＮ－４１°－Ｅの正方棟である。規模は，桁行３�６ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は１３�０�である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに１�８ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。柱穴は本来９か所あったと思われるが，北端の１か所は第７号方形竪穴遺構に掘り込まれてい

るため遺存していない。平面形は円形で，深さは２８～８０�である。土層は，第１～４層が柱抜き取り跡に相当

し，第５～１１層が埋土で版築状に突き固められている。

第２１９図 第１号掘立柱建物跡実測図

―２４８―



所見 本跡は，確認できた柱穴群から小形の総柱建物と想定され，倉庫としての性格を有していたものと思わ

れる。また，西側に隣接する側柱建物の第２号掘立柱建物跡とは桁行方向が同じであり，さらに西側に位置す

る側柱建物の第８号掘立柱建物跡とは桁行方向がほぼ直交しているということから，３棟は同時期にそれぞれ

の役割を担っていた一連の建物群であった可能性が考えられる。時期は，第８号掘立柱建物跡の出土土器から

１５世紀前半と考えられる。

第２号掘立柱建物跡（第２２０図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｉ６区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６・７号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・細礫少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子・細礫少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，細礫少量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量，細礫少量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・細礫少量

７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，細礫少量
８ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・細

礫少量
９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ 褐 色 ローム粒子多量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２２０図 第２号掘立柱建物跡実測図

―２４９―



規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－４１°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行３�６

ｍ，梁行３�０ｍで，面積は１０�８�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍ（６尺），梁行３�０ｍ（１０尺）で，柱筋はほぼ

揃っている。

柱穴 ６か所。平面形は円形で，深さは４４～８８�である。土層は，第１層が柱痕跡に相当し，第２～５層が埋

土で版築状に突き固められている。

遺物出土状況 土師器片３点（坏１，甕２），須恵器片１点（甕），鉄製品１点（不明）が出土しているが，い

ずれも細片のため図示できない。

所見 本跡は，確認できた柱穴群から小形の側柱建物と想定され，倉庫としての性格を有していたものと思わ

れる。また，東側に隣接する総柱建物の第１号掘立柱建物跡とは桁行方向が同じであり，西側に位置する側柱

建物の第８号掘立柱建物跡とは桁行方向がほぼ直交しているということから，３棟は同時期にそれぞれの役割

を担っていた一連の建物群であった可能性が考えられる。時期は，第８号掘立柱建物跡の出土土器から１５世紀

前半と考えられる。

第８号掘立柱建物跡（第２２１・２２２図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｇ４区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
３ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，細礫少量

４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック・細礫中量

第２２１図 第８号掘立柱建物跡実測図

―２５０―



重複関係 第７２号土坑に掘り込まれている。また，出土土器から第６５号土坑よりも古い。その他，第４０１・４０２

号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 北東側が調査区域外に延びているため，確認できたのは桁行３間以上，梁行１間以上の側柱建物

跡で，桁行方向がＮ－４８°－Ｗの東西棟と推定される。確認できた規模は，桁行６�０ｍ，梁行２�６ｍ以上で，面

積は１５�６�以上である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調としていると思われるが，桁行

方向両端のＰ２・Ｐ３の柱間，及びＰ４・Ｐ５の柱間は１�８ｍ（６尺）と幅が狭くなっている。また，棟持ち柱

の柱穴と思われるＰ６は，梁行の柱筋より外側に位置している。

柱穴 ６か所。平面形は円形で，深さは２０～６２�である。土層は，第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，第３・

４層が埋土で版築状に突き固められている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），陶器片１点（古瀬戸灰釉瓶子）が出土している。４１９はＰ５，４２０は

Ｐ２の柱抜き取り痕の覆土中からそれぞれ出土している。

所見 本跡は，確認できた柱穴群から中形の側柱建物と想定され，居宅としての性格を有していたものと思わ

れる。また，東側に隣接する側柱建物の第２号掘立柱建物跡，さらに東側に位置する総柱建物の第１号掘立柱

建物跡とは桁行方向がほぼ直交しているということから，３棟は同時期にそれぞれの役割を担っていた一連の

建物群であった可能性が考えられる。時期は，出土土器から１５世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

３ 褐 灰 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック微量

第２２２図 第８号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第８号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第２２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４１９ 土師質土器 皿 － （１�８）［５�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り Ｐ５柱抜き取
り痕覆土中 ５％

４２０ 陶器 瓶子 ４�６ （８�６） － 緻密・長石 釉オリーブ黄
胎土浅黄橙 良好 外面・口縁部内面灰釉を施釉 体部上端に３

条の沈線が巡る �類
Ｐ２柱抜き取
り痕覆土中

３０％ PL３７
古瀬戸後�期

表１０ 掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模 柱穴
主な出土遺物 時期

備考
重複関係（古�新）桁×梁

（ｍ）
面積
（�）

桁行柱間
（ｍ）

梁行柱間
（ｍ） 構造 柱穴数 平面形 深さ

（�）
１ Ｋ１６ｊ７ Ｎ－４１°－Ｅ ２×２ ３�６×３�６ １３�０ １�８ １�８ 総柱 （８） 円形 ２８～８０ － １５世紀前半 本跡�方形竪穴７，SK３５・７４

２ Ｋ１６ｉ６ Ｎ－４１°－Ｅ ２×１ ３�６×３�０ １０�８ １�８ ３�０ 側柱 ６ 円形 ４４～８８ － １５世紀前半 本跡�方形竪穴６・７

８ Ｋ１６ｇ４ Ｎ－４８°－Ｗ ３×（１） ６�０×（２�６）（１５�６） ２�４ ２�４ 側柱 （６） 円形 ２０～６２ 土師質土器，陶器 １５世紀前半 本跡�SK６５・７２

―２５１―



� 方形竪穴遺構

今回の調査では，方形あるいは長方形の平面形を有する中世の遺構が数十基確認された。その内，短軸が

１�８ｍ以上且つ面積が３�３�以上のものを方形竪穴遺構，短軸が１�８ｍ未満で面積が３�３�未満のものを方形あ

るいは長方形の土坑としてそれぞれ報告する。

第１号方形竪穴遺構（第２２３・２２６図）

位置 調査区北部のＪ１３ｂ７区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２６ｍ，短軸１�８４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３５°－Ｅである。壁高は５４～６６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

ピット 深さ６�で，性格は不明である。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 古銭１点（□□□寳）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片１６点（坏３，甕

１３），須恵器片１１点（坏４，高台付坏２，甕５）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土遺物や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第２号方形竪穴遺構（第２２３図）

位置 調査区北部のＪ１３ｂ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６６号土坑を掘り込み，第２４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３０ｍ，短軸２�２０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３７°－Ｅである。壁高は１２～２４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

ピット 深さ１６�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片４４点（坏７，甕３７），須恵器片１０点（坏３，高台付坏１，蓋１，甕５）が覆

土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。本跡に伴う遺物は出土していないが，時

期は，重複関係から１５世紀代と考えられる。

第３号方形竪穴遺構（第２２３・２２６図）

位置 調査区北部のＪ１３ａ４区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第２４号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化物微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

―２５２―



規模と形状 長軸２�７６ｍ，短軸２�１０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４９°－Ｗである。壁高は７２～８０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。北東側の床面からは炭化物，南西側の床面からは焼土がそれぞれ多

く検出された。また，北西壁際の床面から炭化材が検出された。

覆土 １４層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含む不自然な塊状の堆積

状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿），陶器片１点（常滑片口鉢），鉄製品１点（不明）が出土している。４４３

は床面，４４４は覆土下層からそれぞれ出土している。その他，混入した土師器片９点（坏３，甕６），須恵器片

４点（坏４）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われ，焼土及び炭化材の検出状況から上屋を焼却

したものと想定される。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。なお，上屋構築材と思わ

れる炭化材�・�については樹種同定を行い，マツ科マツ属とイネ科タケ亜科という分析結果を得ている（付

章参照）。

第４号方形竪穴遺構（第２２３・２２６図）

位置 調査区北部のＩ１３ｊ６区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第３０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西部が第３０号土坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸１�８６ｍ，短軸１�４ｍで，長

軸方向がＮ－３６°－Ｅの方形と推測される。壁高は５６～７６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ３層に分層できる。粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片７点（皿５，内耳鍋２），陶器片１点（古瀬戸天目茶椀），青磁片１点（龍泉窯鎬

蓮弁文碗），土製品１点（球状土錘）が出土している。４４５・４４６・DP１３５は覆土中から出土している。その他，

混入した土師器片４点（坏１，甕３），須恵器片３点（坏２，蓋１）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第５号方形竪穴遺構（第２２３・２２６図）

位置 調査区北部のＩ１３ｊ６区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第３０・３１号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・焼

土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒

子微量

６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１０ 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物多量，焼土ブロック中量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
１３ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物中量
１４ にぶい黄橙色 炭化物多量，焼土ブロック・粘土ブロック中量

土層解説
１ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
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規模と形状 長軸２�２６ｍ，短軸２�００ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４８°－Ｗである。壁高は５８～６０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め

戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片６点（内耳鍋），陶器片１点（古瀬戸灰釉平椀）が出土している。４４８は覆土中か

ら出土している。その他，混入した土師器片１４点（坏３，甕１１），須恵器片１２点（坏５，高台付坏２，蓋２，

甕３）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第６号方形竪穴遺構（第２２４・２２６図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｉ６区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第２号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�２０ｍ，短軸２�４６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４２°－Ｅである。壁高は５６～７０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

ピット 深さ１６�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片８点（皿７，内耳鍋１）が出土している。４４９は覆土上層から出土している。そ

の他，混入した土師器片４点（甕），須恵器片１点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第７号方形竪穴遺構（第２２４・２２６図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｉ７区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１・２号掘立柱建物跡を掘り込こみ，第３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�８６ｍ，短軸２�７６ｍの方形で，長軸方向はＮ－４２°－Ｅである。壁高は５８～７４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ７層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや細礫・炭化物を含んでいることか

ら埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量
４ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
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遺物出土状況 土師質土器片８点（皿５，擂鉢１，内耳鍋２），陶器片１点（古瀬戸灰釉平椀）が出土してい

る。４５０は覆土上層，４５１は覆土下層からそれぞれ出土している。その他，混入した土師器片５点（坏２，甕３），

須恵器片２点（坏，甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第８号方形竪穴遺構（第２２４図）

位置 調査区南東部のＬ１６ａ８区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第５０・５１・５３・６０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東部が第５０・５１・５３・６０号土坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸２�１４ｍ，短軸

１�５０ｍで，長軸方向がＮ－３２°－Ｅの方形と推測される。壁高は３０～４２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ２層に分層できる。粘土ブロックや炭化物を含み，水平に堆積していることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），陶器片１点（古瀬戸灰釉折縁深皿）が出土しているが，細片のため

図示できない。その他，混入した土師器片７点（甕），須恵器片３点（坏２，蓋１）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第９号方形竪穴遺構（第２２４図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｈ３区，標高１２�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸２�６０ｍ，短軸１�９０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５０°－Ｗである。壁高は１６～２８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 粘土ブロックを含む黒褐色土の単一層で埋め戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片８点（坏１，甕７），須恵器片２点（坏）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。本跡に伴う遺物は出土していないが，時

期は，１５世紀と考えられる。

第１０号方形竪穴遺構（第２２４図）

位置 調査区中央部のＪ１５ｊ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物・粘

土粒子・細礫少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ

ク・炭化物少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・細礫中量，粘土ブロック・炭化

物少量
６ 暗 褐 色 粘土粒子・細礫中量，ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
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重複関係 第４１・４４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�０８ｍ，短軸１�９２ｍの方形で，長軸方向はＮ－５６°－Ｗである。壁高は３８～５２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ロームブロックを含む黒褐色土の単一層で埋め戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片２７点（坏４，甕２３），須恵器片８点（坏）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。本跡に伴う遺物は出土していないが，時

期は，重複関係から１５世紀代と考えられる。

第１１号方形竪穴遺構（第２２５図）

位置 調査区中央部のＫ１４ａ０区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第３８・４４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�３０ｍ，短軸２�１４ｍの方形で，長軸方向はＮ－４０°－Ｅである。壁高は１８～３６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片１４点（坏１，甕１３），須恵器片７点（坏６，甕１）が覆土中から出土してい

る。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。本跡に伴う遺物は出土していないが，時

期は，重複関係から１５世紀代と考えられる。

第１２号方形竪穴遺構（第２２５図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｊ２区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６３・６４号住居跡を掘り込み，第１１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�００ｍ，短軸２�１０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３６°－Ｗである。壁高は１０～２４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片４１点（坏５，甕３６），須恵器片６点（坏５，蓋１）が覆土中から出土してい

る。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。本跡に伴う遺物は出土していないが，時

期は，重複関係から１５世紀代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

―２５６―



第１３号方形竪穴遺構（第２２５図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｈ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６８・６９号住居跡，第１１６・１１８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�１６ｍ，短軸２�１４ｍの方形で，長軸方向はＮ－４９°－Ｅである。壁高は４０～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め

戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片６点（甕６），須恵器片１点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。本跡に伴う遺物は出土していないが，時

期は，重複関係から１５世紀代と考えられる。

第１４号方形竪穴遺構（第２２５図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｇ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第３号墓坑，第１３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�５２ｍ，短軸１�９２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４２°－Ｅである。壁高は３４～４６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片１５点（坏２，甕１３），須恵器片３点（坏，高盤，甕）が覆土中から出土して

いる。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。本跡に伴う遺物は出土していないが，時

期は，重複関係から１５世紀代と考えられる。

第１５号方形竪穴遺構（第２２５・２２６図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｄ７区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第９６号住居跡，第１９９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５０ｍ，短軸２�２４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４４°－Ｗである。壁高は１８～２４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ２層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，焼土ブ

ロック・炭化物少量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物・
焼土粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量 ２ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量

―２５７―



遺物出土状況 陶器片１点（常滑片口鉢）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片１９点（坏２・

甕１７），須恵器片９点（坏４，盤１，蓋１，甕３）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第１６号方形竪穴遺構（第２２５・２２７図）

位置 調査区南西部のＬ１５ａ４区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１７号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�９４ｍ，短軸１�７６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４４°－Ｗである。壁高は２４～３６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ２層に分層できる。粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 陶器片１点（古瀬戸灰釉卸皿）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片１４点（坏

１，甕１３），須恵器片７点（坏１，蓋３，甕３），灰釉陶器片１点（瓶）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器や重複関係から１５世紀

前半と考えられる。

第１７号方形竪穴遺構（第２２５・２２７図）

位置 調査区南西部のＬ１５ａ４区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１６号方形竪穴遺構，第１６９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�９２ｍ，短軸１�８６ｍの方形で，長軸方向はＮ－４４°－Ｗである。壁高は２２～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 古銭５点（天聖元寳・皇宋通寳・元豊通寳・元祐通寳・□□元寳）が出土している。Ｍ３６～４０

は覆土下層から５枚重なった状態で出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。しかし，六道銭的な意味合いをもつ古銭

が５枚出土していることから，人骨は確認できなかったが墓坑の可能性も考えられる。時期は，出土遺物や重

複関係から１５世紀後半と考えられる。

第１８号方形竪穴遺構（第２２６図）

位置 調査区北部のＩ１４ｉ２区，標高１４�５ｍの河岸段丘上位の平坦部に位置している。

規模と形状 北東部が調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸２�００ｍ，短軸１�７ｍで，長軸方向が

Ｎ－５２°－Ｗの方形と推測される。壁高は１６～２０�で，外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２ 黒 褐 色 炭化物少量，粘土ブロック・焼土粒子微量

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

３ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・焼土粒子微量

―２５８―



床 ほぼ平坦で，硬化面は認められない。中央部南東壁寄りの床面からは焼土が多く検出された。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 石器１点（砥石）が出土している。その他，混入した土師器片５８点（坏１３，甕４５），須恵器片

１３点（坏２，蓋１，長頸瓶１，甕９）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われ，床面の焼土の検出状況から火処の存在が想

定される。本跡に伴う土器は出土していないが，時期は，１５世紀代と考えられる。

第１９号方形竪穴遺構（第２２６・２２７図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｂ４区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 一辺２�００ｍの方形である。壁高は２８～３８�で，外傾して立ち上がっている。

床 北西壁寄りが，長軸１�０８ｍ，短軸０�９６ｍ，深さ２０�の長方形に掘り下げられている。上段，下段の床とも

硬化面は認められない。

覆土 ４層に分層できる。粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 青磁片１点（同安窯櫛描文碗）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片３３点（坏

８，甕２５），須恵器片１０点（坏７，高台付坏１，甕２），灰釉陶器片１点（瓶）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，他の類似遺構との比較から方形竪穴遺構と思われる。時期は，出土土器から１５世紀前半と考え

られる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２６図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 材質 初鋳年 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３４ □□□寳 ２�３７ ０�６７ ０�１２ ０�３８ 銅 不明 無背 覆土中 PL４９

第３号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４３ 土師質土器 皿 ［１３�０］ ４�０ ［５�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 床面 ２０％

４４４ 陶器 片口鉢［３２�０］（６�８） － 長石・石英 にぶい橙 良好 体部外面縦位のヘラナデ �類 覆土下層 ５％
常滑１０型式

第４号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４５ 陶器 天目茶椀［１１�４］（２�３） － 緻密 釉褐
胎土浅黄橙 良好 内・外面鉄釉を施釉 覆土中 ５％

古瀬戸後�期
４４６ 青磁 碗 － （２�６） － 精良 釉緑灰

胎土灰白 良好 体部外面に鎬蓮弁文を陽刻 覆土中 ５％
龍泉窯

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１３５ 球状土錘 ２�７ ２�６ ０�５ １７�７ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

―２５９―



第２２３図 第１～５号方形竪穴遺構実測図

―２６０―



第２２４図 第６～１０号方形竪穴遺構実測図

―２６１―



第２２５図 第１１～１７号方形竪穴遺構実測図

―２６２―



第２２６図 第１８・１９号方形竪穴遺構，第１・３～７・１５号方形竪穴遺構出土遺物実測図

―２６３―



第２２７図 第１６・１７・１９号方形竪穴遺構出土遺物実測図

第５号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４８ 陶器 平椀［１５�４］ ５�７ ［５�０］緻密・長石 釉オリーブ黄
胎土灰黄 良好 体部下半回転ヘラ削り 底部高台削り出し

内・外面灰釉を施釉 底部露胎 覆土中 ２０％
古瀬戸後�期

第６号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４９ 土師質土器 皿 ［１１�２］ ３�４ ５�２ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 覆土上層 ４０％

第７号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５０ 土師質土器 皿 － （２�１） ６�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 覆土上層 ４０％

４５１ 陶器 平椀［１４�６］（２�７） － 緻密 釉浅黄
胎土浅黄橙 良好 内・外面灰釉を施釉 覆土下層 ５％

古瀬戸後�期

―２６４―



第１５号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４６２ 陶器 片口鉢［２４�０］（３�３） － 長石・石英 黄灰 良好 内・外面ロクロナデ �類 覆土中 ５％
常滑５型式

第１６号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４６４ 陶器 卸皿 ［９�４］（１�６） － 緻密 釉にぶい黄橙
胎土オリーブ灰 良好 口縁部内・外面灰釉を施釉 内面に卸目 覆土中 ５％

古瀬戸後�期

第１７号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２７図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 材質 初鋳年 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３６ 天聖元寳 ２�３８ ０�３２ ０�１３ ２�６４ 銅 １０２３ 北宋銭 真書 無背 覆土中層 PL４９

Ｍ３７ 皇宋通寳 ２�３９ ０�４６ ０�１７ ２�７４ 銅 １０３８ 北宋銭 真書 無背 覆土中層 PL４９

Ｍ３８ 元豊通寳 ２�３９ ０�４１ ０�１０ ２�３０ 銅 １０７８ 北宋銭 行書 無背 覆土中層

Ｍ３９ □□元寳 ２�４２ ０�４７ ０�１２（２�４２） 銅 不明 篆書 無背 覆土中層

Ｍ４０ 元祐通寳 ２�３６ ０�３３ ０�１１（１�７８） 銅 １０８６ 北宋銭 行書 無背 覆土中層

第１９号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４７２ 青磁 碗 － （１�４） － 精良 釉オリーブ黄
胎土灰黄 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ削り

底部内面に櫛描文 覆土中 ５％
同安窯

表１１ 方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 長軸方向 平面形
規模

底面
内部
施設

覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長軸×短軸（ｍ） 壁高（�）

１ Ｊ１３ｂ７ Ｎ－３５°－Ｅ 長方形 ２�２６ × １�８４ ５４～６６ 平坦 ピット１ 人為 古銭 １５世紀前半 本跡�SK１１

２ Ｊ１３ｂ５ Ｎ－３７°－Ｅ 長方形 ３�３０ × ２�２０ １２～２４ 平坦 ピット１ 人為 － １５世紀 SK６６�本跡�SK２４

３ Ｊ１３ａ４ Ｎ－４９°－Ｗ 長方形 ２�７６ × ２�１０ ７２～８０ 平坦 － 人為 土師質土器，陶
器，鉄製品 １５世紀後半 本跡�SK２４

４ Ｉ１３ｊ６ Ｎ－３６°－Ｅ ［方形］ １�８６ ×（１�４０） ５６～７６ 平坦 － 人為 土師質土器，陶器，
青磁，球状土錘 １５世紀前半 本跡�SK３０

５ Ｉ１３ｊ６ Ｎ－４８°－Ｗ 長方形 ２�２６ × ２�００ ５８～６０ 平坦 － 人為 土師質土器，陶器 １５世紀前半 本跡�SK３０・３１

６ Ｋ１６ｉ６ Ｎ－４２°－Ｅ 長方形 ３�２０ × ２�４６ ５６～６８ 平坦 ピット１ 人為 土師質土器 １５世紀前半 SB２�本跡

７ Ｋ１６ｉ７ Ｎ－４２°－Ｅ 方形 ２�８６ × ２�７６ ５８～７４ 平坦 － 人為 土師質土器，陶器 １５世紀前半 SB１・２�本跡�SK３５

８ Ｌ１６ａ８ Ｎ－３２°－Ｅ ［方形］ ２�１４ ×（１�５０） ３０～４２ 平坦 － 人為 土師質土器，陶器 １５世紀前半 本跡�SK５０・５１・５３・６０

９ Ｋ１６ｈ３ Ｎ－５０°－Ｗ 長方形 ２�６０ × １�９０ １６～２８ 平坦 － 人為 － １５世紀

１０ Ｊ１５ｊ１ Ｎ－５６°－Ｗ 方形 ２�０８ × １�９２ ３８～５２ 平坦 － 人為 － １５世紀 SI４１・４４�本跡

１１ Ｋ１４ａ０ Ｎ－４０°－Ｅ 方形 ２�３０ × ２�１４ １８～３６ 平坦 － 人為 － １５世紀 SI３８・４４�本跡

１２ Ｌ１６ｊ２ Ｎ－３６°－Ｗ 長方形 ３�００ × ２�１０ １０～２４ 平坦 － 人為 － １５世紀 SI６３・６４�本跡�
SK１１２

１３ Ｌ１６ｈ１ Ｎ－４９°－Ｅ 方形 ２�１６ × ２�１４ ４０～４８ 平坦 － 人為 － １５世紀 SI６８・６９�SK１１６・１１８�
本跡

１４ Ｌ１６ｇ３ Ｎ－４２°－Ｅ 長方形 ２�５２ × １�９２ ３４～４６ 平坦 － 人為 － １５世紀 本跡�墓坑３・SK１３５

１５ Ｋ１４ｄ７ Ｎ－４４°－Ｗ 長方形 ２�５０ × ２�２４ １８～２４ 平坦 － 人為 陶器 １５世紀前半 SI９６，SK１９９�本跡

１６ Ｌ１５ａ４ Ｎ－４４°－Ｗ 長方形 １�９４ × １�７６ ２４～３６ 平坦 － 人為 陶器 １５世紀前半 本跡�方形竪穴１７

１７ Ｌ１５ａ４ Ｎ－４４°－Ｗ 方形 １�９２ × １�８６ ２２～４０ 平坦 － 人為 古銭 １５世紀後半 方形竪穴１６，SK１６９�
本跡

１８ Ｉ１４ｉ２ Ｎ－５２°－Ｗ ［方形］ ２�００ ×（１�７０） １６～２０ 平坦 火処１ 人為 砥石 １５世紀

１９ Ｋ１５ｂ４ Ｎ－３６°－Ｗ 方形 ２�００ × ２�００ ２８～３８ 二段 － 人為 青磁 １５世紀前半

―２６５―



� 地下式坑

第１号地下式坑（第２２８図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｄ４区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１００号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 主軸方向はＮ－４８°－Ｗである。竪坑は長径１�０６ｍ，短径１�００ｍの円形で，深さは１０６～１１６�で

ある。壁はほぼ直立し，底面は羨門に向けて緩やかに下がっている。主室は長軸２�３６ｍ，短軸２�３０ｍの方形で，

深さは１５０～１６０�である。壁はほぼ直立しているが，奥壁に段を有している。底面はほぼ平坦である。

覆土 １６層に分層できる。第１～３層は主室天井の崩落後に堆積した土層で，第１層は主室壁の崩落土層であ

る。第４・５層は主室天井の崩落土層，第６～１６層は竪坑から主室にかけて埋め戻された土層である。

遺物出土状況 混入した土師器片１４点（甕１３，甑１），須恵器片３点（坏２，甕１）が覆土中から出土してい

る。

所見 本跡に伴う遺物は出土していないが，時期は，重複関係から１５世紀代と考えられる。

第２号地下式坑（第２２８・２３１図）

位置 調査区中央部のＪ１５ｈ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 主軸方向はＮ－４４°－Ｅである。竪坑は長径１�０６ｍ，短径０�７０ｍの楕円形で，深さは６０～７０�で

ある。壁はほぼ直立し，底面は羨門に向けて緩やかに上がっている。主室は長軸２�７０ｍ，短軸２�３０ｍの主軸方

向が短い横長方形で，深さは５０～７０�である。壁はほぼ直立し，底面はほぼ平坦である。

覆土 １２層に分層できる。第１～３層は主室天井の崩落後に堆積した土層で，第３層は主室壁の崩落土層であ

る。第４～７層は主室天井の崩落土層，第８～１２層は竪坑から主室にかけて埋め戻された土層である。

遺物出土状況 陶器片１点（古瀬戸灰釉三耳壺）が主室の底面から覆土下層にかけて散在した状態で出土して

いる。その他，混入した土師器片１９点（坏５，甕１４），須恵器片１１点（坏７，蓋３，長頸瓶１）が覆土中から

出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 黄 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい黄橙色 粘土ブロック・細礫多量
６ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ にぶい黄橙色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
１３ にぶい黄橙色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量
１６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 粘土粒子中量，炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量

８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
１０ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土粒

子微量
１２ 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子少量

―２６６―



第３号地下式坑（第２２８・２３１図）

位置 調査区中央部のＪ１５ｉ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第４１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 主軸方向はＮ－７１°－Ｗである。竪坑は長径１�０６ｍ，短径１�００ｍの円形で，深さは５０～７６�であ

る。壁はほぼ直立し，底面はほぼ平坦である。主室は長径２�９６ｍ，短径２�３０ｍの主軸方向が短い横楕円形で，

深さは９０～１００�である。壁はほぼ直立し，底面はほぼ平坦である。

覆土 １２層に分層できる。第１～４層は主室天井の崩落後に堆積した土層で，第４層は主室壁の崩落土層であ

る。第５～７層は主室天井の崩落土層で，第８～１２層は竪坑から主室にかけて埋め戻された土層である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，内耳鍋），陶器片１点（常滑片口鉢），ヤマトシジミ４点（右殻２，左

殻２，総量１�５２ｇ）が出土している。４２２・４２３は主室の覆土中，４２４は竪坑の覆土中層からそれぞれ出土して

いる。その他，混入した土師器片６９点（坏２０，甕４９），須恵器片１７点（坏１５，蓋２）が覆土中から出土してい

る。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第４号地下式坑（第２２９・２３１図）

位置 調査区南西部のＬ１５ｆ０区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第３７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 主軸方向はＮ－２２°－Ｅである。竪坑は長径０�９６ｍ，短径０�９０ｍの円形で，深さは１１２～１２２�で

ある。壁はほぼ直立し，底面は羨門に向けて緩やかに下がっている。主室は長軸２�６４ｍ，短軸２�００ｍの主軸方

向が短い横長方形で，深さは１３２～１３６�である。壁はオーバーハング気味に立ち上がり，底面はほぼ平坦であ

る。

覆土 １８層に分層できる。第１層は主室天井の崩落後に堆積した土層である。第２層は主室天井の崩落土層で，

第３～１８層は竪坑から主室にかけて埋め戻された土層である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が主室の覆土中から出土している。その他，混入した土師器片３９

点（坏６，高坏１，甕３２），須恵器片４点（盤１，高盤２，甕１）が覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子中量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化粒子少量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子中量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黄 褐 色 粘土ブロック多量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量
４ 黄 褐 色 粘土粒子多量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
７ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ロームブロック・

粘土ブロック微量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土ブロック微量

９ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物中量，焼土ブロック少量
１０ 黄 褐 色 粘土ブロック多量（帯状に黒褐色土が混じる）
１１ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量
１２ 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
１４ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量
１５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１６ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量
１７ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
１８ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量

―２６７―



第５号地下式坑（第２２９・２３２図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｇ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１１６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 主軸方向はＮ－３６°－Ｗである。竪坑は長径１�０８ｍ，短径０�９０ｍの楕円形で，深さは１５２～１５８�

である。壁はほぼ直立し，底面はピット状に径０�６８ｍ，深さ５４�掘り込まれている。主室は長軸２�３８ｍ，短軸

１�６０ｍの主軸方向が短い横長方形で，深さは１５０～１５８�である。壁はオーバーハングしながら立ち上がり，底

面はほぼ平坦である。

覆土 １７層に分層できる。第１～３層は主室天井の崩落後に堆積した土層である。第４・５層は主室天井の崩

落土層で，第６～１５層は竪坑から主室にかけて埋め戻された土層である。また，１６・１７層は竪坑内のピットを

埋め戻した土層である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋），陶器片１点（常滑甕）が出土している。４２６は主室の覆土中から

出土している。その他，混入した土師器片１５点（坏３，甕１２），須恵器片３点（坏，蓋，甕）が覆土中から出

土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第６号地下式坑（第２３０・２３２図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｈ３区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第７８号住居跡，第１２４・１３５・１５６号土坑を掘り込み，第１２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 主軸方向はＮ－９２°－Ｗである。竪坑は長径１�２２ｍ，短径１�２０ｍの円形で，深さは２０２～２１２�で

ある。壁はほぼ直立し，底面は羨門に向けて緩やかに上がっている。主室は長軸２�９２ｍ，短軸２�９０ｍの方形で，

深さは１５２～１９２�である。壁はオーバーハングしながら立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土 １９層に分層できる。第１～１２層は主室天井の崩落後に堆積した土層で，第７・８層は主室壁の崩落土層

である。第１３～１５層は主室天井の崩落土層で，第１６～１９層は竪坑を埋め戻した土層である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ

ク・炭化物少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物・ローム粒

子中量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子少量
５ 明 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量，炭化粒

子少量，焼土粒子微量
６ 橙 色 粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

９ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック・炭化粒子少量，
焼土粒子微量

１０ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化

粒子微量
１４ 橙 色 粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化

粒子微量
１５ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
１７ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック・炭化物中量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，焼

土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ にぶい黄橙色 ロームブロック・粘土ブロック中量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 炭化粒子少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１３ 褐 色 ロームブロック多量
１４ 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子中量
１５ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量
１６ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
１７ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１８ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
１９ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量

―２６８―



遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が主室の覆土中から出土している。その他，混入した土師器片４５

点（甕４５），須恵器片８点（坏６，蓋１，甕１）が覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第７号地下式坑（第２３０・２３１図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ２区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６８号住居跡，第１１５・１３１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。竪坑は長径１�００ｍ，短径０�５０ｍの楕円形で，深さは１９８～２１２�

である。壁はほぼ直立し，底面は羨門に向けて緩やかに下がっている。主室は長径２�８０ｍ，短径１�８０ｍの主軸

方向が短い横楕円形で，深さは２０８～２１２�である。壁はオーバーハングしながら立ち上がり，底面はほぼ平坦

である。

覆土 １３層に分層できる。第１～７層は主室天井の崩落後に堆積した土層である。第８～１０層は主室天井の崩

落土層で，第１１～１３層は竪坑から主室にかけて埋め戻された土層である。

遺物出土状況 土師質土器片５点（皿３，内耳鍋２）が出土している。４２８・４２９は主室の覆土中から出土して

いる。その他，混入した土師器片４３点（坏７，甕３６），須恵器片１３点（坏６，高台付坏１，蓋１，甕５）が覆

土中から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第８号地下式坑（第２２９・２３２図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ３区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第９号地下式坑，第１６６号土坑を掘り込み，第２・４号墓坑，第１３７・１４３・１６５号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状 主軸方向はＮ－３０°－Ｅである。竪坑，主室とも南東部は第１３７・１４２号土坑に掘り込まれている

ため遺存していない。竪坑は径１�２０ｍの円形と推測され，深さは６０～７０�である。壁はほぼ直立し，底面は羨

門に向けて緩やかに下がっている。また，主室は一辺２�１ｍの方形と推測され，深さは８０～１００�である。壁は

オーバーハングしながら立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土 １０層に分層できる。第１層は主室天井の崩落土層で，第２～１０層は竪坑から主室にかけて埋め戻された

土層である。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物・

焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化物・

焼土粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物・

焼土粒子少量

７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，炭化物・焼土粒子少量，粘

土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック・炭化物少量，

焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１３ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

―２６９―



遺物出土状況 土師質土器片５点（皿１，内耳鍋４），陶器片１点（瀬戸・美濃灰釉瓶）が出土している。４３０・

４３１は主室の覆土中から出土している。その他，混入した土師器片２２点（坏５，甕１７），須恵器片１点（甕）が

覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第９号地下式坑（第２３１・２３２図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ４区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第８号地下式坑，第２号墓坑，第１３７・１６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 主軸方向はＮ－４８°－Ｅである。竪坑は長径０�９４ｍ，短径０�８０ｍの楕円形で，深さは１７６～１８６�

である。壁はほぼ直立し，底面は羨門に向けて緩やかに下がっている。主室は長軸１�８０ｍ，短軸１�４０ｍの主軸

方向が短い横長方形で，深さは２１０～２２８�である。壁はオーバーハングしながら立ち上がり，底面はほぼ平坦

である。

覆土 １２層に分層できる。第１・２層は主室天井の崩落後に堆積した土層で，第１層は主室壁の崩落土層であ

る。第３・４層は主室天井の崩落土層で，第５～１２層は竪坑から主室にかけて埋め戻された土層である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が主室の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，粘土ブロッ

ク・焼土粒子微量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
８ 黄 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，粘土ブロック

微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量
３ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量
７ 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量

８ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量
９ にぶい黄色 粘土ブロック多量
１０ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化物少量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化物

少量
１２ 黄 褐 色 粘土ブロック多量

第２号地下式坑出土遺物観察表（第２３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４２１ 陶器 三耳壺 － （２５�１） － 緻密・長石 釉灰オリーブ
胎土浅黄 良好

体部下半回転ヘラ削り 外面・口縁部から体部上
半内面灰釉を施釉 体部外面上端に耳貼り付け
体部外面上端に３条・上位に５条の沈線が巡る

主室底面～
覆土下層

６０％ PL３７
古瀬戸後�期

第３号地下式坑出土遺物観察表（第２３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４２２ 土師質土器 皿 ［１１�８］ ２�５ ［５�２］長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 底部回転糸切り 主室覆土中 １０％

４２３ 陶器 片口鉢 － （４�４） － 長石・石英 にぶい黄橙 良好 内・外面ロクロナデ 底部高台貼り付け �類 主室覆土中 ５％
常滑５型式

４２４ 土師質土器 内耳鍋［３３�４］（１２�６） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ナデ 内面横ナデ 口縁部上端に耳貼り付け 竪坑覆土中層 １０％

―２７０―



第２２８図 第１～３号地下式坑実測図

―２７１―



第２２９図 第４・５・８号地下式坑実測図

―２７２―



第２３０図 第６・７号地下式坑実測図

―２７３―



第２３１図 第９号地下式坑，２～４・７号地下式坑出土遺物実測図

―２７４―



第２３２図 第５・６・８・９号地下式坑出土遺物実測図

第４号地下式坑出土遺物観察表（第２３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４２５ 土師質土器 内耳鍋 － （２�５）［１８�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面ナデ 下端横位のヘラ削り 内面横ナ
デ 底部ヘラ削り 主室覆土中 ５％

―２７５―



第６号地下式坑出土遺物観察表（第２３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４２７ 土師質土器 内耳鍋［３３�６］（４�８） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ナデ 内面横ナデ 主室覆土中 ５％

第７号地下式坑出土遺物観察表（第２３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４２８ 土師質土器 皿 － （１�０） ４�２ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 主室覆土中 １０％

４２９ 土師質土器 皿 － （１�１） ５�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ
底面に板目状圧痕 主室覆土中 １０％

第８号地下式坑出土遺物観察表（第２３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３０ 土師質土器 皿 － （１�１）［５�６］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 主室覆土中 ５％

４３１ 土師質土器 内耳鍋［２８�０］（６�１） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 体部外面ナデ 内面横ナデ 主室覆土中 ５％

第９号地下式坑出土遺物観察表（第２３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３２ 土師質土器 内耳鍋 ３０�８ １７�２ １９ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ナデ 内面横ナデ 底部ヘラ削り 口
縁部上端に耳貼り付け 主室覆土中層 ９０％ PL４１

表１２ 地下式坑一覧表

番号 位置 主軸方向

規模

覆土 主な出土遺物 時期
備考
重複関係
（古�新）

竪坑 主室

長径・軸
×

短径・軸
（ｍ）

深さ
（�） 平面形 底面

長径・軸
×

短径・軸
（ｍ）

深さ
（�） 平面形 底面

１ Ｊ１４ｄ４ Ｎ－４８°－Ｗ １�０６ × １�００ １０６～１１６ 円形 緩斜 ２�３６ × ２�３０ １５０～１６０ 方形 平坦 人為 － １５世紀 本跡�SK１００

２ Ｊ１５ｈ１ Ｎ－４４°－Ｅ １�０６ × ０�７０ ６０～７０ 楕円形 緩斜 ２�７０ × ２�３０ ５０～７０横長方形 平坦 人為 陶器 １５世紀前半 本跡�SD９

３ Ｊ１５ｉ１ Ｎ－７１°－Ｗ １�０６ × １�００ ５０～７６ 円形 平坦 ２�９６ × ２�３０ ９０～１００横楕円形 平坦 人為 土師質土器，陶器，
ヤマトシジミ １５世紀前半 SI４１�本跡

４ Ｌ１５ｆ０ Ｎ－２２°－Ｅ ０�９６ × ０�９０ １１２～１２２ 円形 緩斜 ２�６４ × ２�００ １３２～１３６横長方形 平坦 人為 土師質土器 １５世紀前半 SI３７�本跡

５ Ｌ１６ｇ１ Ｎ－３６°－Ｗ １�０８ × ０�９０ １５２～１５８ 楕円形 平坦
ピット有 ２�３８ × １�６０ １５０～１５８横長方形 平坦 人為 土師質土器，陶

器 １５世紀前半 SK１１６�本跡

６ Ｌ１６ｈ３ Ｎ－９２°－Ｗ １�２２ × １�２０ ２０２～２１２ 円形 緩斜 ２�９２ × ２�９０ １５２～１９２ 方形 平坦 人為 土師質土器 １５世紀前半 SI７８，SK１２４・１３５・１５６
�本跡�SK１２５

７ Ｌ１６ｉ２ Ｎ－１０°－Ｗ １�００ × ０�５０ １９８～２１２ 楕円形 緩斜 ２�８０ × １�８０ ２０８～２１２横楕円形 平坦 人為 土師質土器 １５世紀前半 SI６８，SK１１５・１３１�
本跡

８ Ｌ１６ｉ３ Ｎ－３０°－Ｅ １�２０ ×［１�２０］６０～７０［円形］ 緩斜 ２�１０ ×［２�１０］８０～１００ 方形 平坦 人為 土師質土器，陶
器 １５世紀後半 UP９，SK１６６�本跡�

墓坑２・４，SK１３７・１４３・１６５

９ Ｌ１６ｉ４ Ｎ－４８°－Ｅ ０�９４ × ０�８０ １７６～１８６ 楕円形 平坦 １�８０ × １�４０ ２１０～２２８横長方形 平坦 人為 土師質土器 １５世紀前半 本跡�UP８，墓坑２，
SK１３７・１６５

第５号地下式坑出土遺物観察表（第２３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４２６ 土師質土器 内耳鍋［３３�０］（１４�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ナデ 内面横ナデ 主室覆土中 １０％

―２７６―



� 火葬土坑

第１号火葬土坑（第２３３図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ０区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第９号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 主軸方向がＮ－１２０°－ＥのＴ字形を呈している。燃焼部は長軸０�９４ｍ，短軸０�５０ｍの長方形であ

る。深さは１０～１６�で，底面はほぼ平坦である。通気溝は長さ１�０８ｍ，上幅０�３４ｍ，下幅０�２０ｍで，深さは２６

�である。燃焼部の底面及び壁面は赤変硬化している。

覆土 ７層に分層できる。第３・４層中に火葬骨片が確認できた。焼土や炭化物を多く含む不自然な堆積状況

から埋め戻されている。

遺物出土状況 陶器片１点（瀬戸・美濃灰釉瓶）が出土しているが，細片のため図示できない。

所見 本跡は，火葬骨片が確認できた火葬土坑である。時期は，出土土器や重複関係から１６世紀前半と考えら

れる。

第２号火葬土坑（第２３３図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｅ３区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１９０・１９１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 主軸方向がＮ－２８°－ＥのＴ字形を呈している。燃焼部は長径０�９４ｍ，短径０�４６ｍの楕円形であ

る。深さは６～１０�で，底面はほぼ平坦である。通気溝は長さ０�９４ｍ，上幅０�４６ｍ，下幅０�３０ｍで，深さは２４

�である。燃焼部の底面及び壁面は赤変硬化している

覆土 ６層に分層できる。第１・２・６層中に火葬骨片が確認できた。焼土や炭化物を多く含む不自然な堆積

状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿），陶器片１点（常滑甕）が出土している。４３３・４３４は通気溝の覆土下

層から出土している。その他，混入した土師器片１点（甕），須恵器片２点（坏，甕）が覆土中から出土して

いる。

所見 本跡は，火葬骨片が確認できた火葬土坑である。時期は，出土土器や重複関係から１６世紀前半と考えら

れる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化材・火葬骨

片少量

４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，火葬骨片少量
５ 黒 色 炭化材多量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量

土層解説
１ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子・火葬骨片少量，ローム粒子

微量
２ 黒 褐 色 火葬骨片少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 火葬骨片中量，ローム粒子微量

―２７７―



第３号火葬土坑（第２３３図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｈ５区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 主軸方向がＮ－２４°－ＥのＴ字形を呈している。燃焼部は長径１�１４ｍ，短径０�３８ｍの楕円形であ

る。深さは１２～２０�で，底面はほぼ平坦である。通気溝は長さ１�０４ｍ，上幅０�４０ｍ，下幅０�２８ｍで，深さは２８

�である。燃焼部の底面及び壁面は赤変硬化している。

覆土 ６層に分層できる。第３～５層中に火葬骨片が確認できた。焼土や炭化物を多く含む不自然な堆積状況

から埋め戻されている。

遺物出土状況 陶器片１点（瀬戸・美濃灰釉瓶）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入

した土師器片５点（甕），須恵器片１点（蓋）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，火葬骨片が確認できた火葬土坑である。時期は，出土土器から１６世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化材中量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，火葬骨片少量，ロー

ム粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土ブロック・火葬骨片中量，炭化材少量，ロー
ム粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・火葬
骨片少量

６ 黒 色 炭化材多量，ローム粒子微量

第２３３図 第１～３号火葬土坑・出土遺物実測図

第２号火葬土坑出土遺物観察表（第２３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３３ 土師質土器 皿 １１�６ ３�２ ５�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ
二次焼成 通気溝覆土下層 １００％ PL３５

４３４ 土師質土器 皿 １１�４ ３�０ ５�８ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ
底面に板目状圧痕 二次焼成 通気溝覆土下層 ９５％ PL３５

―２７８―



� 粘土貼土坑

第１号粘土貼土坑（第２３４図）

位置 調査区南西部のＫ１４ｇ０区，標高９�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第８３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�４０ｍ，短軸１�１６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４０°－Ｅである。深さは２２�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面及び壁面に粘土を１０～１４�の厚さで貼り付けている。

覆土 ２層に分層できる。第１層が覆土，第２層が貼り付けられた粘土層である。覆土は，粘土ブロックを含

んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第２号粘土貼土坑（第２３４図）

位置 調査区南西部のＫ１４ｇ９区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第９３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�５２ｍ，短径１�９６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１６°－Ｗである。深さは２０�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。

覆土 粘土を主体とする単一層で埋め戻されている。

遺物出土状況 陶器片１点（古瀬戸灰釉花瓶）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片７点（坏

４，甕３），須恵器片４点（坏３，甕１）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，粘土で一度に埋めていることから，粘土貼というよりは粘土埋というような土坑である。時期

は，出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量 ２ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

土層解説
１ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量

表１３ 火葬土坑一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規模

覆土
人骨

主な出土遺物
時期

備考
重複関係
（古�新）

燃焼部 通気溝

長径・軸
×

短径・軸
（ｍ）

深さ
（�） 平面形 底面 長さ

（ｍ）
上幅
（ｍ）

下幅
（ｍ）

深さ
（�）

１ Ｊ１４ｊ０Ｎ－１２０°－Ｅ Ｔ字形 ０�９４×０�５０１０～１６ 長方形 平坦 １�０８ ０�３４ ０�２０ ２６ 人為 火葬骨片，陶器１６世紀前半 SD９�本跡

２ Ｋ１５ｅ３ Ｎ－２８°－Ｅ Ｔ字形 ０�９４×０�４６６～１０ 楕円形 平坦 ０�９４ ０�４６ ０�３０ ２４ 人為 火葬骨片，土師
質土器，陶器 １６世紀前半 SK１９０・１９１�本跡

３ Ｋ１５ｈ５ Ｎ－２４°－Ｅ Ｔ字形 １�１４×０�３８１２～２０ 楕円形 平坦 １�０４ ０�４０ ０�２８ ２８ 人為 火葬骨片，陶器１６世紀前半

―２７９―



第３号粘土貼土坑（第２３４図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｅ３区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸１�５８ｍ，短軸１�５２ｍの方形で，長軸方向はＮ－４０°－Ｗである。深さは６２�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。底面及び壁面に粘土を２～１０�の厚さで貼り付けている。

覆土 ８層に分層できる。第１～７層が覆土，第８層が貼り付けられた粘土層である。覆土は，ロームブロッ

ク・粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 陶器片１点（常滑甕）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した土師器

片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第４号粘土貼土坑（第２３４図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｆ３区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸１�５２ｍ，短軸１�２２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４３°－Ｗである。深さは３８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面及び壁面に粘土を４～６�の厚さで貼り付けている。

覆土 ３層に分層できる。第１・２層が覆土，第３層が貼り付けられた粘土層である。覆土は，粘土ブロック

や炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

所見 本跡に伴う遺物は出土していないが，時期は，１５世紀代と考えられる。性格は不明である。

第５号粘土貼土坑（第２３４図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｅ２区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸１�５８ｍ，短軸０�９２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３９°－Ｗである。深さは５６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面及び壁面に粘土を４～１０�の厚さで貼り付けている。

覆土 ３層に分層できる。第１・２層が覆土，第３層が貼り付けられた粘土層である。覆土は，粘土ブロック

を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 混入した土師器片５点（甕），須恵器片２点（甕），剥片３点（チャート）が覆土中から出土し

ている。

所見 本跡に伴う遺物は出土していないが，時期は，１５世紀代と考えられる。性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量

５ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量
６ 極 暗 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子少量
７ にぶい黄褐色 粘土粒子多量
８ 明 黄 褐 色 粘土ブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量

―２８０―



第２３４図 第１～５号粘土貼土坑・出土遺物実測図

第１号粘土貼土坑出土遺物観察表（第２３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３５ 土師質土器 内耳鍋［２８�０］（４�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ナデ 内面横ナデ 覆土中 ５％

第２号粘土貼土坑出土遺物観察表（第２３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３６ 陶器 花瓶［１３�０］（２�０） － 緻密 釉浅黄
胎土浅黄橙 良好 内・外面灰釉を施釉 �類ヵ 覆土中 ５％

古瀬戸後期

―２８１―



� 墓坑

第１号墓坑（第２３５図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｊ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６３号住居跡，第１２８・１４０・１４３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�２０ｍ，短軸０�７８ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－４３°－Ｅである。深さは５８�で，壁は

外傾して立ち上がっている。

覆土 ロームを主体とする単一層で埋め戻されている。

埋葬状況 人骨の頭位は，長軸の北東方向である。脚を折り曲げて埋葬したものと思われる。

遺物出土状況 土師質土器片４点（皿２，内耳鍋２）が出土している。４３７・４３８は覆土下層から出土している。

その他，混入した土師器片１６点（坏１，甕１５），須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人を埋葬した墓坑である。時期は，出土土器や重複関係から１６世紀前半と考えられる。

第２号墓坑（第２３５図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第８・９号地下式坑，第１３７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�２８ｍ，短軸１�００ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５０°－Ｅである。深さは９２�で，壁はほぼ

直立している。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックや，炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

埋葬状況 人骨の頭位は，長軸の北東方向である。脚を折り曲げて埋葬したものと思われる。

所見 本跡は，人を埋葬した墓坑である。本跡に伴う遺物は出土していないが，時期は，重複関係から１６世紀

代と考えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，焼土粒子少量，粘土ブロッ

ク・炭化物微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック・炭化物・焼

土粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量，炭化物

少量

４ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化粒子中量，ローム粒子少

量

表１４ 粘土貼土坑一覧表

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

１ Ｋ１４ｇ０ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 １�４０ × １�１６ ２２ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 SI８３�本跡

２ Ｋ１４ｇ９ Ｎ－１６°－Ｗ 楕円形 ２�５２ × １�９６ ２０ 凹凸 緩斜 人為 陶器 １５世紀後半 SI９３�本跡

３ Ｋ１５ｅ３ Ｎ－４０°－Ｗ 方形 １�５８ × １�５２ ６２ 平坦 外傾 人為 陶器 １５世紀後半

４ Ｋ１５ｆ３ Ｎ－４３°－Ｗ 長方形 １�５２ × １�２２ ３８ 平坦 外傾 人為 － １５世紀

５ Ｋ１５ｅ２ Ｎ－３９°－Ｗ 長方形 １�５８ × ０�９２ ５６ 平坦 外傾 人為 － １５世紀

―２８２―



第３号墓坑（第２３５図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｇ３区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１４号方形竪穴遺構，第１３５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸０�９０ｍ，短軸０�７６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２７°－Ｅである。深さは７６�で，壁はほぼ

直立している。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロックや，炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

埋葬状況 人骨の頭位は，長軸の北東方向である。脚を折り曲げて埋葬したものと思われる。

遺物出土状況 土師質土器片１点（小皿）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片９点（坏３，

甕６）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人を埋葬した墓坑である。時期は，出土土器や重複関係から１６世紀前半と考えられる。

第４号墓坑（第２３５図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第８号地下式坑，第１６５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�２４ｍ，短軸０�７０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５１°－Ｅである。深さは８０�で，壁はほぼ

直立している。

覆土 ロームブロックを含む黒褐色土の単一層で埋め戻されている。

埋葬状況 人骨の頭位は，長軸の北東方向である。脚を折り曲げて埋葬したものと思われる。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片２点（坏，甕）

が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人を埋葬した墓坑である。時期は，出土土器や重複関係から１６世紀前半と考えられる。

第５号墓坑（第２３５図）

位置 調査区中央部のＪ１３ｇ７区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第２６９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�１６ｍ，短径１�３４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６７°－Ｅである。深さは４０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。中央部に深さ１８�のピットを伴っている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

埋葬状況 馬骨の頭位は，長軸の南西方向である。首や脚を折り曲げて埋葬したものと思われる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

―２８３―



遺物出土状況 土師質土器片３点（内耳鍋）が出土している。４４１は覆土中から出土している。その他，混入

した土師器片１６点（甕），須恵器片３点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，馬を埋葬した墓坑である。時期は，出土土器や重複関係から１６世紀前半と考えられる。

第２３５図 第１～５号墓坑・出土遺物実測図

―２８４―



� 土坑

第１３号土坑（第２３６・２３９図）

位置 調査区北部のＪ１３ａ６区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東側が第１６号土坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸１�６ｍ，短軸１�６２ｍで，長

軸方向がＮ－３２°－Ｅの方形と推測される。深さは３８�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然なブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

第１号墓坑出土遺物観察表（第２３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３７ 土師質土器 皿 １２�６ ３�５ ５�６ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 底面に板目状圧痕 覆土下層 ９５％ PL３５

４３８ 土師質土器 皿 １０�２ ２�８ ５�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土下層 １００％ PL３５

第３号墓坑出土遺物観察表（第２３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３９ 土師質土器 小皿 ［６�８］ ２�２ ［４�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土中 １０％

第４号墓坑出土遺物観察表（第２３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４０ 土師質土器 皿 － （１�１）［４�４］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土中 ５％

第５号墓坑出土遺物観察表（第２３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４１ 土師質土器 内耳鍋［３０�４］（３�３） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内面横ナデ 口縁部上端に耳貼り付け 覆土中 ５％

表１５ 墓坑一覧表

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土
人骨・獣骨
主な出土遺物

時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

１ Ｌ１６ｊ３ Ｎ－４３°－Ｅ 隅丸長方形 １�２０ × ０�７８ ５８ 平坦 外傾 人為 人骨，土師質土器 １６世紀前半 SI６３，SK１２８・１４０・１４３�本跡

２ Ｌ１６ｉ３ Ｎ－５０°－Ｅ 長方形 １�２８ × １�００ ９２ 平坦 直立 人為 人骨 １６世紀 UP８・９，SK１３７�本跡

３ Ｌ１６ｇ３ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 ０�９０ × ０�７６ ７６ 平坦 直立 人為 人骨，土師質土器 １６世紀前半 方形竪穴１４，SK１３５�本跡

４ Ｌ１６ｉ３ Ｎ－５１°－Ｅ 長方形 １�２４ × ０�７０ ８０ 平坦 直立 人為 人骨，土師質土器 １６世紀前半 UP８，SK１６５�本跡

５ Ｊ１３ｇ７ Ｎ－６７°－Ｅ 楕円形 ２�１６ × １�３４ ４０ 平坦
ピット有 外傾 人為 馬骨，土師質土器 １６世紀前半 本跡�SK２６９
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遺物出土状況 陶器片２点（古瀬戸灰釉瓶子），石器１点（砥石）が出土している。４４２は覆土下層，Ｑ１４は覆

土中からそれぞれ出土している。その他，混入した土師器片１９点（坏７，甕１２），須恵器片１３点（坏３，高台

付坏１，甕９）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第１４号土坑（第２３６図）

位置 調査区北部のＪ１３ｂ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第２２・６６号土坑を掘り込み，第１７・２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東側が第２３号土坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸１�６０ｍ，短軸１�５４ｍで，長

軸方向がＮ－５９°－Ｗの方形と推測される。深さは５０�で，壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況 陶器片２点（常滑甕）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した土師器

片３０点（坏２，甕２８），須恵器片２２点（坏８，蓋４，甕１０），灰釉陶器片１点（瓶）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状から墓坑の可能性がある。時期は，出土土器や重複関

係から１５世紀前半と考えられる。

第３０号土坑（第２３６・２３９図）

位置 調査区北部のＩ１３ｊ６区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第４・５号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�４８ｍ，短軸１�２４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３３°－Ｅである。深さは８２�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），陶器片１点（常滑壺）が出土している。４４７は覆土下層から出土

している。その他，混入した土師器片８点（坏１，甕７），須恵器片２点（坏，甕）が覆土中から出土してい

る。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化物少量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量

３ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化物微量

土層解説
１ 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物・焼

土粒子少量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量

―２８６―



第３１号土坑（第２３６図）

位置 調査区北部のＩ１３ｊ６区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第５号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�７２ｍ，短軸１�７０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５３°－Ｗである。深さは８８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含む不自然なブロック状の堆積状況から埋

め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

土師器片２点（坏，甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第３５号土坑（第２３６・２４０図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｊ７区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１号掘立柱建物跡，第７号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�４４ｍ，短軸１�２４ｍの不整長方形で，長軸方向はＮ－５７°－Ｗである。深さは５６�で，壁は

外傾して立ち上がっている。南東壁に深さ１２�のピットを伴っている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや細礫を含んでいることから埋め戻

されている。

遺物出土状況 陶器片１点（直縁大皿）が覆土下層から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第３９号土坑（第２３６・２４０図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｊ９区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 北東側が調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸１�７０ｍ，短軸０�７０ｍで，長軸方向が

Ｎ－５４°－Ｗの方形と推測される。深さは５８�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１ 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物中量，焼土ブロック少量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子

少量
３ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化物少量

４ 灰 黄 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 粘土粒子・細礫中量，ロームブロック・焼土粒子

少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，細礫少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子・
細礫少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

―２８７―



遺物出土状況 土師質土器片５点（皿４，内耳鍋１），古銭１点（正隆元寳）が出土している。４５３は覆土上層，４５４・

Ｍ３５は覆土中層からそれぞれ出土している。その他，混入した須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器から１５世紀後半と考えられる。

第４６号土坑（第２３６図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｊ６区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第７５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�９０ｍ，短軸１�４２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３９°－Ｅである。深さは８６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。第１～３層は含有物が小さく，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。第４～６

層は粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片３点（皿１，内耳鍋２），陶器片２点（常滑片口鉢，常滑甕），鉄滓１点が出土し

ているが，細片のため図示できない。その他，混入した土師器片３点（甕），須恵器片５点（蓋３，甕２）が

覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第５０号土坑（第２３７図）

位置 調査区南東部のＬ１６ａ８区，標高１４�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第８号方形竪穴遺構を掘り込み，第５１・６０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南西側が第５１・６０号土坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸１�６２ｍ，短軸１�００ｍで，

長軸方向がＮ－３５°－Ｗの方形と推測される。深さは６０�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），剥片１点（瑪瑙）が出土しているが，細片のため図示できない。そ

の他，混入した土師器片１点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量

―２８８―



第５１号土坑（第２３７・２４０図）

位置 調査区南東部のＬ１６ａ８区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第８号方形竪穴遺構，第５０・６０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�４６ｍ，短軸１�２２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５６°－Ｗである。深さは５６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物・灰を含んでいることから

埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片７点（皿２，茶釜１，内耳鍋４）が出土している。４５５は覆土上層から出土して

いる。その他，混入した土師器片２点（坏，甕），須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第６０号土坑（第２３７図）

位置 調査区南東部のＬ１６ａ８区，標高１４�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第８号方形竪穴遺構，第５０・５３号土坑を掘り込み，第５１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２８ｍ，短軸１�１６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４３°－Ｅである。深さは５４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１３点（皿１，内耳鍋１２），鉄滓１点が出土しているが，細片のため図示できない。

その他，混入した須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第６５号土坑（第２３７図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｇ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 出土土器から第８号掘立柱建物跡よりも新しい。

規模と形状 長軸２�０２ｍ，短軸１�２２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５０°－Ｗである。深さは３６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。粘土ブロックや細礫を含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量

４ 黒 褐 色 灰多量，ロームブロック中量，焼土ブロック・炭
化物少量

５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック・細礫中量

３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，細礫少量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量
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遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。また，礫４点（雲

母片岩３，花崗岩１）が底面から出土している。その他，混入した土師器片２点（甕）が覆土中から出土して

いる。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第１０１号土坑（第２３７・２４０図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｈ５区，標高９�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第５１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�１０ｍ，短軸０�９６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４５°－Ｅである。深さは１４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。含有物も小さく，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第１０５号土坑（第２３７・２４０図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｂ３区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第５４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�４４ｍ，短軸１�３０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５６°－Ｅである。深さは２０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（小皿），土製品１点（球状土錘）が出土している。４５７は底面，DP１３６は覆

土下層からそれぞれ出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第１０６号土坑（第２３７・２４０図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｄ２区，標高７�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第５３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５８ｍ，短軸１�３０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５３°－Ｅである。深さは１６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

―２９０―



覆土 ロームブロックを含む暗褐色土の単一層で埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が覆土上層から出土している。その他，混入した土師器片２点（甕），

須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第１０８号土坑（第２３７・２４０図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｊ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�０２ｍ，短軸１�１２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４５°－Ｅである。深さは２４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックや炭化物を含む不自然なブロック状の堆積状況から

埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片５点（皿１，小皿２，内耳鍋２）が出土している。４５９～４６１は覆土下層から出土

している。その他，混入した土師器片９点（坏２，甕７），須恵器片２点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第１１０号土坑（第２３７図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｊ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第７７号住居跡，第１０８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�６６ｍ，短軸０�９４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４２°－Ｅである。深さは１４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 含有物の少ない黒褐色土の単一層で埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が出土しているが，細片のため図示できない。また，礫１点（斑糲岩）

が底面から出土している。その他，混入した土師器片５点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物・焼

土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック・

焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

―２９１―



第１１８号土坑（第２３７図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｈ２区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１２１号土坑を掘り込み，第１３号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状 北西側が第１３号方形竪穴遺構に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸１�７０ｍ，短軸０�９０

ｍで，長軸方向がＮ－４０°－Ｅの方形と推測される。深さは５０�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

土師器片３３点（坏７，高台付椀２，甕２４），須恵器片４点（坏２，盤１，蓋１）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第１３７号土坑（第２３８図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ３区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第８・９号地下式坑を掘り込み，第２号墓坑，第１６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�６０ｍ，短軸１�６６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－５３°－Ｅである。深さは１０４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め

戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１３点（皿１，内耳鍋１２），陶器片１点（古瀬戸灰釉折縁皿）が出土しているが，

細片のため図示できない。その他，混入した土師器片２９点（坏８，甕２１），須恵器片３点（坏２，甕１）が覆

土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第１４０号土坑（第２３８図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｊ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１号墓坑，第１４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西側が第１号墓坑，第１４３号土坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸１�０６ｍ，短

軸１�００ｍで，長軸方向がＮ－３７°－Ｗの方形と推測される。深さは３４�で，壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物・焼

土粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

３ にぶい黄褐色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，焼土ブ

ロック・炭化物少量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量

４ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒
子少量，焼土粒子微量

５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量
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遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

土師器片１点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状から墓坑の可能性がある。時期は，出土土器や重複関

係から１５世紀後半と考えられる。

第１４３号土坑（第２３８図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ３区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１４０・１６６号土坑を掘り込み，第８号地下式坑，第１号墓坑，第１２８・１６４号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と形状 南西側が第１号墓坑，第１２８・１６４号土坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸１�６６ｍ，

短軸１�２０ｍで，長軸方向がＮ－５５°－Ｗの方形と推測される。深さは５０�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片４点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

土師器片３点（坏１，甕２），須恵器片１点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第１４６号土坑（第２３８図）

位置 調査区南西部のＬ１５ａ３区，標高９�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸１�７０ｍ，短軸１�６６ｍの方形で，長軸方向はＮ－４３°－Ｗである。深さは１０�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

土師器片１点（甕）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器から１５世紀後半と考えられる。

第１５１号土坑（第２３８図）

位置 調査区南西部のＫ１４ｆ８区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸１�８０ｍ，短軸１�３２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３８°－Ｅである。深さは１４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。南コーナー部及び西コーナー部に深さ１０～２０�のピットを伴っている。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量 ２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量
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覆土 ２層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め

戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

須恵器片２点（高台付坏，蓋）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器から１５世紀後半と考えられる。

第１５６号土坑（第２３８図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｈ３区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第７８号住居跡を掘り込み，第６号地下式坑，第１３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西側が第１３５号土坑，南側が第６号地下式坑に掘り込まれているため，遺存していたのは長軸

０�９０ｍ，短軸０�６０ｍで，長軸方向がＮ－４４°－Ｅの方形と推測される。深さは８０�で，壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含んでいることから埋め

戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

土師器片３点（坏１，甕２）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第１６５号土坑（第２３８・２４０図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｉ３区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第８・９号地下式坑，第１３７号土坑を掘り込み，第４号墓坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東側が調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸３�３０ｍ，短軸１�５８ｍで，長軸方向が

Ｎ－２７°－Ｗの長方形と推測される。深さは２６�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックを含む不自然なブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１２点（内耳鍋）が出土している。４６３は底面から出土している。その他，混入し

た土師器片８点（坏５，甕３）が覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量，

焼土粒子微量

４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量，炭化粒
子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
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第１８１号土坑（第２３８・２４０図）

位置 調査区南西部のＬ１６ｄ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�８６ｍ，短径１�２４ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－１４°－Ｗである。底面は二段に掘り込

まれており，深さは４２�で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿），陶器片１点（古瀬戸灰釉平椀），石製品１点（硯）が出土している。

４６５・Ｑ１５は覆土中から出土している。その他，混入した土師器片８点（坏２，甕６）が覆土中から出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第２００号土坑（第２３９図）

位置 調査区北部のＪ１３ｅ７区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１号堀，第１８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�８２ｍ，短軸１�７２ｍの方形で，長軸方向はＮ－５２°－Ｗである。深さは７６�で，外傾して立

ち上がっている。

覆土 １０層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロックや炭化物を含む不自然なブロック状の堆積状況から

埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した土師

器片３１点（坏９，甕２２），須恵器片１０点（坏１，高台付坏２，蓋１，甕６）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器や重複関係から１５世紀前半と考えられる。

第２０５号土坑（第２３９・２４０図）

位置 調査区南西部のＬ１５ｈ０区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸２�１２ｍ，短軸１�４８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４３°－Ｅである。深さは２８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

６ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況 土師質土器片７点（皿２，小皿２，擂鉢２，内耳鍋１）が出土している。４６６は覆土下層，４６７

は覆土中からそれぞれ出土している。その他，混入した土師器片７点（坏１，甕６），須恵器片２点（坏）が

覆土中から出土している。

所見 本跡は，人骨は確認できなかったが，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性がある。時期は，

出土土器から１５世紀後半と考えられる。

第２３９号土坑（第２３９図）

位置 調査区中央部のＪ１３ｉ９区，標高７�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�０４ｍ，短径０�７６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５０°－Ｗである。深さは１８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。含有物が小さく，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，混入した

土師器片８点（坏３，甕５），須恵器片２点（坏，甕）が覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第３２７号土坑（第２３９・２４１図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｉ９区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長径０�９８ｍ，短径０�６２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５５°－Ｗである。深さは６４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。柱穴の柱痕跡及び埋土のような堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 陶器片１点（古瀬戸灰釉瓶子）が底面から出土している。

所見 本跡は，柱穴状の土坑であるが，建物や柵・塀のように他に並ぶものは確認することができなかった。

時期は，出土土器から１５世紀前半と考えられる。

第３５０号土坑（第２３９・２４１図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｆ３区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第４号住居跡を掘り込み，第３４９・３５５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�２０ｍ，短軸１�６２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３２°－Ｅである。深さは５２�で，壁は外傾

して立ち上がっている。北西壁際中央部及び南コーナー部に深さ１４～２４�のピットを伴っている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック中量
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遺物出土状況 陶器片１点（古瀬戸灰釉平椀）が覆土中から出土している。その他，混入した土師器片３２点（甕），

須恵器片３点（坏２，高台付坏１）が覆土中から出土している。

所見 本跡は，遺構の形状や覆土の堆積状況から墓坑の可能性があるが，長軸が３ｍを超えていることから墓

坑としては規模が大きすぎ，性格は不明である。時期は，出土土器から１５世紀前半と考えられる。

第３８４号土坑（第２３９図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｂ９区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径０�６０ｍ，短径０�５６ｍの円形である。深さは４６�で，壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土しているが，細片のため図示できない。

所見 時期は，出土土器から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第３９５号土坑（第２３９・２４１図）

位置 調査区南東部のＫ１６ｊ８区，標高１３�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�９４ｍ，短径１�４２ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－１０°－Ｅである。深さは２２�で，壁は

緩やかに立ち上がっている。

覆土 ロームブロックを含む暗褐色土の単一層で埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片３点（皿），陶器片１点（古瀬戸灰釉平椀）が出土している。４７０は覆土中層，４７１

は覆土中からそれぞれ出土している。その他，混入した土師器片２点（甕），須恵器片１点（甕）が覆土中か

ら出土している。

所見 時期は，出土土器から１５世紀後半と考えられる。性格は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３号土坑出土遺物観察表（第２３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４２ 陶器 瓶子 － （５�５）［９�８］緻密・長石 釉灰オリーブ
胎土灰白 良好 体部下端回転ヘラ削り 外面灰釉を施釉 �類 覆土下層 １０％

古瀬戸後期

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１４ 砥石 １０�９ ２�６ ２�４ ８４�７ 凝灰岩 砥面４面 覆土中 PL４８

第３０号土坑出土遺物観察表（第２３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４７ 陶器 壺 － （２�０）［１２�０］長石・石英 灰黄褐 良好 体部下端縦位のヘラナデ 内面横位のヘラナデ 覆土下層 ５％
常滑

―２９７―



第２３６図 第１３・１４・３０・３１・３５・３９・４６号土坑実測図

―２９８―



第２３７図 第５０・５１・６０・６５・１０１・１０５・１０６・１０８・１１０・１１８号土坑実測図

―２９９―



第２３８図 第１３７・１４０・１４３・１４６・１５１・１５６・１６５・１８１号土坑実測図

―３００―



第２３９図 第２００・２０５・２３９・３２７・３５０・３８４・３９５号土坑，第１３・３０号土坑出土遺物実測図

―３０１―



第２４０図 第３５・３９・５１・１０１・１０５・１０６・１０８・１６５・１８１・２０５号土坑出土遺物実測図

―３０２―



第２４１図 第３２７・３５０・３９５号土坑出土遺物実測図

第３５号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５２ 陶器
直縁
大皿

［２５�０］（２�８） － 緻密
釉浅黄
胎土浅黄

良好 内・外面灰釉を施釉 覆土下層
５％
古瀬戸後�期

第３９号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５３ 土師質土器 皿 １１�６ ３�２ ５�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 覆土上層 ７０％ PL３５

４５４ 土師質土器 皿 ［１１�８］ ２�４ ６�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 底面に板目状圧痕 覆土中層 ５０％

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 材質 初鋳年 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３５ 正隆元寳 ２�４４ ０�６１ ０�１３（１�７８） 銅 １１５７ 金銭 無背 覆土中層

第５１号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５５ 土師質土器 茶釜 － （７�５） － 長石・石英・赤色粒子・針状鉱物 黄灰 普通 体部内・外面横ナデ 体部上端に右三巴文の印花 覆土上層 ５％

第１０１号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５６ 土師質土器 皿 １０�８ ３�３ ４�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 覆土上層 ８０％ PL３５

第１０５号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５７ 土師質土器 小皿 ８�２ ２�０ ５�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 口縁部内・外面油煙付着
灯明皿として使用 底面 １００％ PL３５

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

DP１３６ 球状土錘 ３�０ ２�６ ０�４ １９�６ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土下層 PL４５

第１０６号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５８ 土師質土器 皿 ［１１�２］ ２�８ ［６�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土上層 ４０％

―３０３―



第１０８号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５９ 土師質土器 皿 － （２�３） ４�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ
底面に板目状圧痕 覆土下層 ４０％

４６０ 土師質土器 小皿 ７�６ ２�０ ４�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ
口縁部内・外面油煙付着 灯明皿として使用 覆土下層 １００％ PL３５

４６１ 土師質土器 小皿 ７�２ ２�１ ４�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 底面に板
目状圧痕 口縁部内・外面油煙付着 灯明皿として使用 覆土下層 ９５％ PL３５

第１６５号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４６３ 土師質土器 内耳鍋［３３�４］（１１�５） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ナデ 内面横ナデ 口縁部上端に耳貼り付け 底面 ２０％

第１８１号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４６５ 土師質土器 皿 １２�２ ３�５ ４�８ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 覆土中 ４０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１５ 硯 （７�６） ２�６ ６�１ （８９�１） 粘板岩 裏面に工具痕有り 覆土中 PL４７

第２０５号土坑出土遺物観察表（第２４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４６６ 土師質土器 小皿 ７�８ １�９ ４�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 覆土下層 １００％ PL３５

４６７ 土師質土器 小皿 ［７�０］ ２�５ ［５�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ
底面に板目状圧痕 覆土中 ４０％

第３２７号土坑出土遺物観察表（第２４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４６８ 陶器 瓶子 － （７�０）［９�８］緻密 釉灰オリーブ
胎土浅黄橙 良好 体部下端回転ヘラ削り 外面灰釉を施釉 �類 底面 １０％

古瀬戸後期

第３５０号土坑出土遺物観察表（第２４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４６９ 陶器 平椀［１４�８］（３�０） － 緻密・長石 釉浅黄
胎土浅黄橙 良好 内・外面灰釉を施釉 覆土中 ５％

古瀬戸後�期

第３９５号土坑出土遺物観察表（第２４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４７０ 土師質土器 皿 １２�６ ３�８ ６�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 内底面周縁に沈線状のナデ 覆土中層 ９５％ PL３５

４７１ 土師質土器 皿 － （１�３）［４�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土中 ２０％

表１６ 土坑一覧表

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

１３ Ｊ１３ａ６ Ｎ－３２°－Ｅ ［方形］ （１�６０）× １�６２ ３８ 平坦 外傾 人為 陶器，砥石 １５世紀前半 本跡�SK１６

１４ Ｊ１３ｂ５ Ｎ－５９°－Ｗ ［方形］ （１�６０）× １�５４ ５０ 平坦 外傾 － 陶器 １５世紀前半 SK２２・６６�本跡�SK１７・２３

―３０４―



� 井戸跡

第３号井戸跡（第２４２図）

位置 調査区中央部のＫ１４ａ９区で，標高９�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第３３・３８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�１２ｍ，短軸１�０８ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げられているが，深さ１�８０ｍ

ほどで崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ４層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，ロームブロックを多く含んでいる層が多いことから埋

め戻されたものとみられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

３０ Ｉ１３ｊ６ Ｎ－３３°－Ｅ 長方形 ２�４８ × １�２４ ８２ 平坦 外傾 人為 土師質土器，陶器 １５世紀後半 方形竪穴４・５�本跡

３１ Ｉ１３ｊ６ Ｎ－５３°－Ｗ 長方形 ２�７２ × １�７０ ８８ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 方形竪穴５�本跡

３５ Ｋ１６ｊ７ Ｎ－５７°－Ｗ 不整長方形 １�４４ × １�２４ ５６ 平坦
ピット有 外傾 人為 陶器 １５世紀後半 SB１，方形竪穴７�本跡

３９ Ｋ１６ｊ９ Ｎ－５４°－Ｗ ［方形］ １�７０ ×（０�７０） ５８ 平坦 外傾 人為 土師質土器，古銭 １５世紀後半

４６ Ｋ１６ｊ６ Ｎ－３９°－Ｅ 長方形 １�９０ × １�４２ ８６ 平坦 外傾 人為 土師質土器，陶
器，鉄滓 １５世紀後半 SK７５�本跡

５０ Ｌ１６ａ８ Ｎ－３５°－Ｗ ［方形］ １�６２ ×（１�００） ６０ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 方形竪穴８�本跡�SK５１・６０

５１ Ｌ１６ａ８ Ｎ－５６°－Ｗ 長方形 ２�４６ × １�２２ ５６ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 方形竪穴８，SK５０・６０�本跡

６０ Ｌ１６ａ８ Ｎ－４３°－Ｅ 長方形 ２�２８ × １�１６ ５４ 平坦 外傾 人為 土師質土器，鉄滓 １５世紀後半 方形竪穴８，SK５０・
５３�本跡�SK５１

６５ Ｋ１６ｇ４ Ｎ－５０°－Ｗ 長方形 ２�０２ × １�２２ ３６ 平坦 外傾 人為 土師質土器，礫 １５世紀後半 SB８�本跡

１０１ Ｊ１４ｈ５ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 １�１０ × ０�９６ １４ 平坦 外傾 自然 土師質土器 １５世紀後半 SI５１�本跡

１０５ Ｋ１４ｂ３ Ｎ－５６°－Ｅ 長方形 ２�４４ × １�３０ ２０ 平坦 外傾 人為 土師質土器，球状土錘 １５世紀後半 SI５４�本跡

１０６ Ｋ１４ｄ２ Ｎ－５３°－Ｅ 長方形 ２�５８ × １�３０ １６ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 SI５３�本跡

１０８ Ｌ１６ｊ１ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 ２�０２ × １�１２ ２４ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 本跡�SK１１０

１１０ Ｌ１６ｊ１ Ｎ－４２°－Ｅ 長方形 １�６６ × ０�９４ １４ 平坦 外傾 人為 土師質土器，礫 １５世紀後半 SI７７，SK１０８�本跡

１１８ Ｌ１６ｈ２ Ｎ－４０°－Ｅ ［方形］ １�７０ ×（０�９０） ５０ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀前半 SK１２１�本跡�方形竪穴１３

１３７ Ｌ１６ｉ３ Ｎ－５３°－Ｅ 長方形 ２�６０ × １�６６ １０４ 平坦 外傾 人為 土師質土器，陶器 １５世紀後半 UP８・９�本跡�墓坑２，SK１６５

１４０ Ｌ１６ｊ３ Ｎ－３７°－Ｗ ［方形］ １�０６ ×（１�００） ３４ 平坦 外傾 － 土師質土器 １５世紀後半 本跡�墓坑１，SK１４３

１４３ Ｌ１６ｉ３ Ｎ－５５°－Ｗ ［方形］ １�６６ ×（１�２０） ５０ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 SK１４０・１６６�本跡�
UP８，墓坑１，SK１２８・１６４

１４６ Ｌ１５ａ３ Ｎ－４３°－Ｗ 方形 １�７０ × １�６６ １０ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半

１５１ Ｋ１４ｆ８ Ｎ－３８°－Ｅ 長方形 １�８０ × １�３２ １４ 平坦
ピット有 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半

１５６ Ｌ１６ｈ３ Ｎ－４４°－Ｅ ［方形］ （０�９０）×（０�６０） ８０ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀前半 SI７８�本跡�UP６，SK１３５

１６５ Ｌ１６ｉ３ Ｎ－２７°－Ｗ［長方形］ （３�３０）×（１�５８） ２６ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半 UP８・９，SK１３７�本跡�墓坑４

１８１ Ｌ１６ｄ１ Ｎ－１４°－Ｗ 不整楕円形 １�８６ × １�２４ ４２ 二段 緩斜 人為 土師質土器，陶器 １５世紀後半

２００ Ｊ１３ｅ７ Ｎ－５２°－Ｗ 方形 １�８２ × １�７２ ７６ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀前半 本跡�堀１，SD１８

２０５ Ｌ１５ｈ０ Ｎ－４３°－Ｅ 長方形 ２�１２ × １�４８ ２８ 平坦 外傾 人為 土師質土器 １５世紀後半

２３９ Ｊ１３ｉ９ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 １�０４ × ０�７６ １８ 平坦 外傾 自然 土師質土器 １５世紀後半

３２７ Ｊ１４ｉ９ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 ０�９８ × ０�６２ ６４ 平坦 外傾 人為 陶器 １５世紀前半

３５０ Ｊ１４ｆ３ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 ３�２０ × １�６２ ５２ 平坦
ピット有 外傾 人為 陶器 １５世紀前半 SI４�本跡�SK３４９・３５５

３８４ Ｌ１６ｂ９ － 円形 ０�６０ × ０�５６ ４６ 平坦 外傾 － 土師質土器 １５世紀後半

３９５ Ｋ１６ｊ８ Ｎ－１０°－Ｅ 不整楕円形 １�９４ × １�４２ ２２ 平坦 緩斜 人為 土師質土器，陶器 １５世紀後半
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遺物出土状況 土師器片１４点（甕），須恵器片１点（高台付坏），陶器片１点（常滑甕）が覆土中から出土して

いる。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。重複関係や出土土器から中世に廃絶したと考えられる。

第４号井戸跡（第２４２図）

位置 調査区東部のＭ１５ａ９区で，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第５５・５６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�２０ｍ，短径１�０２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３７°－Ｅである。確認面から円筒状に掘り

下げられているが，深さ１�３０ｍほどで崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２４点（坏１１，甕１３），須恵器片５点（高坏１，甕４），灰釉陶器片１点（長頸瓶）が覆

土中から出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。重複関係から中世に廃絶したと考えられる。

第５号井戸跡（第２４３図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｊ９区で，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸０�８８ｍ，短軸０�８４ｍの方形である。確認面から垂直に掘り下げられているが，深さ２�９５ｍほ

どで湧水のため，下部の調査を断念した。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，粘土ブロックを含んでいる層が多いことから埋め戻さ

れたものとみられる。

遺物出土状況 土師器片２６点（坏２，甕２４），須恵器片５点（甕），灰釉陶器片４点（長頸瓶），木片１点，礫

１点が覆土中から出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。遺構の形状から中世に廃絶したと考えられる。

第６号井戸跡（第２４３・２４４図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｉ９区で，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長径１�６２ｍ，短径１�３８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８８°－Ｅである。確認面から円筒状に掘り

下げられているが，深さ２�５１ｍほどで崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ６層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量，

焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

４ 黒 色 ロームブロック・炭化物中量，粘土ブロック・焼
土粒子少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２ 黒 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量，粘土ブロッ

ク微量

４ 黒 褐 色 炭化物少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
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遺物出土状況 土師器片３４点（甕），須恵器片１６点（甕），土師質土器片４６点（内耳鍋），陶器片３点（瀬戸皿

１，瓶子２），礫１２点が出土している。４７３は覆土中から出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。廃絶時期は，出土遺物から１５世紀代と考えられる。

第７号井戸跡（第２４３図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ５区で，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸１�４４ｍ，短軸１�３６ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げられているが，深さ１�７２ｍ

ほどで崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ８層に分層できる。各層に粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 陶器片１点（常滑甕）が覆土中から出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。出土土器から中世に廃絶したと考えられる。

第８号井戸跡（第２４３図）

位置 調査区西部のＪ１３ｄ８区で，標高９�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�２２ｍ，短径１�１２ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げられているが，深さ１�２３ｍ

ほどで崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ６層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，粘土ブロックや焼土ブロックを多く含んでいる層が多

いことから埋め戻されたものとみられる。

遺物出土状況 土師器片１０点（高台付皿１，甕９），須恵器片６点（坏５，高台付坏１），灰釉陶器片１点（鉢）

が覆土中から出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。重複関係から中世に廃絶したと考えられる。

第９号井戸跡（第２４４図）

位置 調査区西部のＪ１３ｃ８区で，標高１０�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�４５ｍ，短軸０�９６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３６°－Ｅである。確認面から円筒状に掘り

下げられているが，深さ２�０５ｍほどで崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ５層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，各層にロームブロックを多く含んでいる層が多いこと

から埋め戻されたものとみられる。

土層解説
１ 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒

子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化

粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子・

炭化粒子微量

５ 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

７ 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 炭化物中量，粘土ブロック・焼土粒子少量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
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遺物出土状況 土師器片１４点（甕），須恵器片７点（坏５，高台付椀１，高盤１）が覆土中から出土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。重複関係から中世に廃絶したと考えられる。

第１０号井戸跡（第２４４図）

位置 調査区東部のＫ１５ｉ７区で，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１１０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�４７ｍ，短径１�４２ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げられているが，深さ１�５５ｍ

ほどで崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ４層に分層できる。レンズ状に堆積しているが，ロームブロックを多く含んでいる層が多いことから埋

め戻されたものとみられる。

遺物出土状況 土師器片４点（坏１，甕３），須恵器片２点（坏，甕），灰釉陶器片１点（椀）が覆土中から出

土している。

所見 形状から素掘りの井戸とみられる。重複関係から中世に廃絶したと考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 色 ロームブロック少量

第２４２図 第３・４号井戸跡実測図
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第２４３図 第５～８号井戸跡実測図
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第２４４図 第９・１０号井戸跡，第６号井戸跡出土遺物実測図

第６号井戸跡出土遺物観察表（第２４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４７３ 土師質土器 内耳鍋［３８�４］（８�５） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 １内耳残存 内面横ナデ 覆土中 ５％

表１７ 井戸跡一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係（古�新）

３ Ｋ１４ａ９ － 円 形 １�１２ × １�０８ （１８０） 円筒 － 人為 土師器，須恵器，陶器 SI３３・３８�本跡

４ Ｍ１５ａ９ Ｎ－３７°－Ｅ 楕円形 １�２０ × １�０２ （１３０） 円筒 － 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器 SI５５・５６�本跡

５ Ｋ１４ｊ９ － 方 形 ０�８８ × ０�８４ （２９５） 垂直 － 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器

６ Ｋ１４ｉ９ Ｎ－８８°－Ｅ 楕円形 １�６２ × １�３８ （２５１） 円筒 － 人為 土師器，須恵器，陶器，
土師質土器

７ Ｊ１４ｊ５ － 円 形 １�４４ × １�３６ （１７２） 円筒 － 人為 陶器

８ Ｊ１３ｄ８ － 円 形 １�２２ × １�１２ （１２３） 円筒 － 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器 本跡�堀１

９ Ｊ１３ｃ８ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 １�４５ × ０�９６ （２０５） 円筒 － 人為 土師器，須恵器 本跡�堀１

１０ Ｋ１５ｉ７ － 円 形 １�４７ × １�４２ （１５５） 円筒 － 人為 土師器，須恵器，灰釉陶器 SI１１０�本跡
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� 堀跡

第１号堀跡（第２４５～２４７図，付図）

位置 調査区北西部Ｉ１４ｈ１～Ｊ１３ｈ５区，標高８�０～１４�０ｍの河岸段丘下位～中位の傾斜部に位置している。

確認状況 北端は標高１４ｍの高位に位置し，その北側は調査区域外の台地上に続くものと考えられる。南端は

標高８ｍの低位に位置し，その南側は調査区域外へ延びている。Ｉ１４ｊ０区で表土が削平されて急な段差（比

高差３ｍ）となっている。

重複関係 第８・９号井戸跡，第８号溝跡，第２００・３２５号土坑を掘り込み，第１８号溝，第２０１・２０２・２３８号土

坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北方向（Ｎ－２８°－Ｅ）に直線的に延びている。北端と南端が調査区域外に延びており，確認

された長さは４６�７０ｍで，上幅０�７６～４�３８ｍ，下幅０�１４～０�９０ｍである。深さは３２～１６０�で，断面形はＵ字状

である。北端と南端の底面には５�０ｍほどの標高差があり，北から南に向かって傾斜している。

覆土 １７層に分層できる。各層にロームを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片５点（内耳鍋４，置竈ヵ１），陶器片７点（椀３，甕４），鉄製品３点（刀子２，

釘１），土製品７点（球状土錘５，管状土錘１，支脚１）が出土している。その他，流れ込んだ土師器片１，０６３

点，須恵器片６１１点，縄文土器片４点，灰釉陶器片３点，瓦片２１点も出土している。４７８は北部の覆土中から出

土しており，時期決定の指標となる土器である。

所見 規模と形状から，防御施設としての機能が想定されるが，明確ではない。時期は，出土土器と重複関係

から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 黄 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土中量，ロームブロック少量，炭化物・焼

土粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 細礫中量，炭化物微量
７ にぶい黄褐色 細礫中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

９ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 炭化物微量
１４ にぶい黄褐色 砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂粒中量，炭化粒子微量
１６ にぶい黄褐色 砂粒多量
１７ にぶい黄褐色 炭化粒子微量

第２４５図 第１号堀跡実測図
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第２４６図 第１号堀跡出土遺物実測図�
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� 溝跡

第９号溝跡（第２４８図，付図）

位置 調査区中央部Ｊ１５ｇ１～Ｋ１４ａ９区，標高１０�０～１１�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第３８・４４号住居跡，第２号地下式坑，第８２・８３・９３・９４・１０３号土坑を掘り込み，第１号火葬土坑，

第８６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北方向（Ｎ－２８°－Ｅ）に直線的に延びている。北端が調査区域外に延びており，南端は第３８

号住居跡の東壁を掘り込んでいるが，延長上の西壁には掘り込みの痕跡が見られないことから同住居跡の中で

立ち上がっているものと推測される。確認された長さは１５�００ｍで，上幅０�８２～１�４５ｍ，下幅０�７２～１�１４ｍで

第２４７図 第１号堀跡出土遺物実測図�

第１号堀跡出土遺物観察表（第２４６・２４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４７５ 土師器 坏 １２�９ ４�２ ８�１ 雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ナデ 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ
切り痕を残す多方向のヘラ削り 覆土上層 ９０％ PL２８

４７６ 土師器 坏 ［１３�２］ ４�０ ６�９ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ナデ 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り 覆土中 ４０％

４７７ 土師器 坏 ［１６�２］ ４�８ ７�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ヘラ磨き 底部回
転ヘラ切り痕を残す回転ヘラ削り 墨書『承』ヵ 覆土中 ６０％

PL２８・４３

４７８ 陶器 平椀 － （３�４） － 緻密 釉オリーブ灰
胎土浅黄 良好 内面施釉 見込みに砂目痕 覆土中 ５％

４７９ 灰釉陶器 長頸瓶 － （３�９）［１２�０］長石 釉黄灰
胎土にぶい黄橙 良好 底部高台貼り付け 体部外面と底部に施釉 覆土中 １０％

４８０ 土師質土器 置竈ヵ［３０�６］（２�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 中央部に径２４�ほどの孔有り 横位二条の沈線 覆土中 ５％

４８１ 土師器 手捏土器 ４�９ ２�７ ４�５ 長石・石英 橙 普通 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 覆土中 ９５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１３７ 球状土錘 ３�２ ３�０ ０�７ ２８�５ 長石・石英・雲母 ナデ 穿孔部を平坦に研磨 覆土中 PL４６

DP１３８ 球状土錘 ２�４ ２�２ ０�８ １１�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

DP１３９ 球状土錘 ２�６ １�８ ０�８ １２�０ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

DP１４０ 球状土錘 ２�５ ２�０ ０�５ １０�４ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

DP１４１ 球状土錘 ２�３ １�４ ０�４ （７�５）長石・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１４２ 管状土錘 ６�６ ３�４ ０�８ ７９�２ 長石・雲母・赤色粒子 ナデ一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ４１ 刀子 （１３�９） ２�５ ０�３ （２４�５） 鉄 茎部欠損 刃関 覆土中 PL４９

Ｍ４２ 刀子 （５�２） ０�８ ０�３ （２�５） 鉄 刃部・茎部欠損 覆土中 PL４９

Ｍ４３ 釘 （６�０） ０�５ ０�５ （５�４） 鉄 断面方形 頭部・先端部欠損 覆土中 PL４９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

Ｔ２ 丸瓦 （９�７）（８�３） ２�３ （２１０�０）長石・石英・黒色粒子 凹面布目痕 凸面横位にヘラナデ 側面ヘラ削り 覆土中 PL５０

Ｔ３ 丸瓦 （１１�４）（７�６） １�８ （２７２�０）長石・石英・赤色粒子 凹面布目痕 凸面縦位にヘラナデ 側面ヘラ削り 二次焼成 覆土中 PL５０
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ある。深さは２８～３７�で，断面形は逆台形である。南端と北端の底面には６０�の標高差があり，北から南に向

かって傾斜している。

覆土 １０層に分層できる。各層にロームを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片６点（皿２，内耳鍋４），陶器片３点（椀２，常滑甕１），土製品１点（球状土錘），

粘土塊２点が出土している。その他，流れ込んだ土師器片１３４点，須恵器片１９点も出土している。４８３・４８４，

TP５は中央部の覆土下層から底面にかけて出土しており，時期決定の指標となる土器である。

所見 時期は，出土土器と重複関係から中世後半と考えられる。

第１４号溝跡（第２４８・２４９図，付図）

位置 調査区中央部Ｋ１４ｅ８～Ｋ１４ｈ４区，標高８�０～８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第９７・９９号住居跡を掘り込み，第４０６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東から南西方向（Ｎ－５４°－Ｅ）に直線的に延びている。南西端は調査区域外に延びており，

確認された長さは１７�７４ｍで，上幅０�１６～２�９９ｍ，下幅０�０８～０�３８ｍである。深さは３１～７０�で，断面形は北

端部がＵ字状で，中央部から南西端部にかけて底面が一段低く掘り込まれている。

覆土 ８層に分層できる。各層にロームや炭化粒子を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師質土器片３点（小皿１，内耳鍋２），陶器片１点（椀），瓦片１点（平瓦），土製品１点（球

状土錘），鉄製品１点（刀子），鉄滓２点が出土している。その他，流れ込んだ土師器片４４１点，須恵器片３３０点，

灰釉陶器片３点も出土している。４８６は南部の覆土中から出土しており，時期決定の指標となる土器である。

所見 北東端で途切れているが，延長上に同方向に延びる第１６号溝が存在しており，本来は同一溝であった可

能性がある。時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第１６号溝跡（第２４８・２４９図，付図）

位置 調査区中央部Ｋ１５ａ５～Ｋ１４ｅ９区，標高１０�５～１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１０４号住居跡を掘り込み，第１０号溝，第４１１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東から南西方向（Ｎ－５５°－Ｅ）に直線的に延びている。長さは３１�３８ｍで，上幅０�７２～１�６０ｍ，

下幅０�３６～０�８０ｍである。深さは３６～５８�で，断面形はＵ字状である。底面はほぼ平坦であるが，Ｋ１５ｂ４区・

Ｋ１５ｃ２区・Ｋ１４ｄ０区の３か所に段状の掘り込みが認められる。 南端と北端の底面は２�５ｍの標高差があり，

北東から南西に向かって傾斜している。

覆土 ４層に分層できる。各層にロームを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
７ 明 黄 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子・細礫多量，ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，粘土ブロック微量
３ 褐 色 砂粒多量，炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂粒多量，粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブ

ロック微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂粒微量
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遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），陶器片２点（甕），土製品５点（支脚１，球状土錘３，管状土錘

１），鉄製品１点（釘）が出土している。その他，流れ込んだ土師器片４６８点，須恵器片１７８点，手捏土器片４

点，縄文土器片３点も出土している。

所見 南西端で途切れているが，延長上に同方向に延びる第１４号溝が存在しており，本来は同一溝であった可

能性がある。時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・砂粒少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２４８図 第９・１４・１６号溝跡・出土遺物実測図
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第２４９図 第１４・１６号溝跡出土遺物実測図

第９号溝跡出土遺物観察表（第２４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４８２ 陶器 平椀 － （３�７）［６�８］緻密 釉浅黄
胎土浅黄 良好 内・外面施釉 内面に砂目痕 底部回転糸切り

後高台削り出し 覆土中 １０％

４８３ 土師質土器 皿 １２�０ ３�２ ５�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部糸切り痕 覆土下層 ６０％

４８４ 土師質土器 皿 ［１２�５］ ３�０ ５�８ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転糸切り痕と簀子状圧痕 二次焼成 覆土中層 ６０％

４８５ 土師質土器 内耳鍋 － （５�９） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 内耳貼り付け 覆土中 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP５ 陶器 甕 長石・雲母・細礫 にぶい赤褐 良好 体部外面ハケ目調整後，ナデ 覆土下層 常滑

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１４３ 球状土錘 ２�２ ２�５ ０�６ １４�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL４５

第１４号溝跡出土遺物観察表（第２４８・２４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４８６ 土師質土器 内耳鍋［２７�８］（１１�９） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 耳部欠損 ロクロ成形 覆土中 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ４４ 鉄滓 ７�３ （５�５） ４�３ （２１０�０） 鉄 木質付着 覆土中

Ｍ４５ 鉄滓 （４�６）（７�０） １�７ （７８�５） 鉄 木質付着 覆土中

第１６号溝跡出土遺物観察表（第２４９図）

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１４４ 球状土錘 ２�８ ２�７ ０�４ ２０�６ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

DP１４５ 球状土錘 ２�３ ２�０ ０�５ ９�９ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎 土 特 徴 出土位置 備考

DP１４６ 管状土錘 ８�０ ３�０ １�０ ６４�６ 長石・石英・雲母 ナデ 指頭圧痕 覆土中 PL４６

表１８ 溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面形 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係（古�新）長さ（ｍ） 上幅（ｍ） 下幅（ｍ） 深さ
（�）

９ Ｊ１５ｇ１～Ｋ１４ａ９ Ｎ－２８°－Ｅ 直線状 （１５�００） ０�８２～１�４５ ０�７２～１�１４２８～３７ 逆台形 人為
土師器，須恵器，
土師質土器，陶
器

SI３８・４４，UP２，SK８２・８３・９３・
９４・１０３�本跡�火葬土坑１，
SK８６

１４ Ｋ１４ｅ８～Ｋ１４ｈ４ Ｎ－５４°－Ｅ 直線状 （１７�７４） ０�１６～２�９９ ０�０８～０�３８３１～７０ 逆台形
Ｕ字形

人為
土師器，須恵器，
土師質土器，陶
器

SI９７・９９�本跡�SK４０６

１６ Ｋ１５ａ５～Ｋ１４ｅ９ Ｎ－５５°－Ｗ 直線状 ３１�３８ ０�７２～１�６０ ０�３６～０�８０３６～５８ 浅い
Ｕ字形

人為 土師器，須恵器，
土師質土器

SI１０４�本跡�SD１０，
SK４１１
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５ その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期が明確でない竪穴住居跡４軒，掘立柱建物跡３棟，土坑２９３基，溝跡１６条を確認した。

以下，遺構の特徴と出土遺物について記載する。

� 竪穴住居跡

第４号住居跡（第２５０図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｅ３区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 中央部を第２６号土坑，南コーナー部を第３５０・３５５号土坑に掘り込まれている。

第２５０図 第４号住居跡実測図
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規模と形状 南側が削平されているため北西・南東軸は５�１２ｍで，北東・南西軸は４�７０ｍが確認できただけで

ある。主軸方向がＮ－２５°－Ｗの方形または長方形と推測できる。壁高は１０～５８�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 ほぼ平坦である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１８～３２�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１４�で，南東壁際

の中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ５層に分層できる。不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片４５点（坏６，甕３７，内耳鍋２），須恵器片１４点（坏６，蓋２，甕６）が出土している

が，細片のため図示できない。

所見 出土土器が少なく細片のため，時期は不明である。

第８３号住居跡（第２５１図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｇ０区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 南西部を第８６号住居，東壁付近を第１号粘土貼土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�２０ｍ，短軸３�５４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は１０～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量
３ 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

４ 黄 褐 色 炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２５１図 第８３号住居跡実測図
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床 ほぼ平坦である。炭化材が北壁際で確認されている。

覆土 ７層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片９点（坏６，器台１，甕２），須恵器片２点（蓋，盤）が出土している。

所見 炭化材が北壁際で確認されていることから焼失住居である。重複関係から第８６号住居より古いというこ

とは分かるが，出土土器が少なく細片のため，時期は不明である。

第８６号住居跡（第２５２図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｈ０区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第８３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�７０ｍ，短軸２�８１ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４０°－Ｅである。壁高は１０～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 単一層である。ロームブロックが含まれる堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片９点（坏６，器台１，甕２），須恵器片２点（蓋，盤）が出土している。

所見 重複関係から第８３号住居跡より新しいということは分かるが，出土土器が少なく細片のため，時期は不

明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
３ にぶい黄褐色 炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６ にぶい黄褐色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
７ にぶい赤褐色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２５２図 第８６号住居跡実測図
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第９３号住居跡（第２５３図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｇ９区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第１５５号土坑を掘り込み，第８４号住居，第２号粘土貼土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１０ｍ，短軸２�００ｍの方形または長方形と推測される。主軸方向はＮ－３３°－Ｅである。壁

高は２５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が東コーナー部で確認されている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ２８�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ２は深さ１８�で，性格は不明である。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２４点（甕），須恵器片４点（甕）が出土している。

所見 重複関係から第１５５号土坑より新しく，第８４号住居，第２号粘土貼土坑より古いということは分かるが，

出土土器が少なく細片のため，時期は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第２５３図 第９３号住居跡実測図

表１９ 時期不明竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係（古�新）主柱穴 出入口

ピット ピット 竈 貯蔵穴

４ Ｊ１４ｅ３ Ｎ－２５°－Ｗ ［方形・
長方形］５�１２×［４�７０］１０～５８平坦 － ４ １ － － － 人為 － 不明 本跡�SK２６・３５０・３５５

８３ Ｋ１４ｇ０ Ｎ－２０°－Ｗ 長方形 ４�２０×３�５４１０～２０平坦 － － － － － － 人為 － 不明 本跡�SI８６，粘土貼
土坑１

８６ Ｋ１４ｈ０ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 ３�７０×２�８１１０～２１平坦 － － － － － － 人為 － 不明 SI８３�本跡

９３ Ｋ１４ｇ９ Ｎ－３３°－Ｅ ［方形・
長方形］３�０２×（２�２０） ２５ 平坦 － １ － １ － － 人為 － 不明 SK１５５�本跡�SI８４，

粘土貼土坑２

―３２０―



� 掘立柱建物跡

第３号掘立柱建物跡（第２５４図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｆ７区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

第２５４図 第３号掘立柱建物跡実測図

―３２１―



規模と構造 桁行５間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－５８°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行９�０

ｍ，梁行３�９ｍで，面積は３５�１�である。柱間寸法は，桁行１�８０ｍ（６尺），梁行１�９５ｍ（６尺５寸）で，柱筋

はほぼ揃っている。

柱穴 １４か所。平面形は円形で，深さは１４～５４�である。土層は，第１・２層が柱抜き取り跡に相当し，第３・

４層が埋土で，版築状に突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１点（甕）が出土しているが，細片のため図示できない。

所見 本跡は，確認できた柱穴群から規格性のある中形の側柱建物と想定され，倉庫というよりは居宅的な建

物としての性格を有していたものと考えられる。時期は，重複関係がなく，出土土器が少なく細片のため不明

である。

第４号掘立柱建物跡（第２５５図）

位置 調査区南西部のＬ１４ｂ０区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第２３４号土坑を掘り込んでいる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２５５図 第４号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－５０°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行５�４ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は１９�４�である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに１�８ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は円形で，深さは２０～７２�である。土層は，第１・２層とも柱抜き取り痕に相当する。

遺物出土状況 土師器片３点（甕）が出土しているが，細片のため図示できない。

所見 本跡は，確認できた柱穴群から規格性のある小形の側柱建物と想定され，倉庫としての性格を有してい

たものと考えられる。時期は，出土土器が少なく細片のため不明である。

第９号掘立柱建物跡（第２５６図）

位置 調査区中央部のＪ１３ｊ８区，標高７�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第２６２号土坑を掘り込み，第２６６号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－４５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行２�７

ｍ，梁行１�６５ｍで，面積は４�５�である。柱間寸法は，桁行１�３５ｍ（４尺５寸），梁行１�６５ｍ（５尺５寸）で，

柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ６か所。平面形は円形で，深さは２６～６８�である。土層は，第１層が柱痕跡，第２～４層が柱抜き取り

痕に相当し，第５・６層が埋土である。

遺物出土状況 土師器片１７点（坏２，甕１５），須恵器片６点（坏４，蓋１，甕１）が出土しているが，細片の

ため図示できない。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック少量

第２５６図 第９号掘立柱建物跡実測図
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所見 本跡は，確認できた柱穴群から小形の側柱建物と想定され，倉庫としての性格を有していたものと考え

られる。時期は，出土土器が細片のため不明である。

� 土坑（第２５７～２６９図）

今回の調査では，土坑と思われる遺構に第１～４１３号まで番号を付けて調査したが，他の遺構の一部で

あることや遺構でないことが判明したものについては欠番とした。この項では，図示できるような出土遺

物がなく，時期や性格も不明の土坑２９３基について，実測図及び一覧表で掲載する。

表２０ 時期不明掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模 柱穴
主な出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）

桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行柱間
（ｍ）

梁行柱間
（ｍ） 構造 柱穴数 平面形 深さ

（�）
３ Ｋ１５ｆ７ Ｎ－５８°－Ｅ ５×２ ９�０×３�９ ３５�１ １�８０ １�９５ 側柱 １４ 円形 １４～５４ － 不明

４ Ｌ１４ｂ０ Ｎ－５０°－Ｅ ３×２ ５�４×３�６ １９�４ １�８０ １�８０ 側柱 １０ 円形 ２０～７２ － 不明 SK２３４�本跡

９ Ｊ１３ｊ８ Ｎ－４５°－Ｗ ２×１ ２�７×１�６５ ４�５ １�３５ １�６５ 側柱 ６ 円形 ２６～６８ － 不明 SK２６２�本跡�
SK２６６

表２１ 時期不明土坑一覧表

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

１ Ｈ１２ｉ９ － 円形 ０�８４ × ０�８２ １０ 皿状 緩斜 人為 － 不明

２ Ｈ１２ｊ０ Ｎ－３１°－Ｅ 楕円形 １�０６ × ０�９０ １４ 平坦 緩斜 人為 － 不明

３ Ｉ１３ａ１ － 円形 １�１０ × １�０８ ４６ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明

４ Ｉ１３ｃ３ － 円形 ０�７４ × ０�７２ ２２ 皿状 緩斜 自然 土師器，須恵器 不明 SK１５�本跡

６ Ｉ１３ｉ４ Ｎ－６２°－Ｗ 方形 ０�７０ × ０�６６ ２２ 皿状 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明

７ Ｉ１３ｉ４ － 円形 ０�６８ × ０�６４ １４ 二段 緩斜 人為 － 不明

８ Ｉ１３ｂ２ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 １�１０ × ０�９０ ２８ 平坦 緩斜 自然 土師器，須恵器 不明

９ Ｊ１３ｂ７ Ｎ－３５°－Ｅ 不整長方形 １�１０ × ０�７０ １８ 平坦
ピット有 緩斜 人為 － 不明

１１ Ｊ１３ｂ７ Ｎ－３７°－Ｅ 長方形 ０�９２ × ０�８２ ７２ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 SK１０�本跡

１２ Ｊ１３ｂ６ Ｎ－４８°－Ｗ 長方形 ０�９４ × ０�６０ １０ 平坦
ピット有 緩斜 人為 土師器 不明

１５ Ｉ１３ｃ３ Ｎ－２９°－Ｗ 楕円形 ０�８４ × ０�６８ １８ 皿状 緩斜 自然 土師器 不明 本跡�SK４

１６ Ｊ１３ａ６ Ｎ－６１°－Ｗ 長方形 １�６６ × １�３０ ５０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SK１３�本跡

１７ Ｊ１３ａ６ Ｎ－３５°－Ｅ 長方形 １�９０ × １�５６ ８０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SK１４・２３�本跡

１８ Ｉ１３ａ１ － 円形 ０�９８ × ０�９０ ７４ 平坦 外傾 人為 須恵器 不明 SD１�本跡

２２ Ｊ１３ｂ５ Ｎ－３５°－Ｅ ［方形］ １�３０ ×（０�３８） ３２ 平坦 外傾 人為 － 不明 本跡�SK１４・２３

２３ Ｊ１３ｂ６ Ｎ－３５°－Ｅ 長方形 １�６２ × １�０４ ６０ 平坦 外傾 人為 － 不明 SK１４・２２�本跡�SK１７

２４ Ｊ１３ａ５ Ｎ－３８°－Ｅ 長方形 ２�１０ × １�３８ ５４ 平坦 外傾 － － 不明 方形竪穴２・３�本跡

２６ Ｊ１４ｅ３ Ｎ－６６°－Ｗ 楕円形 １�０６ × ０�７６ １８ 平坦 緩斜 自然 土師器 不明 SI４�本跡

２７ Ｊ１４ｅ２ Ｎ－５８°－Ｗ 長方形 １�４０ × １�０４ ３６ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明

３７ Ｋ１６ｉ７ Ｎ－４４°－Ｗ［不整方形］ １�５０ ×（０�７０） ６２ 平坦
ピット有 外傾 人為 － 不明

３８ Ｋ１６ｉ８ － 円形 １�０６ ×（０�８０） ３２ 平坦
ピット有 外傾 人為 － 不明 本跡�SK７４

４７ Ｋ１６ｉ２ Ｎ－１４°－Ｅ 長方形 １�９６ × １�３０ ２６ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明

５３ Ｌ１６ａ８ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 １�８０ × ０�９８ ２４ 平坦 緩斜 人為 － 不明 方形竪穴８�本跡�SK６０

５４ Ｌ１６ａ７ Ｎ－４１°－Ｗ 長方形 １�１４ × ０�６８ １６ 平坦 緩斜 人為 － 不明

５５ Ｌ１６ａ７ Ｎ－４３°－Ｗ 楕円形 １�３０ × ０�７０ ３０ 平坦 外傾 人為 － 不明

５６ Ｌ１６ａ９ Ｎ－９°－Ｅ 不定形 １�０８ × ０�５８ ７２ 凹凸 外傾 人為 － 不明

５７ Ｋ１６ｊ６ Ｎ－５３°－Ｅ 長方形 １�２８ × １�１６ ２６ 平坦
ピット有 緩斜 人為 － 不明 SK７５�本跡

５９ Ｉ１３ｈ０ － ［円形］ ０�９６ ×（０�９０） ６８ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明

６１ Ｊ１４ｅ１ － 円形 １�０４ × ０�９８ ３８ 平坦 外傾 人為 － 不明 SI３・６，SK７１�本跡

６３ Ｋ１６ｈ２ Ｎ－５２°－Ｗ 長方形 ２�１４ × １�６４ ２０ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 本跡�SK６４

６４ Ｋ１６ｇ２ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 １�６２ × １�２２ ３０ 平坦 外傾 人為 須恵器 不明 SI９，SK６３�本跡
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第２５７図 その他の土坑実測図�
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第２５８図 その他の土坑実測図�
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第２５９図 その他の土坑実測図�
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第２６０図 その他の土坑実測図�
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第２６１図 その他の土坑実測図�
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第２６２図 その他の土坑実測図�

―３３０―



第２６３図 その他の土坑実測図�
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第２６４図 その他の土坑実測図�
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第２６５図 その他の土坑実測図�
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第２６６図 その他の土坑実測図�
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第２６７図 その他の土坑実測図�
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第２６８図 その他の土坑実測図�
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第２６９図 その他の土坑実測図�
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番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

６６ Ｊ１３ｂ５ Ｎ－２９°－Ｅ ［方形］ ０�７４ ×（０�５０） ２８ 皿状 緩斜 － － 不明 本跡�方形竪穴２，SK１４

６８ Ｉ１３ｆ５ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�６２ × ０�４４ ３２ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 SI１８�本跡

６９ Ｌ１６ｃ４ Ｎ－５°－Ｅ 長方形 １�７６ × ０�９２ ３６ 皿状 緩斜 人為 － 不明

７０ Ｉ１２ｄ０ Ｎ－３８°－Ｗ ［円形］ １�１４ ×（０�７０） ４８ 平坦 外傾 人為 － 不明 SI７�本跡

７１ Ｊ１４ｅ２ Ｎ－４５°－Ｅ 方形 ０�７８ × ０�７４ ５４ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI３・６�本跡�SK６１

７２ Ｋ１６ｇ５ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 ２�３０ × １�７２ １６ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SB８�本跡

７３ Ｋ１６ｊ７ Ｎ－５０°－Ｗ 方形 ０�９０ × ０�８６ １８ 平坦 緩斜 人為 － 不明

７４ Ｋ１６ｊ８ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�１６ × ０�８６ ３４ 平坦 外傾 人為 礫 不明 SB１，SK３８�本跡

７５ Ｋ１６ｊ６ Ｎ－５３°－Ｅ［楕円形］ （１�３０）× ０�９０ １８ 平坦 緩斜 人為 － 不明 本跡�SK４６・５７

７６ Ｊ１４ｉ６ － 円形 ０�３８ × ０�３４ ３０ 皿状 外傾 人為 土師器 不明 SI３２�本跡

７７ Ｊ１５ｊ１ Ｎ－４８°－Ｗ 長方形 １�５４ × １�１０ ２２ 平坦 緩斜 － 土師器 不明 SI４１，SK９９�本跡

８２ Ｊ１４ｊ０ Ｎ－５５°－Ｗ ［方形］ （１�２０）× １�２０ ４６ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI４１・４４，SK８３�本跡�SD９

８３ Ｊ１４ｊ０ Ｎ－４８°－Ｗ ［方形］ （２�００）× １�５６ ５４ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI４１・４４�本跡�SK８２・９３，SD９

８６ Ｊ１４ｊ９ Ｎ－３２°－Ｅ 方形 １�６８ × １�５８ ５４ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 SI３８，SD９�本跡

８８ Ｊ１４ｇ５ － 方形 １�５２ × １�５２ ２２ 平坦 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明 SI３０�本跡

８９ Ｊ１４ｆ４ － 円形 ０�６４ × ０�６２ ３６ 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI３０�本跡

９３ Ｊ１４ｉ０ Ｎ－６５°－Ｗ 長方形 ２�０８ × １�７４ ３４ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器，土玉 不明 SK８３・９４�本跡�SK３４４，SD９

９４ Ｊ１４ｊ０ Ｎ－５２°－Ｗ 長方形 ２�２２ × １�１４ ２０ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SK１０３�本跡�SK９３，SD９

９６ Ｊ１４ｊ８ Ｎ－５８°－Ｗ 長方形 １�６４ × １�０２ １０ 平坦
ピット有 緩斜 人為 須恵器 不明 本跡�SK３２９

９７ Ｊ１４ｇ９ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 ２�５０ × １�８６ ３６ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明

９９ Ｊ１５ｊ１ Ｎ－４７°－Ｗ［長方形］ （１�５０）× １�０４ １４ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 SI４１�本跡�SK７７

１００ Ｊ１４ｄ５ Ｎ－３５°－Ｅ 不定形 ４�００ × ３�８０ １１４ 凹凸 緩斜 人為 － 不明 UP１�本跡

１０３ Ｊ１４ｊ０ Ｎ－２９°－Ｅ 長方形 １�６６ × １�５０ ６４ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器，鉄鏃 不明 本跡�SK９４，SD９

１０４ Ｋ１４ａ５ Ｎ－５３°－Ｅ 長方形 １�０２ × ０�７０ １７０ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 SI４８�本跡

１０７ Ｋ１４ｃ１ Ｎ－３８°－Ｅ ［方形］ １�６８ ×（０�７０） １６ 平坦 緩斜 － － 不明 SI５３�本跡�SI６２

１０９ Ｌ１６ｊ１ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 １�８４ × １�３４ ３２ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 SI６４�本跡

１１１ Ｌ１６ｊ２ Ｎ－４７°－Ｗ 長方形 １�９０ × １�２２ ５０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI６３，SK１１２・１２８・１４１・１６４�本跡

１１２ Ｌ１６ｊ２ Ｎ－５０°－Ｅ 長方形 １�８４ × １�３０ ４２ 平坦 外傾 人為 鉄製品 不明 SI６３，方形竪穴１２�本跡�SK１１１

１１４ Ｌ１６ｉ２ Ｎ－５２°－Ｅ 長方形 ２�５４ × １�１４ ７４ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SK１１５・１１７�本跡

１１５ Ｌ１６ｉ２ Ｎ－５２°－Ｅ 長方形 １�９６ × １�４０ ５０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI６８�本跡�UP７，SK１１４

１１６ Ｌ１６ｈ１ Ｎ－３７°－Ｗ 長方形 ２�１２ × １�６２ ４６ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI６８・６９�本跡�UP５，SK１２６

１１７ Ｌ１６ｉ１ Ｎ－４４°－Ｅ 長方形 １�７６ × １�４６ ４０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI６８�本跡�SK１１４

１２１ Ｌ１６ｈ２ Ｎ－５０°－Ｅ ［方形］ （１�２）× １�１６ ２６ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 SI６８�本跡�SK１１８・１２４

１２４ Ｌ１６ｈ２ Ｎ－５０°－Ｅ 長方形 ２�４４ × １�４６ ４６ 平坦 外傾 人為 － 不明 SK１２１�本跡�SK１２５，UP６

１２５ Ｌ１６ｈ２ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 １�４８ × １�０８ ４６ 平坦 外傾 人為 － 不明 UP６，SK１２４�本跡

１２８ Ｌ１６ｊ２ Ｎ－５０°－Ｅ［長方形］ （１�７０）×（１�３０） ５６ 平坦 外傾 － － 不明 SK１４３・１６４�本跡�墓坑１，SK１１１・１４１

１２９ Ｌ１５ｄ５ Ｎ－３７°－Ｅ ［方形］ （１�００）×（０�４０） ２６ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 本跡�SI６６

１３１ Ｌ１６ｉ２ Ｎ－４６°－Ｅ ［方形］ １�５８ ×（０�６０） ７６ 平坦 外傾 人為 － 不明 SI６８�本跡�UP７

１３２ Ｌ１５ｃ２ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 １�２８ × ０�９８ ３０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI７６�本跡

１３３ Ｌ１５ｆ４ Ｎ－３６°－Ｗ 長方形 ６�６２ × ２�０６ １０ 平坦 緩斜 人為 土師器，須恵器，瓦 不明 本跡�SD２０

１３５ Ｌ１６ｈ３ Ｎ－４２°－Ｅ［長方形］ （２�６０）× １�１２ ８８ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 方形竪穴１４，SK１５６�本跡�UP６，墓坑３

１３８ Ｌ１６ｉ２ Ｎ－５０°－Ｅ［長方形］ １�６４ ×（０�９０） ３０ 平坦 外傾 － － 不明 本跡�SK１１４・１４１・１６４

１４１ Ｌ１６ｉ２ Ｎ－５０°－Ｅ 長方形 ２�０６ × １�４２ ５２ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 SK１２８・１３８・１６４�本跡�SK１１１

１４７ Ｌ１５ａ３ Ｎ－４６°－Ｅ 不整楕円形 ３�６６ × ２�３４ ３０ 平坦
ピット有 緩斜 人為 土師器，須恵器，

陶器，磁器，土玉 不明 本跡�SD１１

１５０ Ｋ１４ｇ８ Ｎ－５０°－Ｗ 長方形 １�２４ × ０�９２ ２４ 平坦 緩斜 人為 土師器，土玉 不明

１５３ Ｋ１４ｉ８ Ｎ－３７°－Ｅ［長方形］ １�６８ ×（１�００） １０ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 本跡�SK１５４・１５９

１５４ Ｋ１４ｊ８ － 円形 ０�５６ × ０�５４ ２８ 皿状 緩斜 人為 － 不明 SK１５３�本跡

１５５ Ｋ１４ｇ９ Ｎ－６６°－Ｗ ［方形］ ０�８０ ×（０�３０） ２０ 平坦 緩斜 － － 不明 本跡�SI８４・９３

１５７ Ｋ１４ｉ７ Ｎ－３９°－Ｅ 楕円形 １�０６ × ０�８６ １４ 皿状 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明 SI９０�本跡

１５８ Ｋ１４ｉ７ Ｎ－４４°－Ｗ ［方形］ １�３０ ×（０�６０） １４ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SI９８�本跡�SI９０

１５９ Ｋ１４ｉ８ Ｎ－５６°－Ｗ 長方形 １�５４ × １�３８ １６ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SK１５３�本跡

１６２ Ｋ１４ｇ８ Ｎ－４９°－Ｗ 長方形 １�１０ × ０�７４ ３０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI８４�本跡

１６４ Ｌ１６ｉ２ Ｎ－５０°－Ｅ 長方形 ２�８８ × １�３０ ４８ 平坦 外傾 人為 － 不明 SK１３８・１４３�本跡�SK１１１・１２８・１４１

１６６ Ｌ１６ｉ３ Ｎ－４１°－Ｗ ［方形］ （１�１０）×（０�８０） ３８ 平坦 外傾 人為 縄文土器 不明 本跡�UP８，SK１４３

１６９ Ｌ１５ｂ４ Ｎ－４４°－Ｗ 長方形 １�８２ × １�３６ ３０ 平坦 外傾 人為 － 不明 本跡�方形竪穴１７

１７０ Ｌ１５ｂ５ Ｎ－５４°－Ｅ 長方形 １�８８ × １�０８ ３０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI１００，SK１７３�本跡

１７１ Ｌ１５ｂ５ Ｎ－４３°－Ｗ［長方形］ （１�２０）× １�０４ １４ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 本跡�SI１００

―３３８―



番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

１７３ Ｌ１５ｂ５ Ｎ－５４°－Ｅ 長方形 １�７６ × ０�７８ ３０ 平坦 外傾 人為 － 不明 SI１００�本跡�SK１７０

１７５ Ｌ１５ｊ０ － 円形 ０�５６ × ０�５２ ３２ 二段 外傾 人為 土師器，須恵器 不明

１７６ Ｌ１６ｉ１ － 円形 ０�４６ × ０�４６ ２６ 皿状 緩斜 人為 土師器 不明

１７７ Ｌ１５ｉ９ Ｎ－２９°－Ｅ 長方形 ０�６４ × ０�５８ ３６ 皿状 外傾 人為 土師器，須恵器 不明

１７８ Ｌ１５ｊ９ Ｎ－３５°－Ｗ ［方形］ １�６８ ×（１�５０） １４ 凹凸 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明

１７９ Ｌ１６ｄ１ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 １�３６ × ０�９０ ３８ 皿状 緩斜 人為 － 不明

１８０ Ｌ１６ｄ２ Ｎ－３５°－Ｗ 楕円形 ２�２８ × １�０２ ６４ 皿状 緩斜 人為 － 不明

１８２ Ｋ１４ｅ６ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�７２ × ０�６０ １６ 皿状 緩斜 自然 － 不明 SI９６，SK１８４�本跡

１８３ Ｋ１４ｄ６ Ｎ－９°－Ｗ 楕円形 ０�５８ × ０�５２ １８ 皿状 緩斜 人為 土師器，須恵器，鉄滓 不明 SI９６�本跡

１８４ Ｋ１４ｅ６ － ［円形］ ０�６４ ×（０�５０） ３０ 皿状 外傾 人為 － 不明 SI９６�本跡�SK１８２

１８５ Ｊ１４ｈ４ Ｎ－３９°－Ｗ 楕円形 １�１８ × ０�８８ １０ 平坦 緩斜 自然 － 不明

１９０ Ｋ１５ｅ３ Ｎ－４２°－Ｅ 長方形 １�２４ × １�００ １０ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 SK１９１�本跡�火葬土坑２

１９１ Ｋ１５ｅ３ Ｎ－４１°－Ｗ 長方形 ２�６２ × １�０８ ３２ 平坦 外傾 人為 土師器 不明 本跡�火葬土坑２，SK１９０

１９４ Ｋ１５ｂ１ Ｎ－１５°－Ｗ 楕円形 １�２８ × ０�９４ ８０ 二段 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SI１０６�本跡

１９６ Ｋ１４ｃ７ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 ０�７８ × ０�７０ １０ 皿状 緩斜 人為 － 不明 SI１０３�本跡

１９７ Ｋ１４ｄ７ Ｎ－５５°－Ｅ 長方形 ０�８６ × ０�７４ ６８ 平坦 外傾 人為 － 不明 SI１０３�本跡

１９８ Ｋ１４ｃ８ Ｎ－４２°－Ｗ 方形 １�２４ × １�２２ ２２ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SI１０３�本跡

１９９ Ｋ１４ｄ７ Ｎ－４２°－Ｅ ［方形］ ０�９６ ×（０�９０） １４ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SI１０３�本跡�方形竪穴１５

２０１ Ｊ１３ｃ８ Ｎ－３０°－Ｅ 長方形 ２�２０ × １�３８ ６０ 平坦 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 堀１�本跡

２０２ Ｊ１３ｅ７ Ｎ－５６°－Ｗ 方形 ０�３８ × ０�３６ ５０ 皿状 外傾 自然 － 不明 堀１�本跡

２０３ Ｌ１６ｉ１ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�３４ １２ 皿状 緩斜 人為 － 不明

２０４ Ｌ１６ｉ１ － 円形 ０�４０ × ０�３８ １０ 皿状 緩斜 人為 土師器 不明

２０６ Ｌ１５ｉ０ Ｎ－３３°－Ｅ 楕円形 ０�６２ × ０�５０ ６２ 皿状 外傾 自然 須恵器 不明

２０７ Ｌ１６ｊ１ Ｎ－５５°－Ｅ 楕円形 ０�４０ × ０�３２ ３０ 皿状 外傾 人為 － 不明

２０８ Ｌ１５ｉ６ Ｎ－２１°－Ｅ 楕円形 １�５２ × ０�９２ ３０ 皿状 外傾 人為 － 不明

２０９ Ｌ１５ｆ９ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�５０ × ０�４０ ４６ 皿状 外傾 自然 土師器 不明

２１０ Ｌ１５ｇ９ Ｎ－４３°－Ｗ 楕円形 ０�３８ × ０�３４ ３８ 皿状 外傾 自然 － 不明

２１１ Ｌ１５ｄ６ Ｎ－６０°－Ｗ 楕円形 ０�４０ × ０�３６ １６ 皿状 緩斜 自然 － 不明

２１２ Ｌ１５ｇ０ Ｎ－９０° 楕円形 ０�３６ × ０�３２ ５０ 皿状 外傾 人為 － 不明

２１３ Ｌ１６ｈ１ Ｎ－０° 楕円形 ０�４６ × ０�４０ ３６ 皿状 外傾 人為 土師器 不明

２１５ Ｌ１５ｃ４ － 円形 ０�４２ × ０�４２ ５０ 二段 外傾 人為 － 不明

２１６ Ｌ１５ｃ４ － 円形 ０�４４ × ０�４４ ２２ 皿状 緩斜 自然 － 不明

２１７ Ｌ１５ｂ４ Ｎ－４１°－Ｅ 楕円形 ０�６８ × ０�４６ ３２ 皿状 緩斜 人為 土師器 不明

２１８ Ｌ１５ｂ３ － 円形 ０�４４ × ０�４４ ３６ 皿状 外傾 人為 － 不明

２１９ Ｌ１５ａ５ － 円形 ０�４４ × ０�４４ ２４ 皿状 緩斜 人為 － 不明

２２０ Ｌ１５ｂ５ － 円形 ０�４６ × ０�４２ ３８ 皿状 外傾 自然 須恵器 不明

２２１ Ｌ１５ｂ６ － 円形 ０�３４ × ０�３２ ２０ 皿状 緩斜 人為 － 不明

２２２ Ｌ１５ｂ６ Ｎ－２４°－Ｗ 楕円形 ０�４２ × ０�３６ ４６ 皿状 外傾 人為 － 不明

２２３ Ｌ１５ｅ５ － 円形 ０�６８ × ０�６６ ２２ 皿状 緩斜 人為 － 不明

２２４ Ｌ１５ｅ５ － 円形 ０�５８ × ０�５８ ３０ 皿状 外傾 人為 － 不明

２２５ Ｌ１５ｅ４ Ｎ－１８°－Ｗ 楕円形 ０�６６ × ０�５６ ２４ 平坦 緩斜 人為 － 不明

２２６ Ｌ１５ｅ４ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�６０ × ０�５２ ３０ 皿状 外傾 人為 － 不明

２２７ Ｌ１５ｅ４ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ０�６２ × ０�５６ １４ 皿状 緩斜 自然 土師器 不明 SK２２８�本跡

２２８ Ｌ１５ｅ４ － 円形 ０�４４ × ０�４４ １２ 皿状 緩斜 自然 － 不明 本跡�SK２２７

２２９ Ｌ１５ｅ４ Ｎ－７４°－Ｅ 楕円形 ０�７２ × ０�５４ １８ 皿状 緩斜 自然 － 不明

２３１ Ｊ１３ｄ９ Ｎ－４９°－Ｗ 長方形 １�００ × ０�８０ ３８ 平坦 外傾 人為 土師器，煙管 不明 SD１０・１８�本跡

２３３ Ｌ１５ａ３ － 円形 ０�３２ × ０�３０ ２２ 皿状 緩斜 自然 － 不明

２３４ Ｌ１４ｃ０ Ｎ－４８°－Ｅ 長方形 ０�９４ × ０�７６ １４ 平坦 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明 本跡�SB４

２３５ Ｋ１４ｃ４ Ｎ－２６°－Ｅ 長方形 １�１８ × ０�９０ ２０ 平坦 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明 SD１５�本跡

２３６ Ｋ１５ｅ１ － 円形 ０�８０ × ０�８０ ３６ 皿状 外傾 人為 － 不明

２３８ Ｊ１３ｄ７ Ｎ－０° 不整楕円形 ０�４８ × ０�３２ ５０ 二段 外傾 人為 － 不明 堀１�本跡

２４０ Ｊ１３ｉ８ Ｎ－４３°－Ｅ 長方形 １�０６ × ０�８４ ２０ 平坦 緩斜 自然 土師器，須恵器 不明

２４１ Ｊ１３ｉ８ Ｎ－５３°－Ｗ 長方形 １�６４ × １�１０ ２４ 平坦 緩斜 自然 土師器，須恵器 不明

２４２ Ｊ１３ｈ８ Ｎ－４９°－Ｅ 楕円形 １�３６ × １�００ ３０ 平坦 外傾 自然 土師器，須恵器 不明

２４３ Ｊ１３ｉ８ Ｎ－４６°－Ｗ 楕円形 １�３２ × １�００ ２６ 平坦 緩斜 自然 土師器，須恵器 不明

２４８ Ｋ１３ａ９ Ｎ－３１°－Ｗ 長方形 １�１８ × ０�８２ ２２ 平坦 緩斜 自然 土師器 不明

２４９ Ｋ１３ａ０ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 １�４２ × １�２２ ２０ 平坦 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明
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２５０ Ｋ１３ｂ０ － 円形 １�００ × ０�９４ １６ 平坦 緩斜 自然 土師器 不明

２５１ Ｋ１４ａ１ Ｎ－２８°－Ｗ 楕円形 １�２０ × ０�８２ １８ 平坦 緩斜 自然 － 不明

２５２ Ｊ１３ｊ８ Ｎ－０° 楕円形 ０�４０ × ０�３２ ３２ 平坦 外傾 自然 土師器 不明

２５３ Ｊ１３ｉ８ Ｎ－０° 楕円形 ０�４０ × ０�３６ ３６ 平坦 外傾 自然 土師器 不明

２５４ Ｋ１４ｂ１ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 ２�０２ × １�７０ １６ 平坦 緩斜 自然 縄文土器，土師器 不明

２５５ Ｋ１３ｂ０ Ｎ－６０°－Ｅ 楕円形 ０�４０ × ０�３６ ２６ 皿状 緩斜 人為 土師器 不明

２５６ Ｋ１３ａ０ Ｎ－６２°－Ｅ 楕円形 ０�９２ × ０�５８ ３０ 平坦 外傾 人為 土師器 不明

２５７ Ｋ１４ａ１ Ｎ－６°－Ｗ 楕円形 １�１２ × ０�８０ ３０ 平坦 外傾 自然 土師器 不明

２５９ Ｊ１３ｉ７ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 ０�９６ × ０�７０ ２０ 平坦 緩斜 自然 土師器 不明

２６０ Ｋ１３ａ９ － 円形 ０�４０ × ０�３８ ５２ 皿状 外傾 自然 土師器 不明

２６１ Ｋ１３ａ９ － 円形 ０�３４ × ０�３４ ４０ 皿状 外傾 自然 土師器 不明

２６２ Ｊ１３ｊ９ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�４０ ２０ 皿状 緩斜 自然 土師器 不明 本跡�SB９

２６５ Ｋ１４ｂ１ － 円形 ０�４８ × ０�４６ １６ 皿状 緩斜 自然 － 不明

２６６ Ｊ１３ｊ８ Ｎ－１４°－Ｗ 楕円形 ０�４２ × ０�３８ ３８ 皿状 外傾 自然 須恵器 不明 SB９�本跡

２６７ Ｊ１３ｆ７ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 ０�６０ × ０�５４ ４０ 凹凸 外傾 自然 土師器 不明

２６８ Ｊ１３ｆ８ － 円形 ０�４２ × ０�４２ ３０ 皿状 外傾 人為 － 不明

２６９ Ｊ１３ｇ７ Ｎ－２６°－Ｗ 楕円形 １�２２ × ０�８２ ３２ 平坦 外傾 自然 土師器 不明

２７１ Ｊ１３ｇ７ Ｎ－６４°－Ｗ 楕円形 １�１０ × ０�９２ ３８ 平坦 外傾 自然 土師器 不明

２７３ Ｊ１３ｇ８ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 ０�４６ × ０�４０ ３６ 二段 外傾 自然 － 不明

２７４ Ｊ１３ｇ８ － 円形 ０�５０ × ０�４８ ３２ 皿状 外傾 自然 土師器 不明

２７５ Ｊ１３ｇ９ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 ０�６０ × ０�５０ ４８ 皿状 外傾 自然 － 不明

２７６ Ｊ１３ｇ９ Ｎ－６５°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�４０ ７６ 二段 外傾 自然 縄文土器 不明

２７７ Ｊ１３ｇ９ Ｎ－４４°－Ｗ 楕円形 ０�４０ × ０�３６ ３４ 皿状 外傾 自然 － 不明

２７８ Ｊ１３ｆ９ Ｎ－０° 楕円形 ０�５６ × ０�５０ １８ 皿状 緩斜 自然 － 不明

２７９ Ｊ１３ｆ９ － 円形 ０�６８ × ０�６４ ３４ 二段 外傾 自然 － 不明

２８０ Ｊ１３ｅ９ Ｎ－３４°－Ｅ 楕円形 ０�６４ × ０�５４ ８０ 皿状 外傾 人為 土師器 不明

２８１ Ｊ１３ｆ９ Ｎ－５６°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�６８ ６６ 二段 外傾 人為 土師器，須恵器 不明

２８２ Ｊ１３ｆ９ － 円形 ０�４８ × ０�４４ ３０ 平坦 外傾 自然 土師器 不明

２８３ Ｊ１３ｇ７ Ｎ－３６°－Ｅ 長方形 １�０８ × ０�６２ ４２ 平坦
ピット有 外傾 人為 － 不明 SK２８４�本跡

２８４ Ｊ１３ｇ７ Ｎ－３６°－Ｅ［長方形］ （１�４０）× １�２２ ３２ 平坦 外傾 人為 － 不明 本跡�SK２８３

２８５ Ｊ１３ｅ９ － 円形 ０�５０ × ０�４６ ４２ 二段 外傾 自然 土師器，剥片 不明

２８７ Ｋ１５ｃ７ Ｎ－４２°－Ｅ 楕円形 ０�８０ × ０�７２ ２２ 皿状 緩斜 自然 － 不明 SI１０８�本跡

２８８ Ｋ１４ｂ０ － 円形 ０�７２ × ０�７０ １６ 皿状 緩斜 人為 土師器 不明 SI１０６�本跡

２９０ Ｋ１５ｄ８ Ｎ－７１°－Ｅ 長方形 ０�７２ × ０�４８ １８ 皿状 緩斜 自然 － 不明 SI１０・１０９�本跡

２９１ Ｋ１５ｅ８ － 円形 ０�６２ × ０�６０ １２ 皿状 緩斜 自然 土師器 不明 SI１０・１０９�本跡

２９２ Ｋ１５ｄ９ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 ０�６２ × ０�５２ １０ 皿状 緩斜 自然 － 不明 SI１０・１０９�本跡

２９３ Ｋ１５ｅ９ － 円形 ０�６２ × ０�５８ １２ 皿状 緩斜 自然 縄文土器 不明 SI１０９，SK２９４�本跡

２９４ Ｋ１５ｅ９ Ｎ－８５°－Ｅ［楕円形］ （０�５０）× ０�４２ １４ 皿状 緩斜 自然 縄文土器 不明 SI１０９�本跡�SK２９３

２９６ Ｊ１４ｆ１ － 円形 ０�５０ × ０�５０ ４０ 皿状 外傾 自然 － 不明

２９７ Ｋ１４ｃ２ － 円形 １�１２ × １�１０ ２６ 平坦
ピット有 緩斜 自然 土師器，須恵器 不明 SI５２・５３�本跡

２９８ Ｋ１４ｂ１ Ｎ－４３°－Ｗ 長方形 １�３２ × ０�９６ ２６ 平坦 緩斜 人為 土師器，須恵器 不明

２９９ Ｋ１４ｂ２ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 ０�６０ × ０�４６ ４０ 皿状 外傾 自然 土師器 不明

３００ Ｋ１５ｊ９ Ｎ－５２°－Ｗ 長方形 １�９６ × １�１０ ４２ 平坦 外傾 人為 － 不明

３０１ Ｌ１５ａ０ Ｎ－５８°－Ｗ 長方形 １�１２ × ０�９８ １０ 平坦
ピット有 緩斜 人為 土師器 不明

３０３ Ｉ１３ｃ３ Ｎ－９°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�４２ ２４ 皿状 緩斜 自然 － 不明

３０４ Ｉ１３ｃ３ － 円形 ０�４０ × ０�４０ ２０ 二段 緩斜 自然 縄文土器，土師器 不明

３０５ Ｉ１３ｃ３ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�５２ ３０ 皿状 外傾 自然 縄文土器，土師器 不明

３０６ Ｉ１３ｃ３ Ｎ－４３°－Ｅ 楕円形 ０�６０ × ０�４０ ２４ 二段 緩斜 自然 － 不明 本跡�SK３０７

３０７ Ｉ１３ｃ３ Ｎ－１１°－Ｅ 楕円形 ０�５８ × ０�３８ ５２ 皿状 外傾 自然 土師器，須恵器 不明 SK３０６�本跡

３０８ Ｉ１３ｄ４ － ［円形］ ０�４８ ×（０�４０） ２４ 皿状 緩斜 自然 － 不明 本跡�SK３０９

３０９ Ｉ１３ｄ４ Ｎ－６６°－Ｗ 楕円形 ０�５２ × ０�４０ ２０ 皿状 緩斜 自然 － 不明 SK３０８�本跡

３１０ Ｉ１３ｃ４ Ｎ－５４°－Ｅ 楕円形 ０�７２ × ０�５０ ５６ 二段 外傾 人為 － 不明

３１１ Ｉ１３ｄ４ － ［円形］ ０�３６ ×（０�３０） ２８ 皿状 緩斜 自然 － 不明 本跡�SK３１２

３１２ Ｉ１３ｄ４ － 円形 ０�３８ × ０�３６ ３５ 皿状 外傾 自然 土師器 不明 SK３１１�本跡

３１３ Ｉ１３ｃ４ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 ０�４２ × ０�３０ ２０ 皿状 緩斜 － － 不明

３１４ Ｉ１３ｄ４ Ｎ－３３°－Ｅ 楕円形 ０�６０ × ０�３０ ５４ 二段 外傾 － － 不明

３１５ Ｉ１３ｃ４ － 円形 ０�４２ × ０�４２ ３２ 皿状 外傾 － － 不明

―３４０―



番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

３１６ Ｉ１３ｄ４ Ｎ－９０° 楕円形 ０�３８ × ０�３２ ２２ 皿状 緩斜 － － 不明

３１７ Ｉ１３ｄ３ Ｎ－６°－Ｅ 楕円形 ０�５２ × ０�３４ ４０ 二段 外傾 － 土師器 不明

３１８ Ｊ１４ｅ１ Ｎ－４４°－Ｗ 長方形 １�２８ × １�０２ ２６ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明

３１９ Ｊ１４ｅ２ Ｎ－２３°－Ｅ ［方形］ （１�３０）× １�２４ ３４ 平坦
ピット有 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 本跡�SK３２０

３２０ Ｊ１４ｆ２ Ｎ－６６°－Ｗ 長方形 １�４６ × １�２２ ３０ 平坦
ピット有 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SK３１９�本跡

３２１ Ｊ１４ｅ４ Ｎ－５６°－Ｗ 方形 １�２６ × １�２０ ３２ 平坦 外傾 人為 － 不明

３２２ Ｊ１４ｉ７ Ｎ－５６°－Ｗ 長方形 １�４６ × ０�８８ １０ 平坦 緩斜 人為 － 不明

３２３ Ｊ１４ｉ７ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 １�０２ × ０�８４ １０ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SI３２�本跡

３２４ Ｊ１４ｇ８ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 １�３２ × １�０４ １４ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明

３２６ Ｊ１４ｉ９ － 円形 ０�８０ × ０�７４ ４２ 二段 外傾 人為 － 不明

３２８ Ｊ１４ｊ８ Ｎ－０° 楕円形 ０�３６ × ０�２８ ２６ 皿状 緩斜 － － 不明

３２９ Ｊ１４ｊ８ － 円形 ０�４０ × ０�４０ ４０ 皿状 外傾 － － 不明 SK９６�本跡

３３０ Ｊ１４ｊ８ Ｎ－５３°－Ｅ 楕円形 ０�３６ × ０�３０ ６０ 皿状 外傾 － － 不明

３３１ Ｊ１４ｈ９ Ｎ－０° 楕円形 ０�５８ × ０�５２ ４４ 皿状 外傾 － － 不明

３３２ Ｊ１４ｉ８ Ｎ－１７°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�３８ ６６ 皿状 外傾 － － 不明

３３３ Ｊ１４ｉ８ － 円形 ０�３０ × ０�３０ ４４ 皿状 外傾 － － 不明

３３４ Ｊ１４ｈ８ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 ０�５２ × ０�４２ ２８ 二段 緩斜 － － 不明

３３５ Ｊ１４ｉ８ Ｎ－２９°－Ｅ 楕円形 ０�４０ × ０�３２ ６８ 皿状 外傾 － － 不明

３３６ Ｊ１４ｉ８ － 円形 ０�２６ × ０�２４ ３４ 皿状 外傾 － － 不明

３３７ Ｊ１４ｊ８ Ｎ－６１°－Ｅ 楕円形 ０�４４ × ０�４０ ３２ 皿状 外傾 － － 不明

３３８ Ｊ１４ｉ８ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 ０�３８ × ０�３２ ４０ 皿状 外傾 － － 不明

３３９ Ｊ１４ｊ９ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 ０�３６ × ０�３２ ４０ 皿状 外傾 － － 不明

３４０ Ｊ１４ｊ９ Ｎ－３８°－Ｗ 楕円形 ０�３８ × ０�３２ ４２ 皿状 外傾 － － 不明

３４１ Ｊ１４ｉ９ Ｎ－５４°－Ｗ 楕円形 ０�４６ × ０�３８ ４０ 皿状 外傾 － － 不明

３４２ Ｊ１４ｉ８ Ｎ－６６°－Ｗ 楕円形 ０�５８ × ０�５２ ２８ 皿状 緩斜 － － 不明

３４３ Ｊ１４ｉ９ － 円形 ０�３２ × ０�３２ ２８ 皿状 緩斜 － － 不明

３４４ Ｊ１４ｉ０ Ｎ－５３°－Ｗ 長方形 ２�１０ × １�７０ ３０ 二段 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SK９３�本跡

３４５ Ｊ１４ｊ９ Ｎ－１８°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�３８ ３４ 平坦 外傾 － － 不明

３４６ Ｊ１４ｊ９ － 円形 ０�３６ × ０�３４ ５６ 皿状 外傾 － － 不明

３４７ Ｊ１４ｉ９ － 円形 ０�２８ × ０�２８ ４４ 皿状 外傾 － － 不明

３４８ Ｊ１４ｉ９ － 円形 ０�３２ × ０�３０ ４８ 皿状 外傾 － － 不明

３４９ Ｊ１４ｆ４ Ｎ－７３°－Ｗ 楕円形 ０�８４ × ０�５０ ３４ 二段 外傾 人為 土師器，須恵器 不明 SK３５０�本跡

３５１ Ｊ１５ｉ３ － 円形 ０�６４ × ０�６２ ４０ 皿状 外傾 自然 － 不明

３５２ Ｊ１５ｊ３ － 円形 ０�３８ × ０�３８ ３６ 皿状 外傾 － － 不明

３５３ Ｋ１５ａ２ － 円形 ０�３２ × ０�３２ ４０ 二段 外傾 － － 不明

３５４ Ｋ１５ａ１ Ｎ－７７°－Ｗ 方形 ０�８６ × ０�８２ ４０ 皿状 外傾 人為 － 不明

３５５ Ｊ１４ｆ３ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 ０�８８ × ０�６６ ３０ 平坦
ピット有 外傾 人為 土師器 不明 SI４，SK３５０�本跡

３５６ Ｋ１５ｃ７ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 ０�５２ × ０�４６ １８ 皿状 緩斜 － － 不明

３５７ Ｋ１５ｃ７ Ｎ－９０° 方形 ０�４４ × ０�４０ １６ 皿状 緩斜 － － 不明

３５８ Ｋ１５ｃ０ － 円形 ０�９８ × ０�９８ １４ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SI２２�本跡

３５９ Ｋ１５ｄ０ Ｎ－７１°－Ｅ 長方形 ０�５４ × ０�４６ ２２ 皿状 緩斜 － － 不明

３６０ Ｋ１５ｅ０ Ｎ－８７°－Ｅ 長方形 １�０６ × ０�６４ １６ 平坦 緩斜 人為 － 不明

３６１ Ｋ１５ｂ６ － 円形 ０�５４ × ０�５４ ２０ 皿状 緩斜 人為 － 不明

３６２ Ｋ１５ｃ６ － 円形 ０�６２ × ０�６０ １６ 皿状 緩斜 自然 － 不明

３６３ Ｌ１６ａ１ Ｎ－５６°－Ｗ 方形 １�８０ × １�７０ ２０ 平坦 緩斜 人為 － 不明

３６４ Ｋ１６ｊ４ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�８２ ２６ 平坦 緩斜 人為 － 不明

３６５ Ｋ１６ｉ３ Ｎ－３１°－Ｅ 楕円形 １�００ × ０�８０ １６ 平坦 緩斜 自然 － 不明

３６６ Ｋ１５ｃ０ Ｎ－６８°－Ｅ 長方形 １�１４ × ０�５０ ２２ 平坦 緩斜 人為 － 不明 SI２２�本跡

３６７ Ｌ１６ａ７ － 円形 ０�５６ × ０�５６ １２ 皿状 緩斜 － － 不明

３６８ Ｌ１６ａ８ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 ０�５０ × ０�４４ ２６ 皿状 緩斜 － 須恵器 不明

３６９ Ｌ１６ｂ８ Ｎ－２７°－Ｅ 楕円形 ０�５２ × ０�４２ ３６ 皿状 外傾 － － 不明

３７０ Ｋ１６ｊ８ Ｎ－５７°－Ｗ 楕円形 ０�５６ × ０�４８ ３２ 皿状 外傾 － － 不明

３７１ Ｋ１６ｊ３ － 円形 ０�８０ × ０�７８ ２０ 皿状 緩斜 自然 － 不明

３７２ Ｋ１６ｊ３ Ｎ－３４°－Ｅ 楕円形 ０�７２ × ０�６０ １０ 皿状 緩斜 自然 － 不明

３７３ Ｋ１６ｈ２ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 ０�７２ × ０�５０ １０ 皿状 緩斜 自然 － 不明

３７４ Ｋ１６ｉ２ Ｎ－５６°－Ｅ 楕円形 １�００ × ０�８８ ３０ 平坦 外傾 自然 － 不明

３７５ Ｋ１６ｈ３ Ｎ－３１°－Ｗ 楕円形 ０�４０ × ０�３４ ２０ 皿状 緩斜 － － 不明 SK３７６�本跡

―３４１―



� 溝跡（第２７０・２７１図，付図）

今回の調査で，時期・性格ともに不明の溝跡１６条が確認されている。これらの溝跡については，土層断

面図，実測図，土層解説，一覧表を遺構順に掲載し，平面図については遺構全体図（付図）で掲載するに

とどめる。

第１号溝跡土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック微量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黄 褐 色 ローム粒子多量
４ 黒 褐 色 細礫多量，ローム粒子少量

第３号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２号溝跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，砂粒微量
５ にぶい黄褐色 炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化物微量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，炭化物微量
８ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 ローム粒子・炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

３７６ Ｋ１６ｈ３ Ｎ－１０°－Ｗ［楕円形］ （０�４０）× ０�３４ ５２ 皿状 外傾 － － 不明 本跡�SK３７５

３７７ Ｋ１６ｇ３ － 円形 ０�４０ × ０�４０ １６ 皿状 緩斜 － － 不明

３７８ Ｌ１６ｂ９ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ０�４６ × ０�４０ ４６ 皿状 外傾 － － 不明

３７９ Ｌ１６ｂ９ － 円形 ０�４６ × ０�４６ １０ 皿状 緩斜 － － 不明

３８０ Ｋ１６ｈ６ － ［円形］ （０�６０）× ０�５８ ２４ 皿状 緩斜 人為 － 不明 本跡�SK３８１

３８１ Ｋ１６ｈ６ Ｎ－４５°－Ｅ 楕円形 ０�６２ × ０�５４ ３８ 皿状 外傾 人為 － 不明 SK３８０�本跡

３８２ Ｋ１６ｈ５ Ｎ－５５°－Ｅ ［円形］ ０�６８ ×（０�５０） ４２ 皿状 外傾 － － 不明 本跡�SK３８３

３８３ Ｋ１６ｈ５ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 ０�６０ × ０�５２ ６６ 皿状 外傾 － － 不明 SK３８２�本跡

３８５ Ｋ１６ｈ６ Ｎ－３°－Ｗ 楕円形 ０�６２ × ０�４４ ３８ 皿状 外傾 － － 不明

３８６ Ｋ１６ｉ５ － 円形 ０�５８ × ０�５４ ３４ 皿状 外傾 － － 不明

３８７ Ｋ１６ｉ５ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 ０�５２ × ０�４６ ４０ 皿状 外傾 － － 不明

３８８ Ｋ１６ｈ５ Ｎ－８１°－Ｅ 楕円形 ０�３２ × ０�２８ ２０ 皿状 緩斜 － － 不明

３８９ Ｋ１６ｈ５ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�４２ × ０�３６ １４ 皿状 緩斜 － － 不明

３９０ Ｋ１６ｉ５ － 円形 ０�４６ × ０�４４ ２６ 皿状 緩斜 － － 不明

３９１ Ｋ１６ｈ４ Ｎ－４９°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�３８ ４０ 皿状 外傾 － － 不明 SK４０４�本跡

３９２ Ｋ１６ｉ５ － 円形 ０�５０ × ０�５０ ３０ 皿状 外傾 － － 不明

３９３ Ｋ１６ｊ６ Ｎ－４３°－Ｅ 楕円形 ０�３２ × ０�２８ ３６ 皿状 外傾 － － 不明

３９４ Ｋ１６ｊ８ Ｎ－２４°－Ｅ 楕円形 ０�５４ × ０�４２ ５２ 二段 外傾 自然 － 不明

３９６ Ｌ１６ｂ８ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 ０�５６ × ０�５０ １６ 皿状 緩斜 － － 不明

３９７ Ｌ１６ｂ８ － 円形 ０�４８ × ０�４６ ２８ 皿状 緩斜 － － 不明

３９８ Ｌ１６ｃ８ Ｎ－１５°－Ｅ 不整楕円形 ０�５２ × ０�４６ ２８ 凹凸 緩斜 － － 不明

３９９ Ｌ１６ｃ８ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 ０�５０ × ０�４４ ２０ 皿状 緩斜 － － 不明

４００ Ｌ１６ｃ７ Ｎ－８７°－Ｅ 不整楕円形 ２�４６ × １�３６ １０６ 凹凸 外傾 人為 － 不明

４０１ Ｋ１６ｇ４ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�３４ ３２ 皿状 外傾 － － 不明

４０２ Ｋ１６ｇ５ － 円形 ０�５８ × ０�５６ １２ 皿状 緩斜 自然 － 不明

４０３ Ｋ１６ｇ４ Ｎ－８°－Ｗ 楕円形 ０�５４ × ０�４８ ５０ 皿状 外傾 － － 不明

４０４ Ｋ１６ｈ４ － ［円形］ ０�５４ ×（０�４０） ２６ 皿状 緩斜 － － 不明 本跡�SK３９１

４０５ Ｋ１４ｆ７ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 １�５０ × ０�９４ ５０ 平坦 外傾 － － 不明

４０６ Ｋ１４ｆ６ Ｎ－４２°－Ｗ 長方形 １�４８ × ０�９４ １０ 平坦
ピット有 緩斜 － － 不明 SD１４�本跡

４０７ Ｋ１６ｉ５ Ｎ－４９°－Ｗ 楕円形 ０�５２ × ０�３４ ５６ 皿状 外傾 － － 不明

４０９ Ｋ１５ｅ２ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 １�１６ × ０�８０ １４ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明

４１０ Ｋ１５ｃ３ Ｎ－１２°－Ｗ 楕円形 １�１８ × ０�９２ ３０ 平坦 外傾 － 土師器 不明

４１１ Ｋ１５ｂ３ Ｎ－５９°－Ｗ 楕円形 １�６０ × ０�５２ １２ 平坦 緩斜 人為 土師器 不明 SD１６�本跡

４１３ Ｋ１６ｉ７ － ［円形］ ０�９２ ×（０�８０） ６４ 平坦 外傾 人為 － 不明

―３４２―



第２７０図 第１～３・５・８・１０～１３・１５号溝跡実測図
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第２７１図 第１７～２２号溝跡実測図

第５号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第８号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１０号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，

焼土粒子微量
４ にぶい黄褐色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ にぶい黄橙色 焼土粒子・炭化粒子微量

第１１号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化物微量
５ 暗 褐 色 炭化粒子少量，砂粒微量
６ 暗 褐 色 炭化粒子・砂粒微量
７ 灰 黄 褐 色 砂粒少量，炭化粒子・粘土粒子多量
８ 灰 黄 褐 色 砂粒少量，炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 砂粒少量，炭化物微量

第１２号溝跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第１３号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

第１５号溝跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第１７号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量
４ 褐 色 砂質粘土粒子多量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

少量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化

粒子微量
１０ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

第１８号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 焼土粒子少量

第１９号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２０号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 炭化粒子微量

第２１号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第２２号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 粘土ブロック多量
３ 黒 褐 色 炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

―３４４―



� 遺構外出土遺物（第２７２～２７６図）

今回の調査で，表土層等から遺構に伴わない遺物が出土している。ここでは，土器（縄文土器・弥生土

器・土師器・須恵器・灰釉陶器・土師質土器・陶器・青磁），土製品（土器片錘・紡錘車），瓦（丸瓦・平

瓦），石器（石鏃），石製品（双孔円板），古銭など特徴的な遺物について，実測図及び遺物観察表で掲載

する。

表２２ 時期不明溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面形 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係（古�新）長さ（ｍ） 上幅（ｍ） 下幅（ｍ） 深さ
（�）

１ Ｈ１３ｊ１～Ｉ１２ｂ９ Ｎ－３５°－Ｅ 直線状 （１０�５４）１�００～２�４４０�１２～０�５２１０～２５ 浅いＵ字形 人為 土師器，須恵器，
土師質土器 本跡�SK１８

２ Ｉ１３ｃ２～Ｉ１２ｄ０ Ｎ－４１°－ＥＮ－４５°－Ｗ Ｌ字状 （１３�７２）１�１０～２�７８０�７５～１�０７３０～６５ 浅いＵ字形逆台形 人為 土師器，須恵器 本跡�SD５

３ Ｉ１３ｆ５～Ｉ１３ｇ０ Ｎ－８０°－Ｗ 直線状 （１９�６０）０�２６～１�２２０�１３～０�７３ ６～３０ 浅いＵ字形 人為 土師器，須恵器 SI２０�本跡

５ Ｉ１３ｂ１～Ｉ１２ｃ０ Ｎ－４４°－Ｅ 直線状 （８�７５）０�８２～１�４５０�１８～０�４６３２～３５ 浅いＵ字形 人為 土師器，須恵器 SD２�本跡

８ Ｉ１３ｇ８～Ｉ１３ｈ０ Ｎ－７４°－Ｗ 直線状 （１０�０２）０�１４～０�４７０�０５～０�３４ ６～１０ 浅いＵ字形 不明 土師器，須恵器 SI２０�本跡�堀１

１０ Ｊ１３ｄ９～Ｌ１６ｇ５ Ｎ－５２°－Ｗ 直線状 （９８�４０）０�４９～１�６２０�２２～０�９０１８～３８ 浅いＵ字形 自然
土師器，須恵器，
土師器質土器，陶
器，磁器

SI１５・４２・４７・４８・１０２・
１０３，SE１，SD１６�本跡�SK
２３１，SD１２・１５・１８

１１ Ｋ１５ｊ４～Ｌ１４ｅ０ Ｎ－４４°－Ｅ 直線状 （２５�７６）１�７７～４�２４０�８７～２�３４ ２７ 逆台形 自然 土師器，須恵器，灰
釉陶器，陶器，磁器 SI７６，SK１４７�本跡

１２ Ｋ１４ｂ７～Ｋ１４ｆ３ Ｎ－４８°－Ｅ 直線状 （２２�１２）０�４０～１�５８０�１０～０�４０１０～３８ 浅いＵ字形 自然 土師器，須恵器 SI９４・９５�本跡�SD１０

１３ Ｋ１４ｈ６～Ｋ１４ｉ５ Ｎ－４９°－Ｅ 直線状 （４�７３）０�４４～０�６８０�３５～０�６３ １０ 逆台形 自然 土師器，須恵器 SI９１・９２�本跡

１５ Ｋ１４ａ６～Ｋ１４ｆ２ Ｎ－４３°－Ｅ 直線状 （２１�７１）０�６０～１�８２０�１９～１�３０１１～１７ 浅いＵ字形逆台形 自然 土師器，須恵器，
陶器 SI９５�本跡�SK２３５，SD１０

１７ Ｋ１５ａ３～Ｋ１４ｃ０ Ｎ－５９°－Ｅ 直線状 １６�１６ ０�６０～１�３２０�３４～０�８４４０～４２ Ｕ字形 人為 土師器，須恵器 SI１０６�本跡

１８ Ｉ１４ｊ１～Ｊ１３ｇ５ Ｎ－５０°－Ｅ 直線状 （３７�６２）０�３５～１�６２０�１２～０�８５２８～５０ Ｕ字形 自然 土師器，須恵器 堀１，SK２００�本跡�SK２３１，
SD１０

１９ Ｌ１５ｈ７～Ｌ１５ｊ６ Ｎ－４３°－Ｅ 直線状 （６�７８）１�８６～２�１８０�５２～０�６６３４～４０ 浅いＵ字形 人為 土師器，須恵器

２０ Ｌ１５ｆ４～Ｌ１５ｇ３ Ｎ－５０°－Ｅ 直線状 ４�５４ ０�４８～１�０４０�３０～０�７６ １５ 逆台形 自然 土師器，須恵器 SK１３３�本跡

２１ Ｉ１３ｃ４～Ｉ１３ｄ５ Ｎ－７°－Ｗ 直線状 （２�２０）０�３７～０�５５０�２８～０�４０ ９～１２ 逆台形 自然 土師器，須恵器

２２ Ｋ１５ｂ３～Ｋ１５ｃ２ Ｎ－５６°－Ｅ 直線状 ６�９３ ０�２６～０�５２０�１２～０�３０１６～４３ Ｕ字形 人為 土師器，須恵器

旧石器時代遺構外出土遺物観察表（第２７２図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１６ 縦長剥片 ７�８ ２�９ １�９ ４０�８ 安山岩 表面多方向から剥離痕 ２面に礫面が残る Ｉ１３区表土 PL４７

縄文時代遺構外出土遺物観察表（第２７２・２７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

４８７ 縄文土器 深鉢［３１�０］（３９�９） －
長石・石英・
雲母

にぶい
赤褐

普通 外面無文 口縁部に突起貼り付け
Ｋ１５ｅ６区
表土

８０％ PL４１
中期前半
（阿玉台�ｂ～�式）

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

TP６ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部横位の沈線文，爪形状刺突文を施文 Ｊ１３区表土 PL４４
早期前半（田戸下層式）

TP７ 縄文土器 深鉢
長石・石英・雲母
・繊維

にぶい黄褐 普通 波状口縁 口縁部縦位の微隆起線文，微隆起線
上に絡条体圧痕文 外・内面貝殻条痕文を施文

Ｉ１３ｆ７区
表土

PL４４
早期後半（野島式）

TP８ 縄文土器 深鉢
長石・石英・雲母
・繊維

にぶい黄褐 普通
波状口縁 口唇部絡条体圧痕文 口縁部縦位・
横位の微隆起線文，微隆起線上に絡条体圧痕文
外・内面貝殻条痕文を施文

Ｉ１３区表土
PL４４
早期後半（野島式）
TP２と同一個体ヵ

TP９ 縄文土器 深鉢
長石・石英・雲母
・繊維

にぶい黄褐 普通
口唇部絡条体圧痕文 口縁部横位の微隆起線
文，微隆起線上に絡条体圧痕文 外・内面貝殻条
痕文を施文 補修孔有り

Ｉ１３区表土
PL４４
早期後半（野島式）
TP２と同一個体ヵ

TP１０縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 口縁端部絡条体圧痕文 口縁部横位の微隆起線
文 内面貝殻条痕文を施文 Ｉ１３区表土 PL４４

早期後半（野島式）

TP１１縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 普通 波状口縁 口縁部横位の沈線文，爪形状刺突文
を施文

Ｋ１５ｂ７区
表土

PL４４
前期後半（浮島�式）

―３４５―



第２７２図 遺構外出土遺物実測図�
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第２７３図 遺構外出土遺物実測図�
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第２７４図 遺構外出土遺物実測図�
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第２７５図 遺構外出土遺物実測図�
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第２７６図 遺構外出土遺物実測図�

―３５０―



番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

TP１２縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 普通 波状口縁 口縁部横位の沈線文，爪形状刺突文
を施文

Ｋ１５ｂ７区
表土

PL４４前期後半（浮島�式）
TP６と同一個体ヵ

TP１３縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部横位の沈線文，押引文を施文 Ｋ１５ｄ６区
表土

PL４４
前期後半（浮島�式）

TP１４縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 普通 波状口縁 口縁部単節縄文ＬＲ，沈線文を施文
沈線区画内磨消 SK５２覆土中 PL４４

晩期後半（前浦式）

TP１５縄文土器 浅鉢 長石・石英 にぶい赤褐 普通 波状口縁 口縁部単節縄文ＬＲ，沈線文を施文
沈線区画内磨消 内面太い沈線文を施文 Ｊ１３区表土 PL４４

晩期後半（前浦式）

TP１６縄文土器 浅鉢 長石・石英 にぶい赤褐 普通 波状口縁 口縁部単節縄文ＬＲ，沈線文を施文
沈線区画内磨消 内面太い沈線文を施文 Ｌ１５区表土 PL４４

晩期後半（前浦式）

TP１７縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄褐 普通 口縁端部小突起 口縁部横位の沈線文を施文 Ｌ１５区表土 PL４４
晩期後半（大洞Ａ式）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１４７ 土器片錘 ５�６ ３�５ ０�９ ２３�１ 長石・石英 縄文土器片転用 両端切り込み SI７４覆土中 PL４７

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１７ 石鏃 ２�６ （１�８） ０�８ （２�６） チャート 無茎 両面多方向から剥離痕 Ｉ１３区表土 PL４８

Ｑ１８ 石鏃 ２�２ （１�４） ０�４ （１�１） チャート 無茎 両面多方向から剥離痕 Ｉ１３区表土 PL４８

Ｑ１９ 石鏃 ３�７ １�４ ０�６ １�９ 頁岩 有茎 両面多方向から剥離痕 Ｊ１４ｇ１区
表土 PL４８

Ｑ２０ 石鏃 （１�８） １�２ ０�５ （０�５） 頁岩 有茎 両面多方向から剥離痕 Ｋ１４ｂ１区
表土 PL４８

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１４８ 紡錘車 （３�９）（１�８） － （１２�３）長石・石英 表面棒状工具による刺突文 SI５５覆土中 PL４７

古墳時代遺構外出土遺物観察表（第２７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４８８ 土師器 坏 １３�６ ３�９ － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面横位のヘラ削り 内面ナデ後，放射状のヘラ磨き Ｉ１３区表土 ８０％

４８９ 土師器 椀 ８�６ ４�５ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面横位のヘラ磨き 内面ナデ Ｊ１４ｊ１区
表土 ８０％

４９０ 土師器 甕 １９�０ ２９�２ ８�６ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面下半・底部ヘラナデ 内面ナデ 輪積痕 Ｌ１５区表土 ８０％ PL４０

４９１ 土師器 手捏土器 ４�６ ６�０ ５�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 内・外面指頭圧痕 底面に板目状圧痕 Ｉ１３区表土 １００％

４９２ 土師器 手捏土器 ６�６ ２�６ ４�４ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 外面指頭圧痕 内面・底部ナデ Ｊ１４区表土 ８０％ PL４２

４９３ 土師器 手捏土器 ９�２ ４�１ ７�６ 長石・石英・雲母 橙 普通 内・外面指頭圧痕 Ｊ１５ｊ５区
表土 ９５％ PL４２

４９４ 土師器 手捏土器 ８�０ ３�４ ６�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 内・外面指頭圧痕 底面に板目状圧痕 Ｋ１５ｂ７区
表土 ９５％ PL４２

４９５ 土師器 手捏土器 ６�６ ４�７ ［３�６］長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 内・外面指頭圧痕 Ｋ１５ｂ７区
表土 ７０％ PL４２

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２１ 双孔円板（２�３） ４�２ ０�５ （８�５） 滑石 端部欠損 Ｊ１３区表土 PL４７

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ４６ 耳環 １�９７ １�９ ０�５９ （５�２） 銅・金 銅芯 一部塗金遺存 Ｋ１４ｂ０区
表土 PL４９

奈良時代遺構外出土遺物観察表（第２７４・２７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４９６ 須恵器 高台付坏 － （２�０） ６�６ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 底部外面
ヘラ書き『木』 Ｊ１３区表土 ２０％

４９７ 須恵器 高盤 ２４�４（１０�５） － 長石・石英 灰 良好 ４孔式脚部 盤部下端ナデ後，脚貼り付け Ｉ１３ｆ５区
表土 ７０％ PL３４

４９８ 須恵器 蓋 １９�０ ４�６ － 長石・石英 灰 良好 天井部回転へラ削り後，つまみ貼り付け Ｉ１３ｆ５区
表土 ９５％

４９９ 須恵器 小形
短頸壺 ６�２ ６�９ ５�２ 長石・石英 黄灰 良好 体部下端・底部手持ちへラ削り 焼成後，頸部

に５孔穿孔
Ｉ１３ｆ５区
表土 ９５％ PL３７

５００ 須恵器 円面硯 － （１�５） － 長石・石英・黒色粒子 灰オリーブ 良好 硯部外縁に鋭い縁帯 Ｉ１３区表土 ５％

弥生時代遺構外出土遺物観察表（第２７３図）

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

TP１８弥生土器 壺 長石・石英 にぶい橙 普通 折り返し口縁 口縁端部絡条体圧痕文を施文 SI５５覆土中 PL４４ 後期後半（南関東系）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

５０１ 須恵器 円面硯 － （５�５） － 長石・石英・黒色粒子 灰オリーブ 良好 脚部に１条の鋭い沈線 Ｉ１３区表土 ５％ ５００と
同一個体ヵ

５０２ 須恵器 円面硯 － （４�６） － 長石・石英・針状鉱物 灰 良好 脚部に３条以上の鋭い沈線 Ｉ１３区表土 ５％

５０３ 須恵器 円面硯 － （２�０）［１６�６］長石・石英・黒色粒子 灰黄褐 良好 脚部に３条以上の鋭い沈線 Ｋ１４区表土 ５％

５０４ 須恵器 宝珠硯ヵ［１７�２］ ３�４［１４�４］長石・石英・針状鉱物 灰黄 良好 底部ナデ後，高台貼り付け Ｋ１５区表土 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

Ｔ４ 丸瓦 （３４�７）１８�０ ２�５ （２８２０�０）長石・石英・雲母 玉縁付 凸面ナデ 凹面布目 Ｉ１３ｄ２区
表土 PL５０

Ｔ５ 丸瓦 （８�６）（９�５） １�５ （１８７�０）長石・石英 玉縁付 凸面ナデ 凹面布目 Ｉ１３ｄ２区
表土

Ｔ６ 平瓦 （１０�８）（１１�４） １�７ （２２３�０）長石・石英・雲母 凹面布目 桶巻痕 凸面短縄叩き Ｉ１３区表土

平安時代遺構外出土遺物観察表（第２７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

５０５ 灰釉陶器 椀 － （３�８）［６�６］緻密 釉にぶい黄橙
胎土灰黄褐 良好

底部回転糸切り後，高台貼り付け 上半
内・外面灰釉浸し掛け

Ｌ１５ｈ８区
表土

２０％
折戸５３号窯段階

５０６ 灰釉陶器 平瓶 ［６�６］（４�８） － 緻密 釉灰黄
胎土灰黄 良好 口縁部内・外面灰釉を施釉

Ｉ１３ｈ８区
表土

５％
黒笹１４号窯段階

５０７ 灰釉陶器 長頸瓶 － （２�０） ８�０ 緻密 釉灰オリーブ
胎土浅黄 良好

体部外面下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ
削り後，高台貼り付け 外面灰釉を施釉

Ｋ１５ｂ８区
表土

１０％
黒笹１４号窯段階

中世遺構外出土遺物観察表（第２７５・２７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

５０８ 土師質土器 皿 ［１４�０］（３�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部二段の横ナデ 体部・内・外面ナデ Ｉ１４区表土 ２０％

５０９ 土師質土器 小皿 ８�２ １�９ ５�８ 長石・石英・雲母 黒褐 普通 底部回転糸切り 内・外面油煙付着 灯明皿
として使用 SI３３覆土中 ６０％

５１０ 土師質土器 小皿［８�０］ ２�０ ４�８ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 底部回転糸切り痕を残すナデ 内底面周縁に
沈線状のナデ Ｊ１４区表土 ４０％

５１１ 土師質土器 小皿［７�０］ ２�０ ５�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 口縁部内・外面油煙付着
灯明皿として使用 Ｊ１４区表土 ４０％

５１２ 土師質土器
柱状
高台付皿

－ （２�２） ５ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 柱状高台部回転糸切り 底面に棒状圧痕 Ｋ１５区表土 ２０％

５１３ 瓦質土器 火舎 － （４�６） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内・外面横ナデ 右巴文・珠文・八弁菊
花文の印花 ２条の沈線が巡る Ｊ１４区表土 ５％

５１４ 陶器 平椀［１４�８］（４�１） － 緻密 釉オリーブ
胎土灰黄 良好

体部下半回転ヘラ削り 内・外面灰釉を
施釉 底部露胎

Ｉ１３ｊ７区
表土

１０％
古瀬戸後�期

５１５ 陶器
天目
茶椀

－ （３�２）［４�２］緻密 釉オリーブ黒
胎土浅黄橙 良好

体部下半回転ヘラ削り 底部高台削り出し
内・外面鉄釉を施釉 底部露胎

Ｋ１４区表土
１０％
古瀬戸後�期

５１６ 陶器
折縁
小皿

［１１�６］ ２�５ ［６�２］緻密 釉オリーブ黄
胎土浅黄 良好

底部高台削り出し 口縁部内・外面灰釉
を施釉

Ｊ１３区表土
２０％
古瀬戸後�期

５１７ 陶器 卸皿 － （１�７）［９�２］緻密 釉オリーブ黄
胎土灰白 良好

底部回転糸切り 内・外面灰釉を施釉
底部露胎

Ｋ１５ｅ３区
表土

１０％
古瀬戸後�期

５１８ 陶器
折縁
深皿

［３０�８］（４�４） － 緻密 釉灰オリーブ
胎土灰白 良好 内・外面灰釉を施釉 Ｊ１４区表土

５％
古瀬戸後�期

５１９ 陶器
折縁
深皿

［２７�６］（４�３） － 緻密 釉オリーブ黄
胎土浅黄 良好

口縁部から体部上半外面・内面灰釉を施
釉

Ｋ１６ｅ６区
表土

５％
古瀬戸後�期

５２０ 陶器
袴腰形
香炉

［１５�０］（３�９） － 緻密 釉灰黄
胎土浅黄 良好

体部下端回転ヘラ削り 口縁部から体部
上半外面・口縁部内面鉄釉を施釉

Ｍ１５区表土
１０％
古瀬戸後�期

５２１ 陶器
筒形
香炉

［１１�４］ ４�４ ［８�０］緻密 釉オリーブ黄
胎土灰黄 良好

体部下端回転ヘラ削り 底部周縁に足貼り付け
口縁部から体部上半外面・口縁部内面灰釉を施釉

SI１０９覆土中
１０％
古瀬戸後�期

５２２ 陶器 瓶子 － （４�５） － 緻密・長石 釉灰黄
胎土浅黄 良好 草葉文をヘラ描き 外面灰釉を施釉 Ｉ１３区表土

５％
古瀬戸中期

５２３ 陶器 片口鉢［３６�０］（４�９） － 長石・石英 灰赤 良好 体部外面縦位のヘラナデ �類 Ｋ１５ｂ７区
表土

５％
常滑９型式

５２４ 陶器 片口鉢［３２�０］（６�０） － 長石 にぶい橙 良好 体部外面縦位のヘラナデ �類 Ｌ１５区表土 ５％
常滑１０型式

５２５ 陶器 片口鉢［２８�０］（３�８） － 長石・石英 にぶい黄褐 良好 体部外面縦位のヘラナデ �類 表採 ５％
常滑１０型式

５２６ 陶器 玉縁口縁
壺 ［１２�２］（４�７） － 長石・石英 暗赤褐 良好 口縁部内・外面横ナデ 外面自然釉 Ｉ１３区表土 ５％

常滑１１型式

５２７ 青磁 碗 ［１１�２］（２�１） － 精良 釉明緑灰
胎土灰白 良好

体部外面に鎬蓮弁文を陽刻 内・外面施
釉

Ｋ１４区表土
５％
龍泉窯

５２８ 青磁 碗 － （１�５）［５�０］精良 釉灰オリーブ
胎土灰白 良好 底部高台削り出し 内面施釉 Ｊ１３区表土

１０％
龍泉窯
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今回の調査で，田島遺跡（三面寺地区）は古墳時代から中世にかけての複合遺跡であり，古墳時代から平安時

代にかけては集落，中世には墓地であったことが確認できた。ここでは，当遺跡の中心となる古墳時代から平

安時代にかけて，時期ごとに住居跡の在り方から集落の構造と変遷について若干の考察を行ないまとめとする。

なお，平成１５・１６年度に調査された田島遺跡（田島下地区）１），および平成１８年度に調査された田島遺跡（南

光院地区・南光院下地区）２）は本地区と同一遺跡として取り扱われているが，集落としては地形から今回の調査

区と区別すべきものと判断したことから，今回の調査成果には加味していない。

１ 住居跡の分布と変遷について

� 古墳時代

当時代の遺構は，竪穴住居跡５２軒，土坑２基が確認された。これらの遺構は，標高１５ｍの河岸段丘上位か

ら標高７ｍの下位段丘にかけて位置している。住居跡は，出土土器の様相３）から以下の８時期に区分できる

（第２７７図）。

第１期は第１４・２５・３７・６５・７７号住居跡の５軒が該当し，出土土器から４世紀代に比定できる。いずれも

調査区南東端の中位段丘に位置し，東西４０ｍの範囲に４～１２ｍの間隔で分布している。分布状況から一つの

グループをなしているとみられるが，住居跡は調査区域外の南東側にも存在している可能性がある。

第２期は第１７号住居跡の１軒が該当し，出土土器から５世紀後葉に比定できる。第１７号住居跡は比較的規

模が大きく，いわゆる初期竈を有し，当集落に竈が導入された時期のものであるが，今回の調査で確認でき

たのは１軒のみであり，集落の中心は調査区域外の南東部にあるものとみられる。

第３期は第１５・２４・２９・４３・４４・４７・１０３・１１１・１１２号住居跡の９軒が該当し，出土土器から６世紀前葉

に比定できる。これらの住居跡は，いずれも中位段丘から下位段丘にかけて存在しているが，分布状況から

調査区の南部に位置する第１５・２４・２９号住居跡の３軒，中央部に位置する第４３・４４・４７・１０３・１１２号住居跡

の５軒，および北部に位置する第１１１号住居跡の３グループに分けることができる。南部の３軒は，２～１３

ｍの間隔で方向を同じくして分布しているが，分布状況から調査区域外の南東部にもこのグループに属する

住居跡が存在しているものとみられる。中央部の５軒は，東西４０ｍ，南北３４ｍの範囲に８～１５ｍの間隔で，

超大形の第１０３号住居跡を中心としてＬ字状に分布している。分布状況から調査区域外の北東部にもこのグ

ループに属する住居跡が存在している可能性がある。北部の１軒は，中央部の北端に位置している第４３号住

居跡から２５ｍ北方に位置し，調査区域外の北東部に存在が想定できる住居跡とグループをなしているものと

みられる。

第４節 ま と め

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 材質 初鋳年 特 徴 出土位置 備考

Ｍ４７ 開元通寳 ２�４１ ０�６８ ０�０８ ２�８０ 銅 ６２１ 唐銭 真書 無背 Ｌ１６区表土 PL４９

Ｍ４８ 天聖元寳 ２�３４ ０�６３ ０�０９（１�４２） 銅 １０２３ 北宋銭 篆書 無背 Ｌ１６区表土

Ｍ４９ 嘉祐元寳 ２�４０ ０�７３ ０�１３（２�３０） 銅 １０５６ 北宋銭 真書 無背 Ｉ１３ｆ５区
表土

Ｍ５０ 熈寧元寳 ２�３３ ０�７５ ０�１０ ２�２８ 銅 １０６８ 北宋銭 真書 無背 Ｌ１６区表土

Ｍ５１ 景定元寳 ２�４７ ０�６６ ０�１０ ２�４０ 銅 １２６０ 南宋銭 真書 背元 Ｊ１４区表土

Ｍ５２ 永楽通寳 ２�４７ ０�５７ ０�１４ ３�８８ 銅 １４０８ 明銭 真書 無背 Ｊ１４区表土 PL４９

Ｍ５３ 永楽通寳 ２�４７ ０�５７ ０�１７ ５�１５ 銅 １４０８ 明銭 真書 無背 Ｊ１４区表土 PL４９
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この時期の住居跡は，確認できただけで３グループあり，前期にはみられなかった北部へ拡散し，集落が

拡大している様相が看取できる。また，住居跡の方向は概ね同じであるが，竈が付設されている位置は北西

壁，北東壁および南東壁で，竈の煙道部も壁外へ掘り込まれているものとそうでないものがあり，統一性が

みられない。第１０３号住居跡は一辺が約９ｍと超大形で，出土土器のなかに東海地方から搬入された須恵器

坏身・坏蓋４）がみられることから，当集落における中心的な人物の住居とみられる。

第４期は第２・８・２０・２２・３０・４２・４８・６３・１０６・１０９号住居跡の１０軒が該当し，出土土器から６世紀中

葉に比定できる。これらの住居跡は，分布状況から調査区の南部に位置する第４２・６３号住居跡の２軒，南東

部に位置する第２２・１０９号住居跡の２軒，中央部に位置する第３０・４８・１０６号住居跡の３軒および北部に位置

する第２・８・２０号住居跡の３軒の４グループに分けることができる。南部の２軒は約１０ｍの間隔で存在し，

分布状況から南東部の調査区域外に存在が想定される住居跡と数軒でグループをなしていた可能性がある。

南東部に位置する２軒は４ｍの間隔で東西に存在し，分布状況から東部の調査区域外に存在が想定される住

居跡と数軒でグループをなしていた可能性がある。中央部の３軒は１０～２４ｍの間隔でＬ字状に分布している。

分布状況から東部の調査区域外に存在が想定される住居跡と数軒でグループをなしていた可能性がある。北

部の３軒は，標高１４ｍの等高線に沿って３～１６ｍの間隔で分布している。このグループも，分布状況から北

東部の調査区域外に存在が想定される住居跡と数軒でグループをなしていた可能性がある。

この時期の住居跡も，確認できただけで４グループあり，前期よりさらに北部へ拡大しているものとみら

れる。この時期から，竈の煙道部は壁外への掘り込みを有するものに統一される。また，前期までみられた

貯蔵穴が設けられていない住居が増加している。

第５期は第６・３２・３４・５５・７１・７６・９５・１００号住居跡の８軒が該当し，出土土器から６世紀後葉に比定

できる。これらの住居跡は中位段丘から低位段丘にかけて存在し，分布状況から南部に位置する第５５号住居

跡，中央部に位置する第６・３２・３４・７１・９５号住居跡の５軒，および中央部と南部との中間に位置する第７６・

１００号住居跡の２軒の３グループに分けることができる。南部の第５５号住居跡は，当期の住居跡のなかでは

最大規模で，その南側が調査区域外であるためグループ構成は不明であるが，数軒からなるグループの中核

的な住居とみられる。南部と中央部との中間に位置する２軒は，第５５号住居跡から３０ｍ，中央部のグループ

から４０ｍに位置し，１０ｍの間隔で２軒が東西に並んでいる。２軒のみの可能性もあるが，西側の調査区域外

にグループをなす住居跡が存在する可能性がある。中央部の４軒は，東西２０ｍ，南北４０ｍの範囲に２～１７ｍ

の間隔で，大規模な第７１号住居跡を中心として分布している。

この時期の住居跡も，確認できただけで３グループあるが，前期に存在した北部にはみられないことから，

南部へ移動したか縮小したことなどが想定できる。竈の付設される位置は西ないし北西壁に統一され，貯蔵

穴も第５５号住居跡を除いて設けられていない。

第６期は第３・９・１１・１８・２６・５４・７４・７５号住居跡の８軒が該当し，出土土器から７世紀前葉に比定で

きる。これらの住居跡は，南部に位置する第２６号住居跡，そこから３０ｍ北方に位置する第９・１１号住居跡の

２軒，その西方３０ｍに位置する第７４・７５号住居跡の２軒，そこから５８ｍ北方の中央部に位置する第５４号住居

跡，さらに北方２３ｍに位置する第３号住居跡，さらに北方３５ｍの北部に位置する第１８号住居跡の６グループ

に分けることができる。第９・１１号住居跡は８ｍ，第７４・７５号住居跡は３ｍの間隔をもってそれぞれ東西に

並んでいるが，ほかはいずれも単独で，第５４・６・１８号住居跡はほぼ直線で南北に位置している。南部の第

２６号住居跡と北部の第１８号住居跡は調査区域外に位置する住居跡とグループを形成している可能性もある

が，単独あるいは２軒からなるグループが散在している状況である。軒数は前期と同じであるが，前期まで
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の住居跡の在り方とは状況を異にしている。調査区域外の台地上の様相が不明であるので断定はできないが，

地形的に斜面に位置していることから集落の外周部にあたる可能性がある。

第７期は第１０・１６・５１・７８・１１３号住居跡の５軒が該当し，出土土器から７世紀中葉に比定できる。これ

らの住居跡は南部に位置する第１６・７８号住居跡，そこから４０ｍ北方に位置する第１０・１１３号住居跡，中央部

に位置する第５１号住居跡の３グループに分けることができる。南部の２軒は１７ｍの間隔，その北側の２軒は

３ｍの間隔で，概ね南北に並んでいる。住居跡の在り方は前期を踏襲しているとみられるが，軒数は前期よ

り減少していることから集落はやや衰退した可能性がある。

第８期は第２８・３８・４９・６８・９７・９８号住居跡の６軒が該当し，出土土器から７世紀後葉に比定できる。こ

れらの住居跡は南部に位置する第２８・６８号住居跡の２軒，中央部に位置する第３８・４９・９７・９８号住居跡の４

軒の２グループに分けることができる。南部の２軒は１４ｍの間隔で，ほぼ東西に分布している。分布状況か

ら南部の調査区域外に存在が想定される住居跡と数軒でグループをなしていた可能性がある。中央部の４軒

は，東西３０ｍ，南北４０ｍの範囲に１０～１５ｍの間隔で分布している。前期とは異なり，住居跡がまとまりをみ

せている。

当時代の住居跡の在り方は時期によって異なり，若干の盛衰があったようであるが，南部と中央部には各

時期をとおして住居が営まれており，集落の中心的な位置であったことが窺える。

� 奈良時代

当時代の遺構は，竪穴住居跡３２軒，掘立柱建物跡３棟，土坑２基が確認された。これらの遺構も前時代と

同様に標高１５ｍの河岸段丘上位から標高７ｍの下位段丘にかけて位置している。住居跡は，出土土器の様相５）

から以下の３時期に区分でき，時期名は古墳時代から通して第９期からとする（第２７７図）。

第９期は第５・１３・２３・３１・４５・５７・７２・７３・８２・１１０号住居跡の１０軒が該当し，出土土器から８世紀前

葉に比定できる。これらの住居跡は南半部に２２～３５ｍの間隔で散在している第１３・２３・５７・７３・８２・１１０号

の各住居跡と，中央部のやや北側８～１４ｍの間隔で３角形状のまとまりをみせている第３１・４５・７２号住居跡，

及び北部に単独存在する第５号住居跡の３グループに分けることができる。前者の５軒は，その在り方から

単独で存在していたと考えられる。住居跡は，古墳時代の第８期より北側に移動している。

第１０期は第１２・３５・４０・４６・６４・８１・９２・１０４号住居跡の８軒が該当し，出土土器から８世紀中葉に比定

できる。これらの住居跡は，南部に位置する第６４号住居跡，その北方４０ｍに位置する第１２・４０号住居跡，中

央部のやや南側に位置する第８１・９２・１０４号住居跡の３軒，中央部のやや北側に位置する第３５・４６号住居跡

の２軒の４グループに分けられる。南部に位置する第６４号住居跡は，南側の調査区域外にグループをなす住

居跡が存在する可能性がある。それ以外のグループは６～２０ｍの間隔で存在し，その在り方から２，３軒で

グループを形成していたものとみられる。

第１１期は第７・２７・３６・５２・５３・５６・６１・６６・７９・８５・９１・９４・１０２・１０８号住居跡の１４軒と第５・６・７

号掘立柱建物跡の３棟が該当し，出土土器から８世紀後葉に比定できる。これらの住居跡は，南部に８～２２

ｍの間隔で存在する第２７・５６・６１号住居跡，中央部に４～１２ｍと間隔をおいて存在する３６・５２・５３・８５・９１・

９４・１０２号住居跡の７軒と第６号掘立柱建物跡および北部に位置する第７号住居跡と第５号掘立柱建物跡は

一定のまとまりをみせているが，南部と中央部の中間に位置する第６６・７９・１０８号住居跡は，それぞれが単

独で散在している。北部に位置する住居跡と掘立柱建物跡は，東側の調査区域外に存在が想定される住居跡

とグループを形成している可能性がある。このうち中央部の第３６・５３号住居跡と北部の第７号住居跡は，や
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第２７７図 田島遺跡（三面寺地区）集落変遷図（古墳・奈良時代）
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や大形である。なお，第５２・５３号住居跡は重複しており，短期間のうちに建て替えられた可能性がある。

この時期の住居跡は，軒数は前期より増加していることから集落としては拡大しているものとみられる。

また，中央部に掘立柱建物跡を伴ったグループが存在し，集落の核にあたるものとみられる。第７号掘立柱

建物跡は同時期の第１０８号住居跡と重複しており，前者が新しいことから時期が下る可能性がある。なお，

第６６号住居跡の貼床構築土内から，常陸国分寺�期の素縁複弁十葉花文軒丸瓦（７１０４ｅ型式）６）が出土してお

り，注目される。

当時代の住居跡は，軒数には差があるものの各期を通して散在形であることが特徴的で，第１１期を除いて

集落の核になる中心部が不明瞭である。

� 平安時代

当時代の遺構は，竪穴住居跡２２軒，井戸跡２基，土坑２基が確認された。これらの遺構も前時代と同様に

標高１５ｍの河岸段丘上位から標高７ｍの下位段丘にかけて位置している。住居跡は，出土土器の様相７）から

以下の５時期に区分でき，時期名は奈良時代から通して第１２期からとする（第２７８図）。

第１２期は第６２・８４・８７・９０号住居跡の４軒が該当し，出土土器から９世紀前葉に比定できる。これらの住

居跡は，中央部に６ｍほどの間隔で三角形状に分布する第８４・８７・９０号住居跡の３軒からなるグループと，

そこから３０ｍ北方に単独で位置する第６２号住居跡に分けることができる。後者は，調査区域外の西側に存在

する住居跡とグループをなしている可能性もあるが，単独の可能性もあり，詳細は不明である。当期の住居

跡は中央部にまとまり，前期より大幅に減少しており，集落は縮小したものとみられる。なお，当期から第

１４期にかけて，灰釉陶器が出土する住居跡が存在している。

第１３期は第１９・３３・５９・７０・８０・１０７号住居跡の６軒が該当し，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

これらの住居跡は，南部に１２ｍの間隔で南北に分布する第５９・７０号住居跡の２軒，中央部のやや南側に２５～

３０ｍの間隔で散在する第３３・８０・１０７号住居跡の３軒，北部に単独で位置する第１９号住居跡の３グループに

大別できる。南部の２軒と北部の１軒は，調査区域外に存在が想定される住居跡と数軒でグループをなして

いた可能性がある。当期の住居跡は前期より南部と北部へ拡散しているが，全体的に散在している。

第１４期は第４１・６０・６７・８９・９６・１０５号住居跡の６軒が該当し，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

これらの住居跡は，南部に位置する第６０・６７号住居跡の２軒と，中央部のやや南側に１５～２８ｍの間隔で散在

する第４１・８９・９６・１０５号住居跡の４軒に大別できる。前者は重複しており，短期間での建て替えが想定で

きる。当期の住居跡も，南部の２軒は調査区域外に存在が想定される住居跡とグループをなしていた可能性

があるが，全体的に前期と同様に散在形である。

第１５期は第１・５０・６９・８８号住居跡の４軒が該当し，出土土器から１０世紀前葉に比定できる。これらの住

居跡は，南部に第６９号住居跡，中央部のやや南側に第８８号住居跡，中央部のやや北側に第５０号住居跡，北部

に第１号住居跡と，台地に沿ってほぼ直線に間隔をおいて存在している。いずれも単独で，前期よりさらに

散在しており，集落としての体はなしていない。

第１６期は第５８・９９号住居跡の２軒が該当し，出土土器から１０世紀中葉に比定できる。２軒の住居跡は，南

部に位置する５８号住居跡と，中央部に位置する９９号住居跡の２か所に分かれ，単独で存在している。いずれ

も一部が調査区域外にかかっており，調査区域外に同時期の住居が存在する可能性もあるが，集落としては

前期よりさらに縮小しているものとみられ，本期をもって集落は終焉を迎えている。

当時代の住居跡は，各時期を通して奈良時代の住居跡より軒数が減少している。住居跡の分布は，奈良時
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第２７８図 田島遺跡（三面寺地区）集落変遷図（平安時代） 第２７９図 土玉・球状土錘，管状土錘出土住居
位置図
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代よりさらに散在した状態で，集落の核となる部分はみられない。

以上のような田島遺跡の住居跡の分布と変遷について述べてみたが，これをグラフで表すと第２８０図のよ

うになる。

２ 土錘について

今回の調査で，各時期の住居跡から土玉（長さ・径が２�未満のもの）・球状土錘（長さ・径が２�以上

のもの）および管状土錘が合わせて１１１点出土している（第２７９・２８１図）。これらは，一般的に網の錘と考え

られているものである。しかし，小形のものは祭祀や首飾りなど，別の用途も想定されている。ここでは，

形状や重量から網の錘とした。

時期別の出土数は第２８１図に示したとおりで，奈良時代の第９期が住居跡４軒から３７点と最多で，次いで

同時代の第１１期が５軒で１８点と群を抜いている。以下，古墳時代の第４期が住居跡６軒から１３点，第６期が

４軒から１１点，第５期が３軒から６点と続き，一定量みられた古墳時代から奈良時代になると大幅に増加し，

平安時代になると減少している。

第２８０図 田島遺跡竪穴住居跡時期別軒数

第２８１図 田島遺跡竪穴住居跡土玉・球状土錘，管状土錘の形状別・時期別出土点数
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土錘の重量は，球状土錘と管状土錘では大差がある。前者は５～３５ｇの範囲にあるが，古墳時代のものは

１０～２０ｇ，奈良時代のものは１０～２５ｇとやや重量を増し，平安時代のものは５～２０ｇとやや軽量化している。

この変化が何によるものかは明らかでないが，網の構造や使用方法の変化などが考えられる。後者は５０～２５０

ｇの範囲にあるが，１００～２００ｇのものが多い。球状土錘と管状土錘の重量差の要因も厳密には明らかでない

が，用途・使用方法によるものと考えられる。

このように各時期を通して多数の土錘が出土していることは，それが主たる生業か否かは検討の余地があ

るが，当集落に居住していた人びとが漁労に携わっていたことは明らかである。

３ 結語

以上，古墳時代から平安時代までの住居跡を１６期に分けて概観してきた。最初の集落は古墳時代前期に形

成されるが，１世代ほどで廃絶されている。次に集落が営まれるのは古墳時代中期の５世紀後葉で，以来奈

良時代後半の８世紀後葉を盛期として，軒数に若干の変化はあるものの平安時代中期の１０世紀中葉まで住居

が設けられ，集落が継続して営まれていることが明らかになった。集落としての在り方は，大規模な住居を

中心として住居がグループを形成している時期もあるが，住居が散在している時期が多くみられる。このこ

とは，調査範囲が事業用地内に限られ，台地上の様相が不明であることから，地形が河岸段丘の上位段丘か

ら下位段丘にかけての斜面部であることによるものか否かは明らかでない。ちなみに，平成１８年度に調査が

行なわれた田島遺跡（南光院地区・南光院下地区）８）においては，台地上からは若干の住居跡しか確認されて

いないことから，沖積地に面した斜面部から下位段丘面を占地した可能性もある。このことは，生活基盤で

ある水田経営との関連性が考えられる。土錘は，時期によって出土住居跡の軒数や出土点数に差があるが，

当集落に居住していた人びとが集落の南側を流れる信筑川（現恋瀬川）を利用して漁労を営んでいたことは

明らかである。当遺跡は，水田経営以外に漁労にも携わった半農半漁の集落であったと想定できる。

なお，当地は，平安時代後期以降約５００年の空白期を置いた後，中世後半の１５～１６世紀にかけて墓地とし

て土地利用されている。
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田島遺跡（三面寺地区）から出土した炭化材の樹種について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

田島遺跡は，恋瀬川左岸の台地上から低地にかけて立地する。これまでの調査では，標高２０～３０ｍの台地上

に位置する南光院地区で平安時代の集落跡や平安時代～近世の墓跡等，低地部に位置する南光院下地区で縄文

時代前期および古墳時代後期の集落跡，中世の火葬土坑等が検出されている。今回発掘調査が行われた三面寺

地区は標高７～１９ｍの台地上に位置し，古墳時代から中世の竪穴住居跡，掘立柱建物跡，井戸跡，方形竪穴遺

構，地下式坑，火葬土坑等が検出されている。

本報告では，三面寺地区の８世紀前葉とされる竪穴住居跡（SI ５）から出土した住居構築材や木製品とされ

る炭化材と，中世とされる方形竪穴遺構（方形竪穴３）から出土した炭化材について樹種同定を実施する。ま

た，SI ５から出土した紐状炭化物について，電子顕微鏡観察と薄片作製観察を実施し，材質や由来等について

検討する。

�．炭化材の樹種

１．試料

試料は，SI ５から出土した炭化材５点（�，�，�，�，Ｗ１）と方形竪穴３から出土した炭化材２点（�，

�）の合計７点である。SI ５の５点の中で，Ｗ１が木製品（木桶），その他の４点が住居構築材とされてい

る。また，方形竪穴３の２点は上屋構築材とされている。

２．分析方法

試料を自然乾燥させた後，木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製

し，実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し，その特徴を現生標本およ

び独立行政法人 森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

なお，木材組織の特徴や名称については，島地・伊東（１９８２），Wheeler 他（１９９８），Richter 他（２００６）

を参考にする。また，各分類群による木材組織の配列については，林（１９９１）や伊東（１９９５，１９９６，１９９７，

１９９８，１９９９）を参考にする。

３．結果

樹種同定結果を表１に示す。炭化

材は，針葉樹１分類群（マツ属複維

管束亜属），広葉樹２分類群（コナ

ラ属コナラ亜属コナラ節・サクラ

属）とイネ科タケ亜科，イネ科に同

定された。各分類群の解剖学的特徴

等を以下に記す。

付 章

表１．樹種同定結果

遺構 分析番号 取上番号 用途・部位 樹種

SI ５

炭化材１ � 住居構築材（屋根材） イネ科

炭化材２ � 住居構築材 イネ科

炭化材４ � 住居構築材？ コナラ属コナラ亜属コナラ節

炭化材５ Ｗ１ 木製品（刳物桶ヵ） サクラ属

炭化材６ � 住居構築材（壁材） イネ科タケ亜科

方形
竪穴３

炭化材１ � 上屋構築材 マツ属複維管束亜属

炭化材２ � 上屋構築材 イネ科タケ亜科
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・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon） マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで，

晩材部の幅は広い。放射組織は仮道管，柔細胞，水平樹脂道，エピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は

窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列，１～１５細胞高。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Quercus sect. Prinus） ブナ科

環孔材で，孔圏部は１～３列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，１～２０細胞高のものと複合放射組織と

がある。

・サクラ属（Prunus） バラ科

散孔材で，管壁厚は中庸，横断面では角張った楕円形，単独または２～６個が複合して散在し，年輪界に

向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性，１～５細胞幅，１～３０細胞高。

・イネ科タケ亜科（Gramineae subfam. Bambusoideae）

原生木部には大小２対の道管があり，その外側に師部細胞がある。これらを厚壁の繊維細胞（維管束鞘）

が囲んで維管束を形成するが，繊維細胞は放射方向に広く，接線方向に狭いため，全体として放射方向に長

い菱形となる。維管束は柔組織中に散在し，不斉中心柱をなす。いわゆるタケ・ササ類である。組織構造か

ら種類を細分することは困難であるが，試料の外観や節の形状から，稈鞘が伸長と共に節から脱落するタケ

類の可能性がある。

・イネ科（Gramineae）

上記タケ亜科によく似ているが，薄く脆い。また，組織をみても維管束の繊維細胞が狭く，円形となるな

ど，タケ亜科とした試料と特徴が異なる試料をイネ科とした。タケ亜科の他，ヨシ属，ススキ属などの可能

性が考えられるが，分類には至らなかった。

４．考察

� 住居跡出土炭化材

SI ５は，調査区西部の標高１４～１５ｍ付近の台地上で検出されており，住居跡の北側半分が調査区外とな

っている。炭化材は，ほぼ床面全体から出土しており，Ｗ１が炭化した木製品（木桶），他は住居構築材

と考えられている。住居構築材と考えられる炭化材は，板状の破片である�にコナラ節が認められた他は，

全てタケ亜科，あるいはイネ科であった。コナラ節は，重硬で強度が高い材質を有しており，垂木などの

構築材として利用されていた可能性がある。一方，タケ亜科やイネ科は，屋根や壁の萱材として利用され

た可能性がある。このことは，発掘調査所見で�が屋根材，�が壁材とされていることとも調和的である。

本遺跡では，南光院下地区の６世紀後半とされる竪穴住居跡（SI１１）から出土した炭化材について樹種

同定が実施されており，２点ともクヌギ節に同定されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，２００８）。ク

ヌギ節はコナラ節と共に二次林を形成する樹種であり，クヌギ節の方がより湿った土地に生育する傾向が

ある。そのため，樹種の違いは時期によるものではなく，標高約６ｍの低位段丘上に構築された SI１１と，

標高１４～１５ｍ付近に構築された SI ５との周辺植生の違いを反映している可能性がある。

一方，本地域では，古代の住居構築材に関する調査事例が少なく，特に８世紀代の資料は知られていな

いため，当該期の木材利用については不明である。そのため，本遺跡で認められたコナラ節が当該期に多

く利用されていたかは，さらに資料を蓄積し検討することが望まれる。

木製品（木桶）とされる試料Ｗ１は，形状等の詳細が不明であるが，時期的な背景を考慮すると，刳物
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桶の可能性がある。試料は，落葉広葉樹で，重硬・緻密で強度が高い材質を有するサクラ属に同定された。

サクラ属は，その材質から彫刻，挽物，刳物等に利用される樹種である。茨城県内では，本遺跡の他には

古代の桶について樹種を明らかにした例は知られていない。関東地方全体でも，古代の桶について樹種を

明らかにした例は少ない。浜野川遺跡（千葉市）では，９世紀以降とされる桶の部材１点がヒノキに同定

されている（能城・鈴木，１９８８）。二之宮千足遺跡（前橋市）では，古代以前とされる桶底板１点がヒノ

キ属に同定されている（藤根，１９９２）。また，元総社寺田遺跡（前橋市）の平安時代とされる桶の底板？

１点がモミ属に同定されている（藤根，１９９６）。いずれも針葉樹が利用されており，広葉樹が利用されて

いる今回の結果とは木材利用が異なっている。また，弥生時代～古墳時代の資料も三ツ寺�遺跡（高崎市）

や高島平遺跡（板橋区）で出土しているが，いずれも古代の資料と同様に針葉樹のヒノキやスギが利用さ

れている（群馬県教育委員会ほか，１９８８；高橋，１９９５）。なお，上述した検出例の中で，三ツ寺�遺跡出

土の試料は刳物桶の側板であるが，他の試料については刳物桶か，結物（箍物）桶であるか不明である。

当該期の桶については，資料そのものが少ないことから，さらに資料を蓄積していくことが望まれる。

� 方形竪穴遺構出土炭化材

中世と考えられる方形竪穴３は，調査区西側の標高１０ｍ付近の平坦面から検出されている。土坑は長方

形を呈し，床面には焼土範囲と炭化物範囲が確認されている。炭化材は，西側床面上から出土しており，

上屋構築材と考えられている。この炭化材には，複維管束亜属とタケ亜科が認められ，少なくとも２種類

の木材が利用されていたことが推定される。複維管束亜属にはアカマツやクロマツが含まれ，木材は針葉

樹としては比較的重硬で強度が高い。タケ亜科も比較的強度が高いが，靱性もある。複維管束亜属は，強

度を必要とする部位等に利用された可能性がある。タケ亜科は，材質を考慮すると，複維管束亜属とは異

なる部位に利用された可能性がある。茨城県内では，中世の建築部材を対象とした分析事例が少ない。島

名前野東遺跡（つくば市）では，１３世紀とされる柱が針葉樹のヒノキに同定されている（パリノ・サーヴ

ェイ株式会社，２００２）。また，村松白根遺跡（東海村）では，窯屋から出土した炭化材がイネ科に同定さ

れている（パリノ・サーヴェイ株式会社，２００５）。複維管束亜属やタケ亜科が確認された例は知られてい

ないが，今後資料を蓄積し検討することが望まれる。

�．紐状炭化物の分析

１．試料

試料は，SI ５から出土した紐状炭化物１点�である。試料を肉眼・実体顕微鏡で観察したところ，いくつ

かの細い紐を撚っている様子が確認できる。

２．分析方法

� 電子顕微鏡観察

試料は脆く崩れやすく，横断面を観察することが難しいと判断されたことから，主に側面の観察を実施

する。紐状炭化物の端部を約５～７�切断し，アルミ合金製の試料台にカーボンテープで固定する。走査

型電子顕微鏡で試料の側面にみられる組織などの特徴を観察する。

� 薄片作製・観察

紐状炭化物の端部を約１�５�切断し，合成樹脂で包埋・固化させる。横断面が出るようにダイヤモンド

カッターで切断し，切断面を研磨する。研磨した面をスライドグラスに接着し，反対側も切断と研磨を行

ってプレパラートとする。プレパラートは，生物顕微鏡および落射蛍光顕微鏡で観察する。
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３．結果

� 電子顕微鏡観察

１０本以上を一つの束として，２束を撚っている様子が確認できる。紐を構成する繊維は，断面形状が不

規則であるが，ほぼ薄い平麺状を呈する。繊維の幅は，約２０μｍ～１００μｍでバラツキがある。側面には細

胞壁が認められる。

� 薄片作製・観察

炭化が著しく，薄片作製の際に多くが破損した。繊維の横断面は長方形を呈しており，電子顕微鏡観察

結果とも矛盾しない。所々に孔がみえるが，組織的な配列は認められない。

４．考察

横断面で繊維に孔が認められること，薄い平麺状を呈し，細胞壁が認められること等から，紐状炭化物を

構成する繊維は，何らかの植物繊維に由来すると考えられる。形状を考慮すれば，大きな植物体を裂いて作

られたことが推定される。

遺跡から検出される主な植物繊維には，木綿，麻類，コウゾやシナノキ等の木皮等がある（布目，１９９２）。

このうち，木綿は裂いて作られることはなく，植物細胞も認められないことから除外される。麻類や木皮は

裂いて作られることから，今回の紐状炭化物は麻類あるいは木皮を裂いた後に，１０本以上を一つの束として

２本を撚り合わせて作られた紐と考えられる。
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図版１ 炭化材（１）

1a 1b 1c

2a 2b 2c

3a 3b 3c

１．マツ属複維管束亜属（方形竪穴３；�）
２．コナラ属コナラ亜属コナラ節（SI５；�）
３．サクラ属（SI５；Ｗ１）

ａ：木口，ｂ：柾目，ｃ：板目

―３６５―



図版２ 炭化材（２）・紐状炭化物

４ ５

６ ７

８ ９

４．イネ科タケ亜科（SI５；�）横断面
５．イネ科（SI５；�）横断面
６．紐状炭化物の電子顕微鏡写真（SI５；�）
７．紐状炭化物の電子顕微鏡写真（SI５；�）
８．紐状炭化物の薄片写真（SI５；�）透過光
９．紐状炭化物の薄片写真（SI５；�）落射蛍光

―３６６―



写 真 図 版

田島遺跡（三面寺地区）全景



第 ２ 号 住 居 跡
貯蔵穴遺物出土状況

第１７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第１７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１



第２９号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第４７号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第４７号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL２



第４８号 住 居 跡
貯蔵穴完掘状況

第４８号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第５５号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL３



第５５号 住 居 跡
竈 １ 完 掘 状 況

第７４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第９７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４



第１００号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１０３号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第１０６号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL５



第１０６号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第１１２号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第５・１８号住居跡
重 複 状 況

PL６



第 ５ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第 ５ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第１３号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL７



第１３号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第２３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８



第３６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第４０号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

PL９



第４６号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第５３号 住 居 跡
竈１遺物出土状況

第５３号 住 居 跡
竈２遺物出土状況

PL１０



第５６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第５７号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第６６号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１１



第６６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第７９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第８２号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１２



第８２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第８２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第８２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１３



第８５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第１０４号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第１１０号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１４



第７号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第 １８９ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第１９号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL１５



第５０号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第８４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第８７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１６



第１０５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第１０５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第１０７号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１７



第１０７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第 ２ 号 井 戸 跡
完 掘 状 況

第１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１８



第３号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第６・７号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第２号地下式坑
遺 物 出 土 状 況

PL１９



第２号地下式坑
遺 物 出 土 状 況

第５号地下式坑
完 掘 状 況

第８号地下式坑
完 掘 状 況

PL２０



第９号地下式坑
完 掘 状 況

第９号地下式坑
遺 物 出 土 状 況

第２号火葬土坑
遺 物 出 土 状 況

PL２１



第１号粘土貼土坑
完 掘 状 況

第 １ 号 墓 坑
人骨・遺物出土状況

第 ２ 号 墓 坑
人 骨 出 土 状 況

PL２２



第 ３ 号 墓 坑
人 骨 出 土 状 況

第 １０８ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ２４３ 号 土 坑
完 掘 状 況

PL２３



第 ３ 号 井 戸 跡
完 掘 状 況

第 １ 号 堀 跡
完 掘 状 況

第 ９ 号 溝 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２４



第 １４ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １６ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL２５



SI2－1 SI48－78

SK172－142 SI44－70

SI112－135 SI48－76

SI76－105 SI30－59

SI44－69 SI29－54

SI15－26 SI30－58

第２・１５・２９・３０・４４・４８・７６・１１２号住居跡，第１７２号土坑出土遺物

PL２６



SI18－41 SI11－23

SI5－144 SK172－141

SI74－99 SI29－52

SI26－50 SI17－34

SI2－2 SI17－33

SI29－53 SI3－6

第２・３・５・１１・１７・１８・２６・２９・７４号住居跡，第１７２号土坑出土遺物

PL２７



SI5－149 SI5－146

SI5－147 SI49－361

SI5－145 SI59－369

SI60－373 SK295－417

堀1－477 SI105－411

堀1－475 SI8－18

第５・８・４９・５９・６０・１０５号住居跡，第２９５号土坑，第１号堀跡出土遺物

PL２８



SI5－151 SI5－152

SI5－160 SI5－161

SI5－158 SI5－159

SI5－165 SI5－157

SI5－155 SI5－164

SI5－163 SI5－166

第５号住居跡出土遺物

PL２９



SI73－269 SI64－256

SI72－259 SI5－172

SI36－224 SI5－174

SI5－167 SI5－175

SI12－199 SI79－272

SI5－156 SI73－266

第５・１２・３６・６４・７２・７３・７９号住居跡出土遺物

PL３０



SI110－319 SI104－305

SI33－336 SI62－377

SI80－392 SI85－287

SI70－390 SK258－329

SI87－395 SI90－403

SI105－412

第３３・６２・７０・８０・８５・８７・９０・１０４・１０５・１１０号住居跡，第２５８号土坑出土遺物

PL３１



SI72－260 SI91－293

SK214－416 SI85－289

SI50－363 SI79－274

SI36－228 SB5－324

SI53－242 SI36－227

SI35－222 SI85－288

第３５・３６・５０・５３・７２・７９・８５・９１号住居跡，第５号掘立柱建物跡，第２１４号土坑出土遺物

PL３２



SI87－397 SI91－295

SB5－325 SI27－218

SI79－275 SI102－304

SI36－230 SI23－215

SI5－176 SI91－294

SI36－229 SI53－244

第５・２３・２７・３６・５３・７９・８７・９１・１０２号住居跡，第５号掘立柱建物跡出土遺物

PL３３



SI12－201 SI46－356

SI67－385 SI70－391

SI62－378 SI105－415

SI87－398

SI41－348

遺構外－497 SI90－405

第１２・４１・４６・６２・６７・７０・８７・９０・１０５号住居跡，遺構外出土遺物

PL３４



SK205－466

火葬土坑2－433

SK108－460

火葬土坑2－434

SK105－457

SK39－453

SK108－461

SK101－456

墓坑1－438

墓坑1－437 SK395－470

第３９・１０１・１０５・１０８・２０５・３９５号土坑，第２号火葬土坑，第１号墓坑出土遺物

PL３５



SI5－178

SI62－379

SI5－177 SI77－110

SI46－359 SI8－17

第５・８・４６・６２・７７号住居跡出土遺物

PL３６



遺構外－499 SI55－91

SI87－401 SB8－420

SI87－400 SI72－262

SI5－179 UP2－421

第５・５５・７２・８７号住居跡，第８号掘立柱建物跡，第２号地下式坑，遺構外出土遺物

PL３７



SI54－85 SI29－55

SI9－20 SI17－37

SI5－180 SI5－181

SI36－234 SI46－360

第５・９・１７・２９・３６・４６・５４号住居跡出土遺物

PL３８



SI16－32 SI17－38

SI29－56 SI47－74

SI97－115 SI97－116

第１６・１７・２９・４７・９７号住居跡出土遺物

PL３９



SI17－40

SI2－5

SI103－126 遺構外－490

第２・１７・１０３号住居跡，遺構外出土遺物

PL４０



SI48－81

SI53－247 SI87－399

UP9－432 遺構外－487

第４８・５３・８７号住居跡，第９号地下式坑，遺構外出土遺物

PL４１



SI76－107 SI72－264 SI33－342

遺構外－492 遺構外－493 遺構外－494

遺構外－495 SI77－111 SI36－233

SI5－182

SI16－31

第５・１６・３３・３６・７２・７６・７７号住居跡，遺構外出土遺物

PL４２



SI5－157 SI5－158 SI5－159

SI5－160 SSII55－－116611 SI5－162

SSII5533－－224422 SI53－246 SI85－289

SI60－375 SI70－390 堀堀11－－447777「「承承」」ヵヵ

第５・５３・６０・７０・８５号住居跡，第１号堀跡出土土器（ヘラ記号・ヘラ書き・刻書・墨書）

PL４３



遺構外－TP17
遺構外－TP10

遺構外－TP6
遺構外－TP13

遺構外－TP7

遺構外－TP14

遺構外－TP9
遺構外－TP8

遺構外－TP15 遺構外－TP16 遺構外－TP12 遺構外－TP11

遺構外－TP18

SI46－TP2

SI46－TP3

SI94－TP1

SI89－TP4

第４６・８９・９４号住居跡，遺構外出土遺物

PL４４



SI2－DP1 SI8－DP5 SI30－DP15 SI51－DP28 SI74－DP38 SI77－DP40

SI103－DP42 SI109－DP49 SB5－DP53 SI12－DP54 SI23－DP55 SI35－DP56

SI53－DP69 SI73－DP73 SI81－DP76 SI67－DP128 SI87－DP133 SD9－DP143

SI56－DP72 SI92－DP110 SI94－DP111 方形竪穴4－DP135 SK105－DP136

DP2 DP3 DP17 DP16 DP23 DP24
SI3 SI32 SI42

DP30 DP29 DP118 DP117 DP125 DP124
SI54 SI110 SI46

DP12 DP10 DP11 DP9 DP21 DP22 DP20
SI18 SI37

第２・３・８・１２・１８・２３・３０・３２・３５・３７・４２・４６・５１・５３・５４・５６・６７・７３・７４・７７・８１・８７・
９２・９４・１０３・１０９・１１０号住居跡，第５号掘立柱建物跡，第４号方形竪穴遺構，第１０５号土坑，第９号
溝跡出土遺物

PL４５



DP75 DP74DP35 DP34 DP33
SI55 SI79

DP120 DP119 DP121 DP122 DP45 DP44
SI1 SI106

DP127DP115 DP116 DP114 DP126
SI107 SI66

DP130DP146 DP144 DP145
DP131

SD16 SI84

DP140 DP139 DP138 DP137DP142
堀1 SI24－DP14 SI36－DP67

SI82－DP77～109 SI36－DP57～66

第１・２４・３６・５５・６６・７９・８２・８４・１０６・１０７号住居跡，第１号堀跡，第１６号溝跡出土遺物

PL４６



SI94－Q11 SI3－Q1 SI27－Q6 SSII5566－－QQ99

遺構外－Q21

遺構外－DP148

遺構外－Q16 遺構外－DP147 SK181－Q15

SI69－DP129 SI54－DP32 SI55－DP36 SI53－DP71

第３・２７・５３～５６・６９・９４号住居跡，第１８１号土坑，遺構外出土遺物

PL４７



遺構外－Q20 遺構外－Q19
SI79－M13

遺構外－Q18 遺構外－Q17

SI104－M20

SK13－Q14

SI92－Q10

SI8－Q2

SI35－Q7

SI36－Q8 SI70－Q13

第８・３５・３６・７０・７９・９２・１０４号住居跡，第１３号土坑，遺構外出土遺物

PL４８



SI60－M25 SI12－M7 SI110－M22

SI1－M23 SI70－M26 SI70－M27堀1－M43 SI104－M19

SI56－M11

遺構外－M46 SI5－M4 SI87－M30 SI60－M24

堀1－M42 SI27－M8

SI36－M9
SI7－M6

SI62－M12
SI5－M3

SI7－M5堀1－M41

SI81－M15

SI30－M1

方形竪穴1－M34 方形竪穴17－M36 方形竪穴17－M37 遺構外－M47 遺構外－M52 遺構外－M53

第１・５・７・１２・２７・３０・３６・５６・６０・６２・７０・８１・８７・１０４・１１０号住居跡，第１・１７号方形竪穴
遺構，第１号堀跡，遺構外出土遺物

PL４９



堀1－T2 堀1－T3

遺構外－T4

SI66－T1

SK189－ヤマトシジミ SK189－ヤマトシジミ集合

第６６号住居跡，第１８９号土坑，第１号堀跡，遺構外出土遺物

PL５０
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所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コード 北緯 東経 標高 調査期間 調査面積 調査原因

た じま い せき

田 島 遺 跡
さんめん じ ち く

（三面寺地区）

いばらきけんいしおか し た じま

茨城県石岡市田島

５�５５４番地ほか
０８２０５―

１４６

３６度
１０分
３０秒

１４０度
１６分
５６秒

７～

１９ｍ

２００７０４０２～

２００８０３３１

１１�１０６� 一般国道６号
千代田石岡Ｂ
Ｐ（かすみが
うら市市川～
石岡市東大
橋）建設工事
に伴う事前調
査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

田 島 遺 跡
（三面寺地区）

集落跡 古 墳 竪穴住居跡 ５２軒
土坑 ２基

土師器（坏・椀・坩・器台・高坏・
鉢・壺・短頸壺・甕・甑），須恵器
（坏身・坏蓋），土製品（球状土
錘・管状土錘・支脚・紡錘車），
金属製品（鎌）

奈 良 竪穴住居跡 ３２軒
掘立柱建物跡 ３棟
土坑 ２基

土師器（坏・椀・皿・甕・甑・ミ
ニチュア土器・鉄鉢形土器），須
恵器（坏・高台付坏・蓋・高盤・
捏鉢・瓶・長頸瓶・短頸壺・横瓶・
甕），石製品（紡錘車），土製品（土
玉・球状土錘・管状土錘・支脚・
紡錘車），石器（砥石），金属製品
（刀子・鎌・釘），木製品（刳物桶
ヵ），軒丸瓦

平 安 竪穴住居跡 ２２軒
土坑 ２基
井戸跡 ２基

土師器（坏・椀・高台付椀・高台
付皿・蓋・坩・甕・甑），須恵器
（坏・高台付坏・盤・鉢・捏鉢・甕・
甑），灰釉陶器（椀・高台付椀・
長頸瓶），金属製品（鏃・刀子・
鎌・�具・釘）

中 世 掘立柱建物跡 ３棟
方形竪穴遺構 １９基
井戸跡 ８基
堀跡 １条
溝跡 ３条

土師質土器（皿），陶器（瓶子・
天目茶椀・片口鉢・平椀・卸皿），
青磁（碗）

時期不明 竪穴住居跡 ４軒
掘立柱建物跡 ３棟
土坑 ２９３基
溝跡 １６条

墓地跡 中 世 地下式坑 ９基
火葬土坑 ３基
粘土貼土坑 ５基
墓坑 ５基
土坑 ３２基

土師質土器（皿・内耳鍋・茶釜），
石器（砥石），石製品（硯），陶器
（瓶子・壺・直縁大皿・平椀・三
耳壺），古銭

要 約 当遺跡は古墳時代前期から中世までの複合遺跡である。調査の結果，この地の集落は古墳時
代前期に始まり，古墳時代後期から平安時代にかけて栄えたことが判明した。古代の住居跡
からは，漁網のおもりと考えられる多量の球状土錘や管状土錘の出土が確認されている。
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平成２１（２００９）年３月１８日 印刷
平成２１（２００９）年３月２３日 発行

発行 財団法人茨城県教育財団
〒３１０―０９１１ 水戸市見和１丁目３５６番地の２

茨城県水戸生涯学習センター分館内
TEL ０２９－２２５－６５８７
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付図 田島遺跡（三面寺地区）遺構全体図「茨城県教育財団文化財調査報告第３１１集」
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